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　プロローグ







　今から七十年前、世界に現れた「幻げん獣じゆう種しゆ」。

　その中でも人類に敵対する悪あく魔まを駆く逐ちくするために、今日まで戦い続けてきた。

　最初は狩かられるだけだった人間も、悪魔と戦うための知ち恵えをつけた。一方的な「狩り」から対等の「戦争」まで持っていく事ができたのだ。

　人間は常に戦っている。

　大人だけじゃない。

　僕たちのような高校生だって、悪魔と戦っているんだ。

「ああ、そうだ。バイクの改造については松まつ山やま先生の許可が下りるまで待ってくれ。その代わり支給用端たん末まつのアップデートについては進めていい。それから四月の収支報告だが、予定より出費が少ないので今月のバイク改造に回してくれ。ああ、頼たのむ」

　僕の家のソファとテーブルに陣じん取どって電話をしているのは、秋あき月づき雅みやびという女性。

　一歳違ちがいとは思えないほど大人びており、ノートＰＣを操作する姿はやり手のＯＬに見える。老けているという意味ではなく、頼もしいのだ。

「なに、いいさ。君も放課後という時間を割さいて仕事をしてくれているのだから。ああ、ではよろしく」

　電話を切った雅は後ろで結んでいた髪かみをほどくと、大きく息を吐はく。

「はー、疲つかれた」

「雅お姉ちゃん、お仕事大変だね」

　高校生とは思えないほどの仕事量だ。それでいて彼女は学問でも戦せん闘とうでも校内トップ。さらに人望も厚い完かん璧ぺきな人だ。もちろん週に一度は男子に告白されるほどの美人だけど、忙いそがしいのを理由に断っていると聞く。

「お風ふ呂ろ沸わいてるから、入っちゃいなよ」

「ありがとう、月げつ斗とちゃん」

　そんな雅は、ノートＰＣを閉じると僕に微笑ほほえむ。電話をしていた時のような張り詰つめた表情はどこかへ消えてしまった。

「それじゃバスタオル借りるね～」

　軽い足取りでお風呂へ向かう雅に、僕は手を振ふる。

　学校での疲れが、少しでも取れてくれればいいのだけれど。

　そう願いつつ──一時間が過ぎた。

「きゃーっ！」

　風呂場から聞こえる妹の悲鳴に、僕は立ち上がる。

　まさか雅の身に何かあったのか。

　あの人、普ふ段だんはすごくしっかりしているのに、ウチだと何もない所で転ぶくらいうっかりしているんだ。

　無事を祈いのりつつ風呂場に入ると、よく分からない光景が見えた。

　顔を真っ赤にして倒たおれている雅と、顔は赤いが笑っているカグラ。当然だけどどちらも裸はだかで湯船に浸つかっている。

「フハハハハハ！　吾わが輩はいの勝ちだな！」

「悔くやしい～……負けた～……」

　華きや奢しやなカグラが、ふくよかな雅の身体からだをつついている。濡ぬれた雅の髪が、湯船から床ゆかに垂れた。

「……何やってるの？」

「将しよう棋ぎをしていた！」

「お風呂で？」

「そうだ！　極限状態でも軍略が乱れぬかどうか鍛きたえるためにな！　しかし人間の思考能力など、この程度よ！　吾輩の足あし下もとにも及およばぬ！」

　見れば湯船にプラスチック製の将しよう棋ぎ盤ばんが浮ういている。

　お風呂の盤上でも人類と悪魔が戦っているわけだ。これは世界で一番平和な悪魔との戦いだろう。

　だけど現実では、人類と悪魔が互たがいの将の首を狙ねらい、本当の戦いをしている。

　駒こまとして死んでいく運命からは、誰だれも逃にげられない。

　僕も、雅も、そしてカグラも。

　この世界は、すでに盤の上なんだ。







　Page1　防衛・避難

　悪魔の襲撃パターン／マーキングを発見した場合







　僕の名前は花はな村むら月げつ斗と。

　七ナナ星セ降こう霊れい学園に通う、普ふ通つうの高校生。

　──の、はずだった。

　まだ五月に入ったばかりだと言うのに、僕の状じよう況きようはめまぐるしく変わっていく。たった一ヶ月で、平へい穏おんな僕の暮らしはどこかへ消え去ってしまった。

　どこにも属さない「その他た」を集めたクラスＸに配属されたのは、仕方がない事だ。うっかり事故とはいえ、法律で禁じられている悪あく魔ま召しよう喚かんをしてしまったのだから。むしろクラスＸのみんなはとても優やさしくて、頼たよれる仲間だ。

　それで終わると思っていたけど、甘かった。

　今度は、退たい魔ま省しようから直々に指令が来たのだ。

　──悪魔使い、月光商人を捕つかまえろ。

　それが僕に下された仕事。

　人間なのに悪魔を使し役えきし、人間なのに人間を害する。

　世界の敵は、悪魔だけじゃない。

　先日の戦せん闘とう試験で起きた騒そう動どうで、僕はそれを学んだ。

　人々の平和を脅おびやかす悪魔召喚士が学内に潜せん伏ぷくしていると聞いたら、僕だって放ほうっておくことはできない。むしろできる事なら率そつ先せんして手伝いたいくらいだ。

　けど、僕はスーパーマンじゃない。

　ちょっと事故で悪魔を召喚してしまっただけの、ただの高校生なのだ。

　そんな僕が──

「授業の最中に考え事か、花村月斗！」

　突とつ如じよ、強い衝しよう撃げきが僕の頭を揺ゆさぶった。

「がっ！」

　重い痛みは、わずかに遅おくれてやってくる。

　グローブをつけた拳こぶしが、僕の頰ほおに命中したのだ。

　頭の衝撃と、身体からだの浮ふ遊ゆう感が僕を現実に引き戻もどす。

　ここは七星降霊学園の校庭。

　目の前に立っているのは、長身の女性。

　僕らの担任、牧まき原はらこころ先生だ。

「戦いの最中は、戦いの事だけを考えろ！　でないと死ぬぞ！　このようにな！」

　容よう赦しやのないボディブローが僕の鳩みぞ尾おちに叩たたき込まれる。

「ぐぁ……っ！」

　呼吸ができなくなり、その場に膝ひざをついた。

　僕はスーパーマンなんかじゃない。

　こんなに危険な人を目の前にして、余計な事を考えているマヌケだ。ある意味、悪魔よりも恐おそろしいこの先生と戦っているのに、どうして僕は考え事なんかしていたのだろう。

「さぁ立て！　お前はまだ私に一発も入れていないぞ！」

「無理……です……！」

　返事をするのもやっとだった。

　立とうにも、膝に力が入らない。

「ならば休め！　すぐに順番が回ってくるぞ！」

　牧原先生はそう言って、僕のジャージの襟えり足あしを摑つかんで投げ飛ばした。抵てい抗こうもできないまま、僕はみんなが待機している場所に転がされた。

　ようやく息が吸えるようになった僕は、その喜びを嚙かみしめながら呼吸をする。

　空が青い。

　そして殴なぐられた頰が熱い。

　こういった暴力は、別に今に始まった事ではない。

　僕たち七星降霊学園の生徒は、悪魔と戦うための訓練を積んでいる。机の上では学べない戦闘技術も、将来のために必要不可欠な技術なんだ。

　普ふ段だんは対悪魔用の武器──天使を召喚して戦うんだけど、今日は素す手でだ。

　僕らの主武装である天使が使えない場合を想定しての、純じゆん粋すいな格かく闘とう訓練。それを説明している時の、牧原先生の生き生きとした顔といったら。

「にぃちゃん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　ひんやりとした感かん触しよくが頰に当たる。

「ありがとう、雪せつ伽か」

　双ふた子ごの妹が濡ぬれたタオルを持ってきてくれたのだ。僕がタオルを受け取り、自分で頰に当てると、手が空いた雪伽は僕を抱だきしめてきた。

「よかったー！　にぃちゃんが無事で！」

　土と埃ほこりと雪伽の匂においがする。

　柔やわらかくて温かい感触が僕を包み込んでくれる。

「それより雪伽は平気なの？」

　雪伽のジャージも汚よごれている。僕の前に牧原先生の洗礼を受けたからなのだが。

「うん。先生、女の子には手加減してくれるんだよ」

「手加減……ねぇ」

　牧原先生を見ると、もう次の生徒を相手にしていた。

「ハッ！」

　長いツインテールの華きや奢しやな女の子。人形のように見えたのは身体ではなく、その動きだった。まったくブレない体幹から繰くり出される蹴けりが、牧原先生の頭を狙ねらっている。機械のように正確な蹴りをかわした牧原先生は、その子の背後に回り込もうとする。

「瀬せ川がわ渚なぎさ！　さすがは現役退魔士だな！　クラスで一番いい動きだ！」

「そりゃどーもっ！」

　軽かろやかなステップで牧原先生の手を避よけた、と思いきや、その手を摑んで反はん撃げきする渚。まったく躊ちゆう躇ちよなく先生の顔面を突つこうとする。

　やっぱり普段から鍛きたえている退魔士は違ちがうなぁ。

　と思ったのも束つかの間、

「しかし攻こう撃げきが単調すぎる！　それではこのように──」

　牧原先生の足あし払ばらいが、渚を転てん倒とうさせる。

「簡単に足を掬すくわれてしまうぞ！　お前に必要なのは駆かけ引きと経験だ！　それから一手先を読む思考能力！」

「うー……難しい注文ばっかり」

　どれも一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につくものではない。しかし学業が苦手な渚の場合、最後のが一番大変そうだ。

「次、ボブ来い！」

「オッス！　……って、とうとう先生もアダ名で呼ぶようになったな」

　立ち上がる大きな身体の持ち主。

　むさ苦しい笑え顔がおと元気な声のボブは、手招きする牧原先生に真っ向から向かっていった。技術は渚が一番だろうけど、天使を使わない状態ならボブが一番強いのではないだろうか。単純に一番大きいし。

「今までの恨うらみ、晴らさせてもらうぜっ！」

　まったく手加減せずに殴りかかるボブ。牧原先生に関しては、女性だと思わない方がいい。これまでの授業でそう思わされてきた。美人だからって油断していると、こちらが死ぬ。現役の退魔士時代、数々の任務をこなしたはずなのに、その顔に傷一つないのが何よりの証しよう拠こではないか。

「うおおおおおおおっ！」

「ふん！」

　正面からのボブの攻撃を、牧原先生は片手で受け止めた。

「相変わらず、良い打だ撃げきだ。腰こしも入っている」

「マ……マジかよ!?」

「だが遅おそい！」

　牧原先生の拳が連続してボブの顔面に入った。なるほど、雪伽の言う通り男子には手加減していない。ボブの顔面がボコボコにされている。さらに倒たおれそうになったボブの身体を摑んで引き戻し、またボコボコにしている。授業中は悪魔より怖こわい、あの先生。

「お前はもっと速さを磨みがけ！　悪魔は待ってはくれないぞ！」

「あ……ありがとーございましたぁ……」

　フラつく足取りで去って行くボブ。僕たちとは反対方向に歩いていってしまった。もはや前も見えていないのか。

「次！　大おお河内こうち銀ぎん河が！」

「はーい！」

　返事をした時には、もう次の相手が牧原先生に組み付いていた。

「速い！」

　思わず僕も雪伽も声を揃そろえてしまうほどだ。

　その素す早ばやい彼、銀河はスルスルと牧原先生の背後に回り、足をかけて転ばせてしまう。まるで触しよく手しゆが絡からんでいるかのように。

「ほう、寝ね技わざか！」

「ウフフフフ！　いただきます！」

　十本の指をワキワキと動かしながら、倒れ込んだ牧原先生の両りよう腕うでをがっちりホールドした銀河。まるで柔じゆう術じゆつのように手慣れている。

　うん、完全にエロ目的だね。

　彼はすごくイケメンなのに、この性格のせいで損をしている。もはやクラスＸだけでなく、二年生全員に広まっているほど彼のセクハラは有名だ。たいていの女子は、彼を見ただけで逃にげる。

　しかし牧原先生は動じない。

「その技術は一流だが──それで終わりか？」

「え？」

「教えてやろう、大河内銀河。組み技は打撃や投げに比べて力を必要としないが、それでも体力を消しよう耗もうする。あと何秒、私を押さえていられる？」
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「う、うわっ！」

　組み付かれたまま立ち上がる牧原先生。銀河の身体は筋力で簡単に引きはがされてしまった。

「私を倒した褒ほう美びだ。寝技だけでなく、打撃もみっちりと教えてやろう」

「あ、あはははは……」

　それから一分ほど、銀河は殴られ続けた。

　もしも彼が医い療りよう用天使の扱あつかいに長たけていなければ、そのイケメンが永久に歪んでいたかもしれないほど、執しつ拗ように顔面を殴られていた。だけど自じ業ごう自じ得とくなので、僕らは誰だれも助けに入らなかった。

　ズタボロになった銀河を捨てると、牧原先生は最後の一人を呼ぶ。

「よし来い、高たか遠とお柚ゆ子ず！」

「…………！」

　全身から倦けん怠たい感を出しつつ立ち上がるのは、冷たい雰ふん囲い気きの女の子。成績も優ゆう秀しゆうだし、裏では凄すご腕うでのハッカーという実績を持つ彼女。

　魔ま力りよくが少ないという弱点を持っているけど、体力はそこまで低くない。

　が、終始イヤそうにしているのは、牧原先生が嫌きらいだからだろう。

　そんな彼女の感情も理解して、牧原先生は手招きする。

「高遠柚子。どうせまた、適当に殴られて終わろうというつもりだろう？」

「……別に」

「私が教えているのは殴られ方ではなく、殴り方だ。一発入れてみろ」

「……殴るの、得意じゃないし」

　そう言いつつ、柚子は牧原先生の下もとまで歩くと、拳こぶしを振ふりかざしてその顔面を殴った。牧原先生はまったく避けずに、その拳を顔で受け止めた。全然痛そうに見えない。

「うむ、まるでダメだな」

「……だからそう言ってるじゃない」

「腰が入っていない。それから、足だ」

　牧原先生は柚子の腰に触ふれると、身体からだを捻ひねらせる。両足を縦に開かせ、ボクシングのようなポーズを取らせた。

「足で蹴るようにして前に出る。そして腰を入れて拳を突き出すんだ。意識してやってみると、全然違うパンチが出る。手ではない、足で殴るんだ」

「……私は、殴るなんて」

「そのうち役に立つ時がくる。それまで練習していろ！」

　牧原先生は柚子の腰を持ち上げ、前方に放ほうり投なげた。戦いの苦手な柚子でも、やっぱり容よう赦しやはしないようだ。

「わっ！」

　土まみれになって転がる柚子。立ち上がり、牧原先生を睨にらむが、それ以上何も言わずに僕らの方へ戻もどってきた。

　これで全員、先生にやられた事になる。

　鍛えれば、いつか先生も倒せるようになるのだろうか。二十代前半にして三等霊れい曹そうというエリート退たい魔ま士しの牧原先生を。

　けど、そんな先生のような人がウジャウジャいる退魔士でも、悪あく魔まを倒すのには苦労しているのだ。先生くらい超こえられなければ、悪魔と戦う事もできない。

「さて、残るはお前か」

　腕うでを組みながら牧原先生が見ているのは、僕らクラスＸの生徒ではない。

　黒いドレスの少女だ。

「フハハハハハ！　魔力を使わず、純じゆん粋すいな格かく闘とうで勝負か！　一興だな！」

　彼女の名はカグラ。

　悪魔だ。

　僕と雪伽が事故で召しよう喚かんしてしまった天使と悪魔の融ゆう合ごう体たい。

　けど──今となっては、離はなれられない関係でもある。彼女に助けられた場面はいくつもあるし、そこまで悪い悪魔じゃないんだ。

　ただまぁ、玉に瑕きずというか、欠点はいくらでもあって。

「フン。私も全力で戦ってやろう」

　牧原先生が初めて身構えた。十代前半の姿の少女相手に大人げない態度だが、どちらも嬉うれしそうに見えるのは気のせいではない。

「ではゆくぞ！」

　カグラの全身が黒い霧きりに変わり、その姿を変質させる。

　少女から、黒ネコに。

　カグラに限らず、変身能力を持っている悪魔は多いのだ。

「うっ……！」

　それを見た牧原先生の顔が青ざめる。

「フハハハハハ！　どうした牧原こころ！　吾わが輩はいと組み手をするのだろう！　さぁ、どこからでもかかってくるが良い！」

　カグラは知っている。牧原先生が大のネコ嫌ぎらいな事を。

　その短い前足が一歩前に出る度たびに、牧原先生が一歩下がる。顔は平静を装よそおおうとしているのだが、動どう揺ようしているのがバレバレだ。

　効果は覿てき面めんだけど、これも有効打と言えるのかな。

「……むう」

　牧原先生は動揺しつつも、僕らを見る。

「いいかお前たち。これが悪魔のやり方だ。ただ攻こう撃げきするだけではない。人間を怯おびえさせて、いたぶり、汚よごす事で満足感を得る。苦痛と恐きよう怖ふと絶望が悪魔の食料だ！」

　こんな時でも講義は忘れない。

「フハハハハハハハ！　その通りだ！　悪魔は人間がもっとも嫌いやがる攻撃をする！　ただ殺すだけなら人間の武器でもできるからな！」

　ネコの姿のまま高笑いするカグラ。

「貴様も『マーキング』してやろうか！　牧原こころ！」

「マーキング？」

　変な単語に、僕はつい聞き返してしまう。

「マーキングってのは、悪魔の攻撃方法の一つだよ」

　隣となりに座った渚が教えてくれた。

「これから殺す予定の人間のどこかにマークをつけるの。人間だけじゃなくて、土地や建物なんかにもつく時があるんだよ」

「それをつけると、どうなるの？」

「マーク自体は無害だよ。言ってみれば、悪魔の殺害予告だから。すぐに殺さないで、人に恐怖を与あたえるためにわざと予告を出すわけ」

　なるほど。悪魔らしい行動だ。

「さぁどうする、牧原こころ！」

「……どうでもいいが、フルネームで呼ばないでもらえるか」

　じりじりと一進一退を繰くり返す二人。

　その無意味な攻こう防ぼうは、チャイムが鳴るまで続いたのだった。
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　最初の頃ころは毎日気絶していた実技訓練も、一ヶ月もすれば身体が慣れてきた。牧原先生のメニューはどれも絶ぜつ妙みように難しく、超えられるギリギリのラインで止めてくれる。その証しよう拠こに、今まで大ケガをした生徒は誰もいない。

　殴なぐられる事にも抵てい抗こうがなくなってきた。悪魔と戦う時に、傷を恐おそれていては話にならないんだけど、人間の本能には抗あらがえない。けど、牧原先生の容赦のないパンチはそれを薄うすれさせてくれるのだ。

「いやー、今日も痛かったなー」

「そうだねー」

　僕と雪伽も、廊ろう下かを歩きながらにこやかにそんな会話をしている。どちらも牧原先生に投げ飛ばされた後だけど、もう傷はない。最近の医療用天使の技術はたいしたものだ。

「和なごやかに話しているが、貴様ら、実戦では一発でお陀だ仏ぶつだからな」

　僕の前を歩いているカグラが振り向く。

　あどけない少女姿の彼女だが、きっと本当に僕らを一発で殺す実力を持っている。そういう悪魔がウジャウジャいるのだ。

　だからこそ、守らなければならない。

　そのためには、まずは身の回りから。

　僕らが廊下を歩いているのは、一種のパトロールだ。

　カグラの魔力探知で、悪魔のバイヤー──月光商人を探そうというのだ。

　学内に潜ひそみ、ネットを使って生徒に悪魔を売りつける非道の商人。一度悪魔召しよう喚かんをしてしまえば、その人は確実に蝕むしばまれる。契けい約やく、欲よく望ぼう、もしくは悪魔そのものに溺おぼれ、まともな人間の心を失ってしまう。

　ここは退魔士を育てる学校であって、けっして悪魔召喚士を増やすための施し設せつではない。

　もう二度と、あんな事件は起こさせるもんか。

　とはいえ──

「今日はどこを探すのだ、月斗？」

　カグラがそう尋たずねる。

　それだけでため息が出る。

　これだけ自信満々な態度のカグラが僕に意見を求めるという事は、彼女では魔力の痕こん跡せきを探せないという事。カグラが分からないのに、僕が分かるわけないじゃないか。

　ここ七星降霊学園は、元陸上自衛隊の敷しき地ちなだけあって、非常に広い。敷地を一周するだけで、冗じよう談だんではなく丸一日かかるほどだ。

　それだけの広さの中で、悪魔召喚士が残した魔力の痕跡を探すとなると、カグラでも厳しいだろう。月光商人だって痕跡をわざわざ残すとは思えないし。

「うーん、やっぱり別のアプローチを考えた方がいいのかな？」

　僕が呟つぶやくと、雪伽が首をかしげた。

「でもにぃちゃん、他ほかに月光商人の手がかりってある？」

「最近はネットにも来なくなっちゃったんだよね」

　僕らを警けい戒かいしているのか、どこの掲けい示じ板ばんでも月光商人の名は見なくなった。名が知られ過ぎたのだろう。

　もしかしたら、別のハンドルネームで活かつ躍やくしているかもしれない。

「うーん……」

　僕も雪伽も考えこんでしまう。

「ならば月斗よ、あの小こ娘むすめに情報をもらえば良いではないか」

　カグラが言う小娘とは、大おお山やまさんの事だろう。

　僕に月光商人の追つい跡せきを依い頼らいした、ＸＸｉｓｔエクソシスト部隊の隊員にして、悪魔使い。

「そうしたいんだけど、そう簡単に会えるわけじゃないよ」

　彼女は退魔士だ。今いま頃ごろは退魔省で働いているだろう。

　七星降霊学園に来てくれれば、すぐにでも会いに行くんだけど──

「ほれ、そこにいるぞ」

　カグラの視線を追うと、本当にいた。

　廊下の向こうから歩いてくる、小さな少女。カグラと同い年くらい、小学生か中学生くらいにしか見えないけど、あれで二十八歳なんだ。

「おお、そこにいたか花村兄妹きようだい」

　大山さんも僕らを捜さがしていたらしい。手を挙げて挨あい拶さつする。

「小娘！　貴様を捜していたのだ！」

「……お前に小娘と言われる筋合いはない」

　カグラの物言いに、いきなり大山さんのこめかみに青筋が走る。

「フン。吾輩がこの姿をしているのは、人間を油断させるためだ。貴様のように己おのれの欲望を満たした代だい償しようではない」

　大山さんは悪魔召喚をしたせいで、身体からだの成長が止まってしまった。悪魔による汚お染せんは、身体の至る所を蝕むしばむのだ。

「それに吾輩は貴様よりもずっと年上だ。小娘呼ばわりしても問題はなかろう」

　前にカグラに年ねん齢れいを訊きいたら、10万13歳と答えてくれた。本当かウソかは分からないけど、悪魔ならそのくらい生きていても不思議ではない。

「ほらカグラ。話をややこしくしないの」

　雪伽に首根っこを摑つかまれ、強ごう引いんに下げられるカグラ。そこへ僕が割って入り、大山さんに頭を下げた。

「すみません、カグラが」

「いいさ。丁てい寧ねいな口調の悪あく魔まの方が薄うす気き味み悪い」

　それもそうか。

「で、どうかね月斗くん。調子は」

「……それが、すみません。やっぱり僕たちだけじゃ難しくて」

「そうだな。私もなんの手助けもなしに依頼したのは失敗だったと後こう悔かいしている。だがこちらにも情報が少なくてな」

「はい」

　月光商人が普ふ通つうの人間であれば、とっくに捕つかまっているだろう。しかし悪魔の力を借りているのだとしたら、退たい魔ま士しの捜そう査さから逃にげるのも簡単だろう。ましてやただの生徒の僕なんて。

「前に渡わたした名めい刺しにケータイ番号が書いてあるだろう。分からない事があれば、なんでも訊いてくれ」

「分かりました」

「よろしく頼たのむ──こんな時に、すまんな」

　今度は大山さんが頭を下げた。

「こんな時？」

　はて、今は五月初めだ。

　戦せん闘とう試験も終わったし、中間試験は月末だ。

「おいおい、何を言ってるんだ。昨日から学校が大変な事になってるじゃないか」

「えっ？」

　何だ、それは。

　雪伽を見るが、彼女も首を横に振ふる。

「……ちょっと待て、冗談だろう？　知らされてないはずがない」

「だから、なんの事ですか？　僕たち、本当に知らないんです」

「はぁ!?」

　大山さんの綺き麗れいな顔が歪ゆがむ。それほど驚おどろいたのだろう。

「バカな！　学園は何を考えているんだ!?」

　それはこの場にいない誰だれかに向けた叫さけび。

　だけど僕たちは、次の言葉を聞いて同じ感想を抱いだいた。

「この学園が悪魔にマーキングされているのだぞ！」
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　悪魔が獲え物ものに恐きよう怖ふを与えて殺すための、殺害予告。

　それが学園に刻まれているという事は、学園が狙ねらわれているという事。

　この日本でも三つしかない退魔士を養成する学園をわざわざ指名して潰つぶせるほどの悪魔でなければ、そんな真ま似ねはしない。

　つまり僕らは大ピンチって事だ。

　どうして教えてくれなかったのだ。

　牧原先生に事情を聞こうと職員室に向かった僕らを待っていたのは、激しい怒ど鳴なり声だった。

「どうして教えてくれなかったのですか！」

　職員室に入った途と端たん、その声に全員が静まりかえる。

　全すべての教師が見ているのは、職員室の端はしにぽつんと分けられている机。それは教頭先生のものだった。そこに数人が集まっている。

　怒鳴ったのは、牧原先生だった。

「しかも教師である私にも連れん絡らくが来ていない！　こんな大事な案件を一日も放ほうっておくなど、言語道断です！」

「先生の言う通りだよ！　なんで生徒に教えないの!?　つーか退魔省にも話が来てないって、おかしくない!?」

　牧原先生の隣となりでくってかかるのは、渚。

　教師だけど退魔省に所属している牧原先生と、最初から退魔省で働いている渚。どちらも所属は違ちがえど、退魔省から連絡を受けて動いている二人。彼女たちにも連絡が行かないのは、どう考えても変だ。

　そして──

「なんとか言ったらどうですか！」

　バン、と机に手を叩たたきつけるのは、生徒代表の「法王」。この学園でもっとも優ゆう秀しゆうな生徒に贈おくられる称しよう号ごうで、様々な権利を持っている。生徒の憧あこがれの存在だ。

　その「法王」──秋あき月づき雅みやびは机の主である教頭をじっと睨にらみ付ける。

「そ……その、あのね。もうちょっと待ってて。ほら、もうすぐ校長先生来るから」

　穏おん和わで気弱なメガネの教頭先生は、ハゲかかった頭をハンカチで拭ふきながらしどろもどろになっている。

　が、僕が知ってる中で最も恐おそろしい女性三人に同時に睨まれたら、教頭先生でなくても言葉を失ってしまうだろう。

「我々には知る権利があります！」

　牧原先生が教頭先生に顔を近づける。あれは罵ば声せいを浴びせる時の距きよ離りだ。目を背そむけられない距離で怒鳴られると、思考能力を失ってしまうのだ。

「来て正解だったようだ」

　僕の後ろで呟くのは、大山さん。そのままズカズカと職員室に入り、驚く教師たちをかきわけて教頭先生の机に行く。これで四対一になったわけだ。

「退魔省の大山です。事情を伺うかがいに参りました。校長先生はどちらに？」

「は、はいっ！　も、もうすぐ──」

　顔を真っ赤にしている教頭先生。これはいよいよヤバいと、周囲の先生が立ち上がって彼を物理的に支えようとしている。

　そんな騒さわぎをじっと見ている僕と雪伽。

　事情を聞きたいのは僕たちも同じだけど、この輪の中には入っていきたくないなぁ。

　そんな事を思っていると、肩かたに手が置かれた。

「や、すみません。遅おそくなりまして」

　校長先生だった。

　細身の教頭先生とは違い、でっぷりと太ったおじさんだ。福の神を連想させる柔にゆう和わな顔と体型で、生徒たちの人気は高い。

　それから、もう一人。

「……失礼」

　冷たい声で僕らを見下ろすのは、三十歳くらいの男性教きよう諭ゆ。メガネの縁ふちに触ふれ、神経質そうに職員室の惨さん劇げきを眺ながめている。

　二年の学年主任である、下しも平ひら先生だ。

　校長先生とは対照的に、彼の評判はすこぶる悪い。口元を引きつらせるような、わざとらしい笑えみが特とく徴ちよう的だ。

　僕も一年の時、彼の数学の授業を受けた事があったけど、授業のペースが速すぎて脱だつ落らくする生徒が後を絶たなかった。一年では別のクラスの担任だったけど、二年になってから学年主任になった。どういう功績による人事なのかは、今でも彼を嫌きらう生徒の議論対象である。

「本当にすみません、大山さん。まぁまぁ、かけてください」

「では遠えん慮りよなく」

　校長が勧すすめる来客用のイスに、どっかりと腰こしを下ろす大山さん。足を組んだ彼女の前で揉もみ手をしている校長先生は、なんだか中ちゆう小しよう企き業ぎようの社長さんみたいだ。

「で、どういう事なのですか？　悪魔による学園のマーキング。それに対して退魔省にも生徒にも情報を与あたえなかった理由を教えていただきたい。これは退魔省からの正式な命令です。拒きよ否ひ権はありません」

　僕らが訊きたかった事を、ズバリと尋たずねる大山さん。

　牧原先生も渚も雅も、大山さんの質問に自分たちの怒いかりを乗せるかのように校長先生を睨んでいる。

「その件につきましては、私から説明します」

　校長に代わって前に出たのは、下平先生。

　自信に満ちた目を細め、優ゆう越えつ感に浸ひたるようなあのいやらしい笑みが出る。

「だが、生徒は帰りなさい。ここからは大人の話です」

「はぁ!?」

　露ろ骨こつにイヤそうな顔をする渚。

「冗じよう談だん言わないでよ！　こんな大事な話、大人も生徒も関係ないじゃん！」

　渚の言葉に「法王」こと雅も頷うなずく。

「そうですよ下平先生」

　窘たしなめたのは、なんと校長先生。

「ここまで来たら、もう隠かくせません。彼らの口から生徒に伝わるでしょう。変な憶おく測そくが出回るより、真実を話した方がいい」

「校長がそう仰おつしやるのでしたら」

　ため息を吐つく下平先生。

　完全に僕らを見下している態度だ。

「では大山さん。まずは状じよう況きようについてご説明します。悪魔によるマーキングは、学園内にあります校長室の床ゆかに描えがかれてありました」

　学園の最高責任者である校長を狙ったのか。

　それなら生徒が知らないのも無理はない。

「マークの詳しよう細さいについては調査中ですが、データベースには存在しないものでした。大きさや紋もん様ようから、中級以上の悪魔と予想しております」

「なるほど」

　下平先生の報告を静かに聞く大山さん。

「それで、なぜ退たい魔ま省しように連絡をしなかったのですか？」

「理由は簡単です。報告する必要がありませんでしたので」

「……ほう」

　淡たん々たんと答える下平先生。

　まるで、答えをあらかじめ用意していたようにスラスラ喋しやべる。

　あるいは、この答えを考えたのが下平先生なのか。

「この程度の悪あく魔まであれば、学園の結界で対処できます。こちらには織天使級の結界が張ってありますので、上級悪魔でも侵しん入にゆうする事はできません」

　天使上位第一級である織天使クラスの結界は、魔ま王おうの攻こう撃げきにすら耐たえると言われている。最上位に位置する天使の防ぼう御ぎよ装置は、世界でも数えるほどしかない。

　僕らが学園で平和に学べるのは、そういう理由があるからだ。

　けど──それって変だ。

「待ってください。今の話には矛む盾じゆんがあります」

　手を挙げたのは牧原先生。

「先ほど、下平先生は校長室にマーキングされたと仰いましたね？　それはすでに悪魔の侵入を許しているからではないですか？」

　その通りだ。どんなに強固な結界でも、入り口が存在するのなら意味がない。

　もう学内に悪魔が入り込んでいるんじゃないか。

　だとしたら結界なんて意味がない。僕らは全員標的にされる。

「侵入経路については、こちらで調査中です。対策についてもちゃんと考えてありますよ」

「対策とは？」

「生徒たちが悪魔と戦う事です。先の戦せん闘とう試験では、全員が一丸となって戦ってくれました。そのおかげで一人の死者も出さずに悪魔を撃げき退たいした。その力があれば、今回のマーキングも取るに足りない」

　どうして下平先生は自信満々なんだろう。

　悪魔の強さも知らないのに。

　戦うのは、僕たちなのに。

「生徒が戦う必要などない！　退魔士に任せれば良いではないですか！」

「フン。退魔士ですって？」

　反論する牧原先生を、下平先生は鼻で笑う。

「ここは退魔署ではないのですよ？　あくまで文科省によって設立された公立の学園なのです。生徒の自主性を軽かろんじて、何が教育ですか」

「その生徒が脅おびやかされているというのに、省など関係ないでしょう！」

　別に担任だからとかではなく、どう聞いても牧原先生の意見が正しい。僕らは悪魔と戦う覚かく悟ごはできているが、マーキングまでされているのだったら、素す直なおに退魔士と連れん携けいをとって戦えばいいのに。

「やっぱり、不自然に感じますかね」

「うわっ」

　僕と雪伽の間に校長先生が立っていた。下平先生に説明を任せている間、ヒマだったのだろうか。

「あのー、校長先生。あまり訊いちゃいけないのかもしれませんけど、やっぱり教師にも派は閥ばつってあるんですか？」

　雪伽が尋ねると、校長は苦く笑しようしながらも頷いた。

「残念ながら、教育方針の違いで二分されてしまうんです。片や文部科学省の方針の下もと、きちんとした受験教育を施ほどこそうとする先生。そしてもう片方は退魔省の望み通り、生徒を一人前の戦士にしようとする先生がね」

　ここは降こう霊れい士し、あるいは退魔士を育てる学校。

　学校としての機能を取るか、退魔士としての未来を取るか、か。先生にも色々いるんだなぁ。

　となると、下平先生は完全に文科省側の教師という事か。牧原先生に関しては言わずもがなだ。

「じゃあ校長先生も、文科省側なんですか？」

「いいえ、私は中立ですよ」

　雪伽の質問に、今度は即そく答とうした。

「高校生として恥はじない教育を施すと同時に、降霊士になるための訓練も必要だと思っています。どちらも欠けちゃいけないんですよ」

「でも、悪魔にマーキングされても退魔省に連れん絡らくしないんですよね？」

「ああ、まぁ、その、ね……」

　痛いところを突つかれて、言葉を濁にごす校長先生。

「仲良くやれれば一番いいんですよ。けどね、良く思ってないのはお互たがい様のようで」

「……てことは、退魔省も学園を嫌ってるんですか？」

「どうも彼らは学園を退魔署の支部か何かだと思っているふしがありましてね。一度救きゆう援えんを出したら、そりゃ我が物顔でやってきますよ。平和は守られるでしょうが、緊きん急きゆう措そ置ちと称しようして、当分の間は退魔省に権利を奪うばわれてしまうのです」

　実質、占せん拠きよされてしまうようなものか。

　校長先生の言葉を全すべて信じるのなら、退魔省にも悪い点はある。

　同じ人間なのに、争っている場合じゃないんだけどなあ。

　悪魔召しよう喚かん士しについて悩なやんでいたら、今度は同じ人間同士でもこれだ。どこまでいっても、人の争いはなくならない。

「そもそもですよ、退魔士だからといって学園にズカズカ踏ふみ込んでいい理由にはならないんですよ。ここは学舎なんですから」

　下平先生の演説は続いている。

「フン。数学教師が言うじゃないか」

　牧原先生は腕うでを組んで下平先生を睨にらんでいる。

「数学教師だからなんだと言うのです？　もしや牧原先生、数学教師は実技の教師に比べて劣おとっていると言いたいのですかな？」

「少なくとも悪魔退治に関してはそうだろう」

「おやおや、それはどうでしょう」

　下平先生は口くちの端はしをつり上げて笑う。

「私とて生まれつきの降霊士ではありませんが、七星降霊学園に身を置いてますよ。悪魔への対たい抗こう策について、何も考えてないはずないでしょう」

「なに……？」

　下平先生はずっと牧原先生を見下した発言をしている。

　まるで悪魔退治でも牧原先生を凌りよう駕がしているような言い方だ。あの自信はどこから来るのだろうか。

「ならば試ためしてみますか。学問のみでのし上がってきたあなたが、実戦を経験した私にどれだけ対抗できるか」

「ちょ、ちょっ！　待ってください牧原先生！　やめてください！」

　牧原先生が指の関節を鳴らすと、慌あわてて下平先生は後ろに下がる。暴力が行使されそうになった途と端たん、彼は冷静さも何もかも放ほうり投なげたように見えた。

「なんです下平先生。悪魔退治に関しても、自信がおありなのでしょう。後学のためにも見せていただきたい」

「で、ですから違ちがいます！　腕わん力りよくだけが悪魔退治ではないでしょう！」

「……？」

　首をかしげる牧原先生。彼女の頭の中では、悪魔と戦うのは肉にく弾だん戦だけだと思っているふしがある。

　けど、だからといって下平先生がそれ以外の戦い──例えば兵へい站たんなどについて詳くわしいという話は聞いた事がない。

　では何をもって牧原先生に、そして退魔省に対抗しようとしたのだろう。

　下平先生は何を隠し持っているんだ。

「その辺にしておきなさい」

　言い合いをしている牧原先生と下平先生を押しのけるようにして、大山さんが立ち上がった。もはや話を聞く必要がないと言いたげに、手で下平先生を制する。

「学園の状況は把は握あくした。私は職務上、これを退魔省に報告しなければならない。その結果、どういう事態を招こうがもう遅おそいぞ。覚悟するんだな」

　その言葉は僕たち、ではなく、間にいる校長先生に向けられたものだった。

　先ほどから困ったような顔をしているが、何かあったら校長先生が責任を取らなければならないのだ。そんな時に、どうして僕らに解説などしているのだろう。

「では、また」

　騒さわぎをピタリと止めて、大山さんは職員室を出ていった。

　後になって考えてみると、大山さんは来客なのに茶の一いつ杯ぱいも出されなかった。それだけでも退魔省がどれだけ嫌きらわれているか分かる。

「ねぇ、にぃちゃん」

　雪伽が僕の袖そでを引っ張る。

「私たち、何と戦うんだっけ」

「悪魔……の、はずなんだけどね」

　何かがおかしいと思ったら、マーキングした悪魔について何も語らないまま、大山さんが帰っていったのだ。

　まるで「後は任せろ、全部こちらでやる」と宣言しているかのようだった。







「あーもう！　超ちようむかつく！　なにあの先生！」

　教室に戻もどってから、僕は渚をなだめるのに全力を費ついやしていた。クラスＸのみんなが異常な雰ふん囲い気きを察知しているのは分かるけど、それを説明するヒマもない。

「退魔士の事、カンペキに見下してるじゃん！　この学校がなんのために作られたのか、まったく分かってないし！　フツーの学校と同じように振ふる舞まえると思ってんの!?」

「あー、ゲス平の事だろ」

　ボブの指し摘てきは当たっているが、この少ない情報で分かるのは彼だけではない。他ほかのみんなもさも当然のように頷うなずいていた。

「なに、有名な先生なの？」

「有名っつーか……まぁ、有名だな。悪い意味で。アイツどっかの進学校から来たんだけどよ、その時に成功した方法をそのまま当てはめようとしてるんだよ。ウチは進学校じゃないのは誰だれが見ても分かるだろ？」

「なにそれ、ただの頭の固いオッサンじゃん」

「だから腹立つんだろ」

　どうやら下平先生に不満を持っているのは渚だけではないようだ。実際、僕もあの先生の授業にはついていけなかったし。

　柔じゆう軟なんな思考の先生もいれば、そうでない先生もいるんだなぁ。

「で、渚。お前、何言われたんだよ？」

「あ、そうそう！」

　まずはそれを話さないと。

　僕たちが知らない間に、学校が大変な事になっているんだ。

　色々と説明したかったんだけど、校内放送の音がそれを邪じや魔ました。

『全校生徒の皆みなさん。昼休み中ですが、静せい粛しゆくに聞いてください』

　スピーカーから聞こえてきたのは、まさに今話していた下平先生の声。

「なに？」

　全員がスピーカーを見るが、何も聞こえてこない。これは生徒たちが静まるまで、下平先生が待っているのだろう。

　やがて隣となりのクラスも静かになると、またスピーカーから声が聞こえてきた。

『緊きん急きゆうの連絡です。先ほど、我が七星降霊学園に悪あく魔まによる攻こう撃げき予告が出されました。繰くり返します、七星降霊学園に悪魔による攻撃予告が出されました』

「なっ……！」

　ボブが驚おどろいてイスから立ち上がる。

　事情を知らない銀河や柚子も、眉まゆ根ねを寄せてスピーカーを睨んだ。

「マジかよ……マーキングってヤツか」

　僕らも今しがた聞いたばかりなので、彼と同じくらいの感想しか持てない。

　けど、やっぱり学園は昨日まで隠いん蔽ぺいしていた事は話さないようだ。

『敵は中級から上級悪魔と推測されます。ですが、どうか慌てないでください』

「慌てるなっていう方が無理だよね」

　苦く笑しようする銀河。

　事実、他のクラスからざわめきが聞こえる。ウチと違って人数が多いから、余計に動どう揺ようが伝わってくるのだ。

　しかし、慌てるな、という意見は納なつ得とくできない。

　仮に一番低く見積もっても、中級悪魔って、僕らがカグラの力込みで戦ってようやく勝てた相手だ。

　うまくやれば誰もケガをせずに勝てる悪魔。

　けど、下へ手たをすると大勢の死者が出る可能性もあるんだ。

　ましてや上級悪魔だったら、そのリスクは比じゃない。

　なにしろ町一つを壊かい滅めつさせられる力を持っている。中級から上級の間には、山ほどの隔へだたりがあるのだ。

　なのに──

『この事件は、校内で対処が可能です』

　下平先生は、自信満々に言い切った。

　職員室では聞けなかった情報に、僕や雪伽も動揺する。

　悪魔使いである僕がカグラの力を最大限に使い、やっとの事で倒たおせた上級悪魔にどうやって対処するの？

『まず、この学園には皇居や国会議事堂、ホワイトハウスで使われているものと同じ結界が使われています。それは理論上、どんな悪魔でも通ることはできません。防ぼう御ぎよは万ばん全ぜんですので、安心してください』

　それは職員室でも聞いたし、学園のみんなが知っている。

　問題は侵しん入にゆうされた場合だ。いや、もうすでに侵入しているかもしれないのに。

『万が一、悪魔が学園内に入り込んでも、問題はありません。先生と生徒の力だけで悪魔を倒す事ができます。そのための装備はきちんと用意しました』

　装備、ってなんだろう。

　そんな話は職員室でもされなかった。

　退たい魔ま士しには見せたくない装備なのかな？

『私が自信を持って開発した、対悪魔用の装備です。問題はありません』

　下平先生が開発？

　え、だってこの人、退魔士じゃない、普ふ通つうの教師だよね？

　なのに装備開発って、どれだけ優ゆう秀しゆうなんだろう。

『君たちは今まで通り、勉学に励はげんでください。それでは悪魔に気をつけて、午後の授業の準備をしてください──』

　放送が終わると、全員が顔を見合わせた。

　色々とツッコミを入れたくてたまらない。

「な、なぁ、ゲス平が装備を作ったって、アイツどうしちゃったんだ？」

「あの人、鍛か冶じのクラスＥの担任でもないよね？」

　ボブと銀河もそこが気になっていたようだ。

　退魔士を突つっぱねるほどの自信で作った装備って、どんなものなんだろう。

「でもさー、マジでそれだけすごい装備だったら、退魔省が黙だまってないよ？　認にん可かされなきゃ使えないし」

　退魔士の渚もそう言いつつ、ちょっと目が輝かがやいている。彼女としては認可とかどうでもよく、新装備そのものが気になるのだろう。

　様々な予想を話し合うクラスＸの中で、唯ゆい一いつ黙だまり込んでいる人がいた。

「……チッ」

　耳みみ障ざわりな舌打ち。

　誰かと思えば、柚子だ。

　先ほどからずっと下平先生の声が流れていたスピーカーを凝ぎよう視ししている。

「どうしたの、柚子？」

「……騙だまされないで」

「え？」

「……あの男に、そんな装備なんて作れない。ハッタリ」

　その言葉にははっきりと嫌けん悪お感が表れていた。

　柚子の教師嫌ぎらいはみんな知っている。牧原先生ともあまり口をきかないし、命令にもよく逆らってサボる。

　けど、今の彼女からは憎ぞう悪おの念がより濃こく感じられる。

「ねぇ柚子。どうしてそんなに断言できるの？」

　おそるおそる尋たずねる雪伽に、柚子はかぶりを振ってからこう答えた。

「……あいつには、そんな能力も理念もない」

　ずいぶん下平先生に詳しいようだ。

　そう言えば彼女、一年の時の担任が下平先生だったっけ。

　けど、担任だったというだけでここまで嫌う謂いわれはない。

　何か、あったのかな。

「けどよぉユズコ。いくらアイツが無能だからって、なんの根こん拠きよもなしに新装備があるなんて言わないだろ。ウソだったら、最悪アイツも巻き込まれて死ぬんだぜ？」

　ボブの指摘に、僕も納得してしまう。

「そうだね。政治家が国民にウソを言うのとは違ちがう。下手をすると自分も傷つく立場にいるんだから、その場しのぎであんな事を言わないんじゃないかな」

「……でも、私は信用しない」

　柚子の態度が硬かたいのは、いつもの事だ。

　けど普ふ段だんが氷のような冷たい表情だとするなら、今は鋼鉄の扉とびらで感情を隠かくしているかのようだ。

　柚子と下平先生──

　同じクラスの友達として、柚子を信じたい。

　けど、そうだとしたら下平先生が言う装備とやらがウソっぱちという事になり、それはそれで装備がないという事実になり、悪魔に攻せめられてしまう。

「装備の有う無むなど、貴様には関係なかろう！」

　突とつ然ぜん僕の頭に乗っかるのは、黒ネコのカグラ。

「どうせ死ぬ時は死ぬのだ！　どれだけ身構えていようともな！」

「そんな身も蓋ふたもない……それよりカグラ、どこへ行ってたの？」

　この騒さわぎの中でも、カグラは姿を現さなかった。普通、悪魔がやってくると聞いて一番騒ぎそうなのに。

「うむ、悪魔が来ると聞いたのでな。この学園の真の支配者は吾わが輩はいであると分からせるために探しておったのだが──チキンめ、姿を現さぬ。よほど吾輩が恐おそろしいと見えるな！」

　月光商人と同じように、姿を隠しているわけか。

　まったく、いやらしい。それこそ悪魔だ。

「そういうわけで、貴様らも安心せよ。机の下に隠れているような情けない悪魔など、敵ではないのだ！　フハハハハハ！」

　でも、カグラの言う事も一理ある。

　悪魔は無敵の存在じゃない。

　努力すれば必ず倒せるのだ。

「にぃちゃん、がんばろうね！」

　雪伽が僕の手を握にぎる。

「うん。雪伽を守るために、がんばるよ」

　カグラがいれば、負ける事はない。

　それにクラスＸの頼たのもしい仲間や、他のクラスの強力な生徒たちもいる。エリート集団のクラスＳもいるし、先生だっている。

　どんな悪魔が来ても、返り討うちにしてやるんだ。

　僕は自分の左手を見て、強く頷うなずいた。




　　　　＊




　翌日から、学園は大きく変わった。

「……お前たち、どこを見ている」

　教きよう壇だんに立っている牧原先生の呆あきれ顔。普段なら怒ど鳴なり散らしているところだけど、今はその気力もないらしい。

　クラスＸの全員が窓の外を見ていれば、そういう反応も出るだろう。

「だってせんせー、アレすっげぇ気になるんスけど」

　ボブが指さすのは、上空。

　光るＵＦＯのような形の天使が数十体も浮ふ遊ゆうしており、それが時折強い光を放つものだから、気になって仕方がない。

　あれは索さく敵てき用の天使。

　付近に悪あく魔まがいないか調べるためのものだ。

　それを使用しているのは学園ではなく、退魔士。

　今け朝さから学園の周りに退魔士が待機するようになった。学園の正門には一個小隊が、そこから敷しき地ち外を一周するように、一キロ間かん隔かくで退魔士が配置されている。僕が登校した時には、専用の車両が道を塞ふさいでいた。

　悪魔にマーキングされたと通報を受けて、退魔士が派は遣けんされたのだ。

　ただし、学園の中には誰だれも入れない。学園が拒こばんだからだ。

　一歩でも敷しき居いを跨またがせると、退魔省に全権を奪うばわれてしまう。そう校長先生は言っていた。だけど退魔省に黙っているわけにもいかず、ある程度の協力はしてもらわないと体てい裁さいが保てない。だからこんな状じよう況きようになってしまったのだろう。

「……で、花村月斗。お前はさっきから何を書いているのだ」

「ああっ」

　落書きをしていたノートを、牧原先生に取り上げられてしまった。

「何を書いているのかと思えば、退魔士の制服か」

「……はい」

　今朝見た退魔士の制服だ。一いつ般ぱん的な降こう霊れい士しが着る白いローブのような制服とは違い、カッコいいスーツが多かった。役職ごとに制服が違うらしく、警察のようなスーツを着ている退たい魔ま士しと、戦せん闘とう服のような密着型のボディスーツを着ている人がいた。

　先ほどから考えていたのは、雪伽にはどちらが似合うかという事だ。

　雪伽にはフォーマルな服装の方が似合いそうだ。そもそも密着型だとボディラインが強調されてしまい、男たちが好こう奇きの視線を投げかける可能性がある。けど学園の制服も可愛かわいいので、悩なやましい所だ。
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「あれっ、そう言えば先生は退魔士の制服着てませんね」

　自衛隊のような迷めい彩さい服を着ている事が多いが、あれは退魔士とは関係がない。

「私は退魔省に所属しているが、ここでは教師だからな。着ると文句を言う先生もいるんだ」

　牧原先生が困ったような声を出すのを、初めて聞いた。彼女も色々と人間関係で苦労しているんだなぁ。

「あれ、じゃあどうして迷彩服なんですか？　ジャージとか背広とか、先生らしい服なんていっぱいありますよね？」

「これは趣しゆ味みだ」

　はっきりと言われてしまった。牧原先生、ミリオタなら自衛隊に入れば良かったのに。

「しかしまぁ、しがらみは厄やつ介かいだよ。過去にもこういう軋あつ轢れきはいくらでもあった。教育機関だけじゃなく、警察や自衛隊とも衝しよう突とつしたさ。おかげで悪魔に好き放題されてしまう。愚おろかしい事だ」

「退魔士さんたち、入れてあげればいいのにね」

　窓の外を見ながら、銀河もぼやいている。教室の窓からは敷地の外は見えないけど、あそこでは今でも直立不動で任務を果たしている退魔士がいるんだ。

「でも、外の守りは万ばん全ぜんって考え方もあるよね」

　楽観的な雪伽の意見だけど、裏を返せば学園の中は万全ではないという事。僕が悪魔だったら、中から攻める方法を探すだろう。

「……バカ言わないで雪伽。中から攻こう撃げきされるに決まってるでしょ」

　さっそく柚子に言われてるけど、

「でもさ、中からだけ攻められるとは限らないでしょ？　最初の攻撃は学園の中だけど、その攻撃で結界が壊こわされちゃったら、外からも悪魔は攻めてくるよ？」

「そうか、悪魔の攻撃は一回とは限らないんだ」

「……そうなる前に逃にげるのがフツー」

　うん、確かに。結界が壊されたら、生徒は避ひ難なんするしかないだろう。ここに住んでいるわけじゃないから、最初から学校を休むという手もあるんだ。

「じゃあ、柚子は逃げるんだ」

「……それも癪しやく。あの下平に負けた気分」

　よっぽど下平先生の事が嫌きらいなんだなぁ。

　だけど、僕も悪魔が攻めてきたら逃げないだろう。

　退魔士が中に入れないのだとしたら、僕らが少しでも悪魔の侵しん攻こうを食い止めないと。退魔士になるために学んでいるのだから、悪魔に怯おびえてはいけない。

「おうよ、俺だって逃げないぜ！」

　立ち上がって腕うでまくりをするボブ。

「ボクも残るよ。月光商人を止めないとね」

　ニコニコ笑っている銀河。

「わ、私だって！」

　雪伽も燃えている。

「にぃちゃんが死んじゃったら嫌いやだもん！　私が守るから！」

「ありがとう、雪伽。僕も雪伽の事を守るよ」

「えへへ」

　嬉うれしそうな雪伽の顔を見ていると、僕も勇気が湧わいてくる。

　一いつ致ち団結し、闘とう志しに燃えているクラスＸ。

　ピ～～～～……。

　その空気を打ち破る、間ま抜ぬけな音。

「む、炊たけたようだな」

　教室の後ろでカグラが黒い物体に触ふれている。地じ獄ごくの釜かまのようなおどろおどろしい物体のふたを取ると、中には炊きたてのご飯が入っていた。白い湯気が立ち上り、ご飯の匂においが教室中に充じゆう満まんする。

「だが完かん璧ぺきではないな。ここからもうしばし蒸むらしてやろう」

「カグラ！　教室で何をやっているか！」

　牧原先生が怒鳴るが、

「弁当のバリエーションがなくなってきてな。どうせ人数分作るのであれば、ここでまとめて作ってしまえば面めん倒どうが少ないのだ」

　人が悪魔と戦う話をしている時に、この悪魔は昼食の心配をしている。

「気にするな。吾輩は勝手に教室の後ろで作っているので、貴様らは前の黒板を見ておれば良い。昼休みまでには完成するからな」

　そう言ってカグラは何もない空間に手を突つっ込み、まな板や包丁を取り出す。さらにエプロンまで。

「ちなみに男子に大流行らしいので、裸はだかエプロンで調理するが、問題ないな？」

「あるよ！」

　同時に立ち上がる、僕と雪伽。

「ちょっと待って。今電池の残量確かく認にんするから」

「銀河はビデオカメラを取り出さない！」

　どうしてそんなに素す早ばやく行動できるんだ、彼は。

　そんな短い会話をやり取りしている間に、カグラは異空間からテーブルまで持ってきて、簡易キッチンを作ってしまう。さらにホースも引っ張っているが、水が出るのか。

「ずっと気になってたんだけど、その食材とか調理器具を取り出すのって、魔ま法ほうなの？　どういう仕組みになってるわけ？」

「フフン！　魔ま界かいのゲートを開くのは、簡単な事ではないぞ！　吾わが輩はいのような大悪魔でないとできぬ芸当だ！」

「そうだよね。簡単にできたら、今ごろ悪魔がもっと人間界に来ているだろうし」

　何気なくやっているけど、すごい技術なんだな。

　最後にカグラは人数分の皿を取り出す。

「ひい、ふう、みぃ……む、誰か足りぬな」

　教室を見回す。

　そう、今は渚がいない。

「あの小こ娘むすめは任務か」

「うん」

　彼女は学生だけど、現げん役えき退魔士。

　任務があれば、そちらを優先するのだ。

「ならば、これだ」

　カグラがゲートから取り出したのは、弁当箱だった。




　　　　＊




　そう言えば渚の仕事姿を一度だけ見た事がある。

　あれはまだ渚が転入してくる前、幕まく張はりで悪魔退治をした時だ。上級悪魔にやられそうになっていた渚を助けたのが最初だったっけ。

「あ、月斗くん！　せっちゃん！」

　昼休み、お弁当を持って会いに行った僕たちに対し、笑え顔がおで手を振ふってくれた。

「わざわざお弁当持ってきてくれたの？」

「うん。作りたてだよ」

「悪あく魔まの弁当ってのはムカつくけど……嬉しい！　ありがとね！」

　校門前で待機していた彼女は、あの時と同じように密着型のスーツを着ている。身体からだのラインがとても艶なまめかしい。同時に強そうで頼たのもしく見える。

　どうやらこれはライダースーツも兼かねているらしく、渚の周囲には複数の戦闘用バイクが停車していた。

　渚と同じようにバイクに寄りかかっている退魔士が数人。他ほかにも直立不動で動かない制服の退魔士が数人。

　彼ら全員が、僕と雪伽に剣けんや銃じゆうを向けている。

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　アタシのクラスメイトだから！」

「え、でも、これって……」

「なぁ……」

　原因は、僕の頭の上のカグラ。

　そりゃ退魔士の前に悪魔を連れていったら、そうなるよね。

「フハハハハハ！　弁当を届けに来た吾輩に対してこの仕打ちか！　よかろう、昼飯前の運動だ！」

　黒ネコの姿で挑ちよう発はつしており、退魔士がさらに距きよ離りを縮めてくる。

「やめなってば！　誤解されて困るのは私たちなんだよ！」

　雪伽が僕の頭からカグラの首根っこを摑つかみ、地面に下ろす。

「あの、すみません。コレ、危害は加えないんで」

　カグラに代わって頭を下げる。

　退魔士たちは動どう揺ようしていたが、やがて次々に武器を下ろした。

「おっ、君たちか！」

　そのタイミングで後ろから声がかかる。

　振り向むくと渚たちと同じようなスーツ姿の退魔士がいた。四十代くらいのがっしりした男の人だ。

「渚から聞いてるぞ。高校生なのに悪魔使いなんだってな。いつも渚が世話になってるようだな」

「い、いえ。こちらこそ」

　周りの反応を見るに、彼は隊長さんか何かかな？

「この任務を受けた時も、渚がピーピーうるさくってな。『クラスのみんなと一いつ緒しよじゃないのは寂さびしい』とか喚わめいてなー」

「ちょっと、そんな事言ってないじゃん！」

　赤い顔で反論する渚に、同じ部隊の退たい魔ま士しが笑う。

　和わ気き藹あい々あいとしてて、いい職場なんだな。

「しかし渚、最近のお前はこの男の子の話ばかりじゃないか」

「な、何言ってんの！　バカじゃないの！」

　耳まで赤くなった渚が、隊長さんの腰こしを叩たたく。笑い声がさらに大きくなった。

　反対に暗い雰ふん囲い気きになる人が一人。

「にぃちゃん……！」

　ドス黒いオーラを噴ふき出している雪伽。

　ええと、なんて言ってフォローすればいいんだろう。

「けど渚。彼はホラ、彼女がいるみたいだぞ。そっちの女の子」

　と、同どう僚りようの退魔士の一人が雪伽を見る。

「えっ、私、彼女に見えますか？」

「違ちがうの？」

「え、えへへへへ。えへへへへへへへ」

　退魔士の間ま違ちがいで、途と端たんに元気になる雪伽。

　なんだか分からないけど、助かった気分だ。

「ところで君。中にいる学生さんの様子はどうだい？」

　隊長さんが尋たずねるのは、中の様子が分からないからだ。

「色んな人がいます。戦う準備をする人もいれば、学校を休んでる人もいたり。先生は大丈夫だって言ってるけど、やっぱり不安です」

「そうか……」

　難しい顔をして腕を組む隊長さん。

「やはり教師という人間は、危機管理が甘いな。七星降こう霊れい学園といえども、悪魔の危険性は変わりないのに。さっさと退魔省に権利を明け渡わたせばいいものを」

「権利……ですか」

「ああ。もともとここは学校であると同時に、降霊士の訓練場だ。なのに一いつ般ぱんの教育を施ほどこそうとするバカが多すぎる。君だって降霊士を目指しているんだろう？」

　そうなのだけど、彼の言葉を全面肯こう定ていする気にもなれない。

　降霊士の勉強以外にも、学ぶ事はたくさんあるからだ。

　先生たちが教育の事しか考えていないように、彼らも戦う事しか考えていないんだなぁ。

　ちょっと渚の成績が悪い理由が分かった気がする。







　教師でも退魔士でもない、中立の立場。

　それが生徒だ。

「あー、月斗ちゃん！　ちょうど良かったぁ～！」

　学食で出会うなり、僕の事を抱だきしめる「法王」こと雅。さっそく雪伽が敵意の視線を向けるが、雅は涼すずしい顔で雪伽も抱きしめる。

「ほれ雅よ！　弁当だ！」

「ありがと、カグラちゃん」

　カグラがくわえている弁当の包みを受け取り、雅はテーブルにつく。周囲には誰だれもいない。普ふ段だんは大勢の部下を徒えている「法王」だが、昼食くらい一人で食べたいという彼女の要望を聞き入れてもらったのだ。

「もー、今は生徒を落ち着かせるので精せい一いつ杯ぱいよ」

　さっそく弁当を食べながら、雅は僕らに愚ぐ痴ちる。

　この世で弱音を吐はけるのは、僕と雪伽だけだと言っていた。だから僕らは雅の話をいつも聞いている。

「どのクラスでも欠席が一割。一年生では三割ほど。学校に来た生徒も、落ち着かないままよ。職員室は質問に来た保護者でいっぱい」

「パニックなんだね」

「それが、そこまではいかないの。どの生徒も腹をくくってるって言うか、怖こわがりながらも戦う準備をしてるのよね。さすがウチの学校」

　普段から戦せん闘とう訓練をしている効果があったというわけだ。

　実際、僕も逃にげ出したくなるほど怖いとは思わない。実戦経験があるからだろうか。

「けど、やっぱりムリよねー。生徒だけじゃ」

「上級悪魔がやってきたら、戦えないと思う」

「退魔士さんたちに手伝ってほしいんだけど、先生が許さないんだもんね～」

　愚痴を吐きつつも、弁当を食べる箸はしは止まらない。よほどお腹なかがすいていたのだろう。考えるとカロリーを消費するものだ。

「ま、でもさ」

　困った顔から一転、雅は急に明るい顔になる。

「先生と退魔士さんは仲が悪いけど、生徒には関係ないよね」

「うん」

「生徒と退魔士が個人的に会話しても、全然ＯＫよね」

「そうだね」

　雅が何を言いたいのか理解できた。

「退魔士と、連れん絡らくを取りたいんだね」

「月斗ちゃん、誰かいい人知らない？」

「知ってるよ」

　渚と、彼女の隊長さんなら分かってくれるだろう。

「じゃあ頼んでもいいかな？」

「うん。また連絡するよ」

　雅と退魔士の連れん携けいは、僕も必要だと思っている。風紀委員やクラスＳを束ねる彼女と退魔士のホットラインは、何十人もの命を救うカギになるかもしれない。

　僕と雪伽が強く頷うなずくと、複数の足音が近づいてきた。

「ああ、いたいた。ここにいましたか『法王』」

　整った顔立ちだけど、冷たい目をした男子。

　彼はクラスＳの千せん手じゆ院いん。風紀委員の副委員長もしていたはず。雅の右みぎ腕うでのような存在である。

「……また君たちか」

「別にいいじゃん、お弁当届けただけなんだから」

　雪伽が口を尖とがらせる。

「フン。悪魔の作った弁当など、気持ち悪くて食べられたものではない」

「美お味いしいのに……」

　そんな千手院の手には、学食の定食のお盆ぼんが。

「栄養なら学食のおばちゃんが考えてくれる。しかも安価で美味しい。わざわざ悪魔に頼たよる必要などない」

「貴様もあの女のシンパか……！」

　テーブルの上でカグラが恨うらみがましい声を出す。彼女は学食のおばちゃんと仲が悪い、というかライバル視しているらしい。曰いわく、この学園を制圧するためにもっとも邪じや魔まな人間らしい。

「そう邪じや険けんにするな、千手院」

　髪かみを結び、「法王」モードになった雅がたしなめる。

「彼らは退魔士との連絡係になってくれる協力者だ。上の人間が仲なか違たがいしている時に、生徒同士まで争う必要はないだろう」

「……確かに、非合理的ですね」

　雅の言う事なら、素す直なおに引き下がる千手院。

　だけど、退魔士だってそこまで合理的な存在ではない。

　彼らのいいなりにならないといいけど──

　まぁ、雅なら心配ないか。
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　渚と雅にお弁当を届けるのに要した時間が、約十分ほど。

　少ししか滞たい在ざいしなかったので、まだ昼休みはたっぷり残っている。学食のテーブルで雅と一緒に食べても良かったんだけど、なんとなくそういう気分じゃなかった。

「雪伽、たまには二人きりでお弁当食べようか？」

「うんっ！」

　いつもクラスＸのみんなと食べていたから、そういう日があってもいい。どこか静かな場所でゆっくり食べよう。

「貴様ら、吾わが輩はいもいる事を忘れるなよ」

　僕らの後ろをトコトコとついてくるカグラ。

　大だい丈じよう夫ぶ、忘れていない。

　カグラも雪伽も、ずっと僕と一緒にいる存在だ。

　もはや離はなれる姿が想像できなくなってしまった。

　さて、問題はどこで食べるかだ。

　校舎の屋上は人が多すぎる。かと言って、遠くの建物に移動するのは面めん倒どうくさい。ここはどこかのベンチで食べるのがいいだろう。七星降霊学園は敷しき地ちだけは広い。二人きりになれる場所には事欠かないのだ。

「じゃあ、校舎の外はどうかな？」

「わーい、にぃちゃんと久しぶりのお弁当！」

　雪伽が僕の腕うでに抱だきついてくる。

　片手に弁当箱、もう片手に雪伽をぶら下げたまま、僕たちは校舎を出た。

　緊きん急きゆう時に全員がスムーズに出られるように、昇しよう降こう口は北と南に二つある。どちらも巨きよ大だいデパートの入り口のように広く、朝の混雑時も窮きゆう屈くつな感じはしない。ましてや昼休みの今は人がほとんどおらず、無人の駅を歩いているような気分だ。

　その昇降口を出ると見える、学内バスのロータリー。

　あの辺のベンチはどうだろうかと提案しようと思った、その時だった。

「……月斗よ」

　カグラが僕の前を歩く。

「昼休みは、あと何分残っている？」

「どうしたのカグラ？　まだ十五分くらいあるけど」

「残念だが、ゆっくりと食事を取っているヒマはなさそうだ」

「え？」

　カグラは鼻を動かしながら、周囲を見回す。

「匂におうのだ──血の匂いと、悪あく魔まの匂い」

「っ!?」

　僕と雪伽は身構える。

　もう、脳天気ではいられない。

　先日の戦闘試験から、学内でも安心はできない事が分かったのだ。悪魔が侵しん入にゆうしても驚おどろかないし、悪魔に魅み入いられた人間がいても不思議じゃない。

　警けい戒かいして周囲を見回すが、なんとその正体は向こうからやってきた。

「え……」

　ずっと会いたかった。

　一週間、探し続けていた人物。

　古めかしいローブと、儀ぎ式しきのような仮面。

　きっとそれが、この人のトレードマークなのだろう。

　つまり姿を隠かくさず、堂々と僕たちの前に存在する事を誇こ示じしている。




　──月光商人。




　そして、彼の横にいる悪魔。

　若い人間の女性によく似ている。露ろ出しゆつの多い鎧よろいのような衣装を身にまとっている、肌はだの青い悪魔。僕たちの前に何度も現れては、けして殺されずに消えていく。

「ゼノンよ。またかくれんぼの時間か？」

　僕らを庇かばうように、カグラが立ちはだかる。

「逃げられるのが嫌きらいか？　ならば決着をつけようか」

　ゼノンが手を前に突つき出す。

　いきなり、戦うつもりか？

「どういうつもり？」

　昼休みに僕らの前に現れて、なんの前まえ触ぶれもなしに戦闘なんて。

『フッ……芽を摘つむのです』

　ボイスチェンジャーから流れる月光商人の声。

『ゼノン殿どのの作戦を成じよう就じゆさせるために、不安要素を排はい除じよするのですよ。同どう胞ほうを殺すのは忍しのびないですが、運が悪かったと思ってあきらめてください』

「僕を同胞呼ばわりするなっ！」

　左手を振ふると、そこに黒い盾たてが出現する。

　同時に雪伽も黒い小しよう銃じゆうを作り出す。

「僕は君のようなアクマとは違ちがう。人間のために悪魔を使って戦うんだ」

『本質は同じですよ。欲よく望ぼうのために悪魔を使う。それが悪魔使いです』

　月光商人も手を伸のばす。

　すると彼の手に長い杖つえが出現した。ゼノンの魔ま力りよくで作っているのか、やはり黒い。

『死んでもらいます、花村兄妹きようだい』

　月光商人の杖から、黒い魔力の塊かたまりが射出された。それはドッジボールほどの大きさで、人間が投げるくらいのスピードで飛んでくる。

　盾で受けようとしたのだけど、

「月斗、避よけろ！」

　カグラの言葉に従い、後ろに跳とんだ。

　一いつ瞬しゆん後、黒い塊が爆ばく発はつする。

「うわっ！」

　目を瞑つぶってしまった。

　強い音と光に顔をそむけるが、すぐに目を開ける。

　月光商人とゼノンが小さくなっていた。

　いや、後ろに下がったのだ。

「逃にがさないっ！」

　雪伽が銃じゆうを撃うつ。魔力の弾だん丸がんが月光商人とゼノンを狙ねらう。しかしゼノンが手を前にかざすと、黒い風が生まれた。それが雪伽の銃じゆう弾だんを逸そらしてしまう。

「ゼノンめ、風を使うのが得意なようだな」

　僕の頭の上に移動したカグラが、低く笑う。

　分ぶん析せきしている間にも、敵はどんどん下がっていく。

「誘さそっているな」

　カグラの言葉に、僕と雪伽が頷うなずく。

「にぃちゃん、追いかける？」

「……それしかないね」

　僕はケータイを取り出し、ボブにかける。

『おう月斗！　どうした？　メシ食ったのか？』

「月光商人を見つけた。今から、雪伽とカグラと一いつ緒しよに追いかける」

『なんだって？』

「北の昇降口から、まっすぐ道路側へ逃げていったよ」

『わかった。俺らもすぐに行くぜ！』

　電話を切ると、雪伽を見る。彼女もちょうど通話を終えたところだ。

「雅お姉ちゃんも、すぐに行くって！」

「ありがとう雪伽。じゃあ、行こう！」

　僕らは月光商人が逃げていった方向へ走る。

　この先をまっすぐ進むと、北の正門に出る。あそこなら多くの退たい魔ま士しが待ち構えているはずだ。僕らと退魔士で挟はさみ撃ちにすればいい。

　だが、僕らの足では悪魔に追いつけない。

　そこで、僕は盾を道路に置いた。すると盾の下にタイヤが生まれる。

「行くよ、雪伽」

「うん！」

　雪伽を抱だきしめ、僕はタイヤのついた盾をスケボー代わりにして進む。足で蹴ける度たびにスピードが速くなる。魔力が乗ったスケボーはどんどん速くなり、風の抵てい抗こうが強くなる。

「月斗」

　僕の頭の上で、カグラが呟つぶやく。

「追うのはいいが、術中に嵌はまるなよ」

「分かってる！」

　やがて北の正門が見えてきた。

　盾のスケボーの速度を落とさず、僕らはまっすぐに進む。

　正門を出れば、待機している退魔士と合流できる。

　月光商人とゼノンは退魔士と戦っているのだろうか。

　それなら大きな音がしても良さそうなのに──

　もしかして、途と中ちゆうで横道に入ったのだろうか。

　様々な憶おく測そくが頭をよぎる。

　やがて正門を出た僕の前に、その答えが突きつけられた。

　月光商人とゼノンは、北の正門を出た所にいた。

　血ち塗まみれで倒たおれている退魔士と一緒に。

「えっ……!?」

　退魔士の数は、十人を超こえている。

　プロの退魔士であれば、中級悪魔くらいは一人で倒せる実力を持つ。上級悪魔だってこの人数ならば互ご角かくに戦える。

　けど──

　彼らは全ぜん滅めつしていた。

　血の匂いが鼻を刺し激げきする。どう見ても死んでいる退魔士もいる。

　真っ赤に染まる道路。

　その中央で──

「なるほど、彼がそうか」

　退魔士の腹に自らの爪つめを突き刺さしている、人型の悪魔。




　もう一人の上級悪魔が、僕らを見ていた。
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　ストレス障害／喪失からの心のケア







　人型。若い男性のような顔をしている。扇せん情じよう的な格好のゼノンとは違い、貴族のような服を着ている。髪かみ型がたもオールバックで、姿勢もまっすぐ。

　衣装さえ変えれば、普ふ通つうの人間として振る舞まえそうだ。

　だが、目の前にいるそれは、悪あく魔ま。

　退魔士の部隊をゴミのように蹴け散ちらした、正しよう真しん正しよう銘めいの悪魔。

　彼の後ろには、ゼノンと月光商人が控ひかえている。

　悪魔たちの周囲に散らかされた、人間。

　ここまで漂ただよう血の匂においに吐はきそうになる。

　人が、人の姿をしていない。

　死体なら何度も見た事がある。

　でも、それは死体袋ぶくろに入っていたり、棺かん桶おけに入っていたり──つまり、人として尊厳のある死に方をした場合だけだった。

　授業でも、見せられた。悪魔との戦いで肉にく塊かいになった人間の写真を。いつかこうなる可能性があると先生に何度も教えられたのに。

　本当の死は、違う。

　匂いが伴ともなっている。

　血と肉と脂あぶらの匂いだ。

　殺人なんてものじゃない。

　あの悪魔は、文字通り素す手でで退魔士を引き裂さいたのだ。

　そして、僕らが同じ運命を辿たどる可能性は──

『ようやく来ましたか。お待ちしていましたよ』

　高い声で笑う月光商人。

「くっ……！」

　盾から降りて、僕は考える。

　上級悪魔が二体。

　教科書によると、上級悪魔は時には県の一つくらい滅ほろぼせる力を持つと言う。それが二体同時にいるという事実。

　どちらも倒れた退魔士には目もくれず、僕たちを見ている。

「どうした、来ないのか？」

　男の上級悪魔が薄うすく笑う。

　そして、こちらに向かって手を伸のばした。

　すると激しい閃せん光こうが生じる。上級悪魔の手が見えない壁かべに弾はじかれたのだ。手から煙けむりが立ち上るが、軽く払はらっただけで消えた。

「うむ、やはり結界は強力か。中に入るのは至難だな」

　学園の結界は正常に作動しているようだ。

　でも、月光商人とゼノンはどうやって外に出たんだろうか。中から外に出る場合には適用されないのかな？

「結界とは一方通行になる場合が多い。マジックミラーのようなものだな。でないと中にいる者も不利になってしまう」

　カグラの説明に、僕も納なつ得とくする。

「さぁ人間の子供よ。我々はここから入れないが、どうするね？」

　男の上級悪魔が挑ちよう発はつするように尋たずねる。

　怖こわかった。

　正直、彼らだけならば逃にげ出していただろう。

　でも、僕らに選せん択たく肢しはない。

「雪せつ伽かはここで待ってて」

　僕は正門から出る。血に染まった地面を踏ふみ締しめ、上級悪魔たちに近づく。

　そうしないと、倒れている退魔士を助けられない。何人かは手て遅おくれだけど、まだ生きている人がいるから。

「にぃちゃん！」

　よせと言ったのに、雪伽が追ってきた。

「私も──やるよ！」

　彼女の手には、すでに銃じゆうが握にぎられている。正門ギリギリに立って、銃口を上級悪魔に向けている。

「フン。下品な戦い方だ」

　カグラの背中から触しよく手しゆが伸びた。複数の触手は生きている退魔士の身体からだを摑つかみ、正門の内側へ放ほうり投なげる。十人ほどいた退魔士のうち、七人ほどが一いつ瞬しゆんで投げられた。あの一瞬で生死を判別したのか。

　残された三人の死体は、すでに死体と呼べるものではなかった。

　だめだ、見てはいけない。

　それよりも、集中しなきゃ。

　これをやったのは、あの上級悪魔。

　悪魔は──殺す！

「カグラ！」

　左手を出すと、盾たてが生まれる。

　最初から全力で戦うには、盾だけじゃダメだ。

　悪魔を喰くらい、その魔ま力りよくを取り込まないといけない。

　けど、今ここに下級悪魔はいない。

　どうすればいい──

「はぁ……」

　僕が悩なやんでいる間に、上級悪魔はため息をついた。

「これが──こんな小さなモノが、あのアバドンだというのか」

「そうだ。召しよう喚かん事故によって、このような小さな器うつわになった」

　ゼノンも残念そうに解説する。

「だが、現状この学園でもっとも不安定な要素だ。サージ＝ルーク参さん謀ぼうにはこれを排はい除じよしてもらいたい」

「このようなネコ一匹ぴき、ゼノン殿どの一人でも殺せるのではないか？」

「侮あなどるな。ダミアンを殺したのは、そこの人間だ」

「……ほう」

　サージ＝ルークと呼ばれた上級悪魔の表情が変わった。

「あの愚ぐ鈍どんなダミアンを殺したのか。腐くさってもアバドンか」

　一歩、サージ＝ルークがこちらに近づいてくる。

　足が血ち溜だまりを踏むと、大きな波は紋もんが生じた。彼の魔力に反応して、血がざわめいているのだ。

「ならば──私は少しだけ警けい戒かいしよう」

　サージ＝ルークの全身からオーラが立ち上る。

　それだけで、僕の身体が震ふるえた。

　魔力が炎ほのおのように立ち込め、その炎からエネルギー球が分ぶん離りする。

　凝ぎよう縮しゆくされたエネルギーが飛来した。

　上級悪魔のそれが破は裂れつしたら、普通のビルなら跡あと形かたもなく消しよう滅めつしているだろう。

「カグラ！　最初からやるよっ！」

　僕の叫さけびと同時に、左手の盾が変化する。

　左ひだり腕うでと同化した盾は、大きな口になって攻こう撃げきを迎むかえ撃うつ。

「うおおおおおおおおおっ！」

　エネルギー球に向けて、その顎あごを突つっ込ませた。膨ぼう大だいな力が口を通して僕の身体に流れ込んでくるのを感じる。

　たった一つのエネルギー球で、頭が割れそうなほど痛い。許容量の限界を超こえた魔力が身体を巡めぐっているのだ。早く、放出しないと──

　苦しみから解放されたい一念で、僕は大顎をサージ＝ルークに向けた。

「喰らえぇぇぇっ！」

　左手から発射される、レーザーのような光。

　破は壊かい衝しよう動どうと解放感が同時に脳のう髄ずいを駆かけ巡る。

　光線はまっすぐにサージ＝ルークに伸びた。上級悪魔と同じ魔力を返せば、彼だってひとたまりもないだろう──

「フン」

　サージ＝ルークの姿が消失した。

　いや、消えたのではない。僕の光線を避よけたのだ。

「なるほど。魔力を喰らい、相手に返す攻撃か。力のない人間にしては合理的だ。これなら私でも倒たおせるだろう。ただし、命中すればな」

　冷静な分ぶん析せきが聞こえる。

　背後から。

「なっ──!?」

　とっさに振ふり向むく。

「にぃちゃん！」

「月げつ斗と！」

　僕の眼前に、サージ＝ルークの顔があった。

　彼の視線が右に動く。

　笑いもせず、怒おこってもいない。

　ただ虫けらを踏み潰つぶすように──

「っ！」

　恐きよう怖ふで目を閉じる。

　何をされたのか、分からなかった。

　目を開けると、サージ＝ルークの顔がなかった。

「……！」

　そして、僕は見た。

　地面に転がっている──




　僕の左腕。




　痛みはなかった。

　斬きられた感かん触しよくすらなかった。

　ただ、カグラの魔力で作った口と一いつ緒しよに、僕の腕うでが転がっていた。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、肩かたにじんわりとした痺しびれを感じる。

　肩を押さえようとして、僕は倒れた。

　動けない。

「おのれ小こ童わつぱ！」

　僕の前にカグラが躍おどり出る。

「我が契けい約やく者を、よくもやってくれたな！　死ぬ覚かく悟ごはできているようだ！」

「当然の策だ」

　サージ＝ルークはすでに僕に対する興味を失っているようだ。

「もっとも厄やつ介かいな攻撃を封ふうじる事が、今回の作戦だ。アバドンという不安要素を排除するために、必要な一手だろう」

　そう言って、サージ＝ルークは僕に爪つめを伸のばす。

　本能で分かった。

　あの爪は、あと一秒以内に僕の心臓に届く。

「勇ゆう敢かんな人間よ。せめて痛みを感じる前に殺してやろう」

　残ざん忍にんなサージ＝ルークの笑えみ。

　僕の身体からだも、あの退たい魔ま士したちのようにバラバラに──

「よせっ！」

　声と影かげが僕の視界を遮さえぎった。

　カグラがサージ＝ルークの腕うでに向かって飛びかかったのだ。

「ほう、人間を庇かばうか」

　触しよく手しゆを伸ばしてサージ＝ルークの腕を搦からめ捕とるが、まったく動じた様子はない。それどころか攻こう撃げきしたはずのカグラの顔が驚おどろきで引きつっている。

「貴様らしくないなアバドン。この人間を見捨てていれば、反はん撃げきの機会も生まれたかもしれぬのに。力だけでなく、知能まで弱まったか」

　その口ぶりから察するに、サージ＝ルークもアバドン──カグラを知っている。ゼノンと一緒だ。彼らはカグラに恨うらみを持っているが、それがどういうものかは知らない。

「見せてみろ、アバドン」

「ぐっ！」

　サージ＝ルークが触手を引っ張ると、逆にカグラの身体が引き寄せられた。

　そして小さな黒い身体に、サージ＝ルークの手がズブリと入り込む。

「貴様ぁっ！　離はなさんかっ！」

　カグラが触手を伸のばして抵てい抗こうするが、まったく意に介かいしていない。サージ＝ルークの手は自在にカグラの身体に入り込む。まるで水に手を入れているかのようだ。

「や……やめろ……っ！」

　弱々しくなるカグラの声。

　──助けなきゃ。

　僕は立とうとするが、身体が動かない。

　左手を拾って、カグラを摑みさえすればいいのに。

　正門の内側に入れば、悪魔は入れないから。

　だけど僕の身体はまったく言うことを聞かない。

　雪伽は──ダメだ。銃じゆうを撃っているけど、全部ゼノンに叩き落とされている。ここで射しや撃げきをやめたら、ゼノンに殺されてしまうだろう。

「カグラ！」

　僕は叫ぶ。

　それしかできない。

　それしか──

「アバドンよ！　そんなものを入れているから弱くなるのだ！　さぁ、余計なものを取り除いてやろう！　本当の姿を見せろ！　そして私に本当の復ふく讐しゆうをさせろ！」

　笑いながらサージ＝ルークはカグラから手を引き抜ぬいた。

　黒く汚よごれた悪魔の手から、ゴト、と重い音を立てて何かが落ちる。

　白いロケットのような形をした──天使。

　あれは、生活支し援えん用天使。

　召喚試験の時に雪伽が呼ぼうとしていた、大天使カシエル。

　では、カグラは……？

「ぐぁあああああああっ！」

　カグラの叫び声。

　だけど、彼女はどこにもいない。

　サージ＝ルークが摑つかんでいたはずのカグラは、カグラではなくなっていた。

　なんだ、あれ。

　ネコの形をしていない。いや、なんの形でもない。

　物体ですらない。

　サージ＝ルークが持っているのは、闇やみそのものだった。

　黒という色を現した、不定形の何か。平面にも立体にも見えない。ただまっ黒い何かがそこにある。

「そうだ……これこそが奈落アバドンと呼ぶにふさわしい」

　愉ゆ悦えつの表情を浮うかべるサージ＝ルーク。

「しかしまだ未完成だ。このままでは──」

　彼が言いかけた次の瞬しゆん間かん、手にしていた黒い何かが消えた。

　自分自身に吸い込まれるようにして──




　跡形もなく消滅したのだ。




　僕たちの目の前からいなくなった、暗くら闇やみの塊かたまり。

　音もなく、衝しよう撃げきもない。

　ただ、スイッチを切るように、パッと──

　なくなってしまった……のか？

　カグラは？

「やはり質量を保てなかったか。あの下位天使がかろうじて肉体を与あたえていたのだな」

　事もなげに言うサージ＝ルーク。

　それって、つまり──

　カグラは、どうなったんだ。

　今、ここから消えたカグラは。

「あっけないものだ。なぁゼノン殿どの、これで終わりだぞ？　こんなもので復讐が果たせたと言えるのか？」

「さてな。だが目的は果たした。私はアバドンの顔を二度と見ないで済む」

　すでにゼノンも雪伽の銃じゆう弾だんを受ける事をやめていた。

　それもそのはず、雪伽の手には銃がない。何も持たずに、その場に座り込んでいる。

　銃がないのは、魔ま力りよくの供給源がいなくなったから。

　それは、カグラが──

　この世から──

「どうして……？」

　僕の口から、自然と出た疑問。

　なんでカグラが消えなきゃいけないのだ。

「復讐って……？」

「気になるか、人間」

　サージ＝ルークが僕を見下ろす。

　しかし先ほどと違ちがうのは、彼に表情がある。

　僕を虫けらのようにしか見ていなかった目に精気が宿っている。それは僕を話ができる相手と認めたからだろう。

「単純で分かりやすい理由だ。アバドンは十年前、我が同どう胞ほうを殺した。私は友を、ゼノンは兄を殺された。奴やつは悪魔でありながら、人間の手先になって多くの仲間に牙きばを剝むいた。この気持ちは人間でも理解できるだろう」

　十年前。いわゆる「第七聖戦セブンス・クルセード」の時。

　僕の父さんと母さんが命を落とした、あの戦い。

「人間よ、お前も私を恨むか？」

「……！」

　決まっている。

　このサージ＝ルークという悪魔──！

「だがお前は何もできない」

　サージ＝ルークが見ているのは、切断された僕の左ひだり腕うで。

　もうそこにカグラが──武器が宿る事はないのだ。

　復讐の手段すら、存在しない。

「そう、その顔だ」

　サージ＝ルークの指が突つきつけられる。

「絶望に満ちた顔。それを見るために我々は刻印マークを残す」

　そんな顔を、僕はしていたのか。

　絶望。

　カグラがいないこの気持ちを──そう呼べばいいのか。

　違う。

　僕の心に宿るのは、そんな気持ちじゃない。

　もっと燃え上がるような、激しい悔くやしさだ。

　サージ＝ルーク！

「その顔を叩き潰つぶすのが──たまらなく快感なのだ」

　サージ＝ルークの爪つめが、僕の顔を狙ねらう。

　このまま──死ぬのか。

　僕は、こんな悪あく魔まに殺されるのか。

　雪伽を、守れなくなるのか。

　暗い影かげが僕に覆おおい被かぶさる。

　サージ＝ルークの爪が近づいたのかと思ったが、そうではなかった。

「はああぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」
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　白い閃せん光こう。

　真後ろからサージ＝ルークに斬きりつけた、一いち陣じんの風。

「ほう！　人間か！」

　サージ＝ルークは素す早ばやく振ふり返り、襲ってきた人物の剣けんを爪で受け止めた。

　マントのような制服が、風で翻ひるがえる。

　白い細剣を手にしているのは、「法王」。

　おそらく最強の高校生。

「雅みやびお姉ちゃん！」

「ほう、幼い人間にしてはいい狙いだ。しかも躊躇ためらいがない」

　サージ＝ルークはそんな雅を冷静に評価すると、爪で細剣を弾はじいた。

「くっ！」

　しかし上級悪魔相手に雅は一歩も退ひかず、さらに細剣を突き入れる。

「雪伽ちゃん！　月斗ちゃんを連れて逃にげて！」

　叫さけぶが、雪伽は動けない。

　動こうとしているのだけど、身体からだがついていけないようだ。

「勇ゆう敢かんな娘むすめだ。良いぞ、非常に良い。こういう武人の心を持った人間は好きだ」

「黙だまれ悪魔！　私の弟たちに手出しはさせるものかっ！」

　雅の剣は速かった。僕の目で追うのがやっとだ。

　それでもサージ＝ルークは手加減せず、雅を爪で切り裂さいた。

「きゃあああああっ！」

　雅の顔から右みぎ肩かたにかけて、血が流れる。

「お姉ちゃん！」

　あの爪は剣よりも鋭するどいのか。

　雅の──女の子の顔に、なんて事を！

　僕の怒いかりがさらに沸わき立つが、それでも何もできない。

　顔を押さえてうずくまる雅に、サージ＝ルークが笑う。

「成長が楽しみだな。たった数秒間だが、よく生き延びた」

　その言葉の意味が、最初は理解できなかった。

　てっきりサージ＝ルークは僕らを殺すのかと思っていたけど、そうではなかった。

　きっと、その価値すらないと思ったのだろう。

「さらばだ人間。残り少ない命、有意義に使え」

　大おお仰ぎように言い残すと、サージ＝ルークは僕に背を向ける。ゆっくりと血ち溜だまりの上を歩きだすと、その姿が消失した。ゲートを開き、そこから帰っていったのだ。

「…………」

　それを追うようにして、ゼノンの姿も消える。

　最後に残ったのは、月光商人。彼は人間だからゲートは開けない。

　けど、武器のない僕らは、彼を捕つかまえる事もできない。

『大悪魔カグラ閣下も──この程度でしたか』

　悠ゆう然ぜんと、月光商人は歩き去っていく。

　こんなに近くにいるのに、僕らは手出しもできずに見ている事しかできなかった。やがて彼の姿が消えると、遅おくれて複数の足音が聞こえてきた。

　意識が飛びそうなほど苦しかったけど、僕は目を開き続けた。

　カグラを消した悪魔と、月光商人。

　彼らがいた方角を、僕はずっと見続けていた。

　沸き立つ怒りが、徐じよ々じよにかき消されていく。

　怒りの炎ほのおを消すのは、絶望という名の闇やみ。

「カグラ……」

　僕の声に応こたえる存在は、ない。

「カグラ……！」

　呼んでも呼んでも、返事はなかった。

　血溜まりの中で、僕はそれでも悪魔の名を呼び続ける。

　何度も、何度も。




　　　　＊




　本当に驚おどろいた。

　まさか切断された腕うでがくっつくなんて。最新の天使医い療りようってすごいんだな。

　静かな保健室で、僕はギプスで巻かれた左腕を見る。ガチガチに固められてるけど、指先までちゃんと感覚が戻もどっていた。

　サージ＝ルークという上級悪魔にやられた後、すぐに駆かけつけてくれた銀ぎん河がが応急処置をしてくれたおかげだ。

　僕だけでなく、雅の顔の傷きずも跡あと形かたもなく消え去っていた。女の子の顔に傷が残らなくて本当に良かった。

　その後にやってきた退たい魔ま士しが本格的に治ち療りようをしてくれたのだが、どちらが欠けても腕は元通りにならなかったらしい。ギリギリだった。

　けど、カグラはどうやっても戻もどらなかった。何度試ためしても、盾たてが出てこない。

　魔ま力りよく測定計で調べても、僕と雪伽の身体に魔力が戻っている。カグラを維い持じするための魔力が必要なくなった証しよう拠こだ。

「にぃちゃん……」

　僕の隣となりには、雪伽がいる。

　何な故ぜか同じベッドで寝ねていた。保健室のベッドには他ほかに誰だれも寝ていないので、問題はないだろう。

「カグラ……どこ行っちゃったんだろう」

「うん」

　死んだ、とは思えなかった。

　黒い不定形の状態になったカグラは、身体が維持できなくなって消しよう滅めつした。サージ＝ルークはそう言っていたけど、これで綺き麗れいさっぱりなくなった、と断言はできない。

　きっと魔ま界かいに逃げたのだろう。

　いつかひょっこり帰ってくるような──そんな気がする。

　けど、うるさいカグラがいないという喪そう失しつ感かんは、意外と重くのしかかってくる。

　いつも雪伽と二人だった。

　それがカグラが入る事で、騒さわがしい毎日になっていた。

　最初の頃ころは鬱うつ陶とうしいと思っていたけど、本当に静かになると、静けさが辛つらい。

　カグラはいない。

　少なくとも、今は──そう楽観的には考えられない。

　今、僕らにはカグラが必要なのに。

「おう月斗！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「月斗くん！」

　保健室の扉とびらが開き、騒がしい声が入ってきた。

　クラスＸのみんなだ。

「よかった……」

　退魔士の服を着たままの渚なぎさもいる。任務の途と中ちゆうなのに、駆けつけてきてくれたのだ。

「み……！」

　僕は元気に挨あい拶さつをしようとするが、声が出ない。

　頭がクラクラする。

「にぃちゃん、血も流しすぎたんだから、ちゃんと寝てて！」

　そう言って雪伽はベッドから降りる。よく考えたら雪伽は無傷なんだからベッドに入る必要がなかったんじゃないか。

「……大丈夫？」

　僕のギプスを物もの珍めずらしそうに叩たたく柚ゆ子ず。

「うん……僕は、平気」

「……そう」

　口数は少ないけど、柚子も心配してくれている。

　前に倒たおれた時は物もの凄すごい長文メールを打ってきたけど、直接話すとこんなものだ。でも、どちらも彼女の気持ちが伝わってくる。

「カグラ……本当にいねぇな」

　保健室を見回すボブ。

「ちょっと！　今言う事じゃないでしょ！」

「うげっ！」

　渚のエルボーがボブの鳩みぞ尾おちに刺ささる。

「ご、ごめんね。このデカ男がデリカシーなくって」

「いや……事実だし。みんなも知ってるんだね」

「もう学園中が大おお騒さわぎだよ」

　銀河が苦く笑しようする。

「カグラさんは有名だからね。戦せん闘とう試験の時、その活かつ躍やくを見た人も多いし。そのカグラさんがやられたって聞いて、みんな怖こわがってるよ」

　僕の知る限り、カグラより強い悪あく魔まなんていなかった。

　だけどあのサージ＝ルークという悪魔は、軽々とカグラを消した。

　そんな悪魔と戦わなければならないのは、学園の生徒だ。

　校長室のマーキングよりも、ずっと恐おそろしい殺害予告じゃないか。

「それに、『法王』もね」

　渚ですら一目置くほどの実力者である、雅。

　生徒の代表である彼女が負けたという事実も、生徒の士気を奪うばっただろう。

　僕も、雅が負けた所を見たのは初めてだった。

「さっきも退魔省の人が来てよぉ、牧はき原はらせんせーと一いつ緒しよに抗こう議ぎしてたぜ。即そつ刻こく生徒を避ひ難なんさせるべきだって」

　ボブの言葉に全員が頷うなずくのは、事実に関してではなく、その主張についてだ。カグラを倒せる上級悪魔に狙ねらわれている学園に留とどまる必要はどこにもない。

　しかし、その主張を覆くつがえそうとする者がいた。

『えー、全校生徒の皆みなさんに連れん絡らくします』

　チャイム音と共にスピーカーから流れる声。

『各自、端たん末まつの電池残量を確かく認にんしてから、システムのアップデートを行ってください。これはできる限り早くお願いします。やり方が分からない生徒は「設定」の「七ナナ星セ降こう霊れい学園アカウント」の項こう目もくから──』

　下しも平ひら先生の声だ。

　その声を聞いただけで、柚子の目が細くなる。

「アップデート……？」

　僕はケータイを取り出して、設定画面を開く。

　七星降霊学園の生徒は、ケータイやＰＣなどの端末に天使召しよう喚かん用のソフトをインストールしている。七星降霊学園のアカウントがあれば簡単にできる。生徒手帳よりも重要なソフトなので、必ず入れている。

　そのソフトを管理しているのは、もちろん学園だ。

「けっこう大きいサイズだね」

　僕と同じようにケータイを開いた雪伽が、画面を見ながら驚いている。いつもなら一いつ瞬しゆんで終わるアップデートなのだけど、今は一分以上かかっている。

　ようやくアップデートが終わり、ケータイを再起動する。

「あれ……？」

　ソフトを開いてみると、今までとずいぶん変わっていた。

　操作もスムーズだし、インターフェースも視覚的で分かりやすい。今までの召喚用ソフトはケータイだと操作がひっかかる感じだったんだけど、今はそれがない。

「あれ、これ表示がおかしいよ」

　銀河が首をかしげる。

「上級天使の召喚までできるようになってる。これって個人じゃ召喚できないよね？　それに魔力メーターの単位も変だ」

　銀河の言葉を分かりやすく嚙かみ砕くだくと、訓練を積んだ降霊士が使うような、プロでも扱あつかいにくい仕様になっているのだ。力天使以上の天使なんて、そうそう召喚できるものではないのに。

『えー、すでにアップデートが終わった生徒もいるようなので、解説します』

　またスピーカーから下平先生の声。

『これは今までの召喚ソフトとは全く違ちがうものです。具体的な仕様変へん更こうは説明書を見てもらうとして、簡単に性能の変化を説明します』

　心なしか、スピーカーの声が楽しそうに聞こえる。早く説明したがっているようだ。それほどこのソフトに自信があるのだろう。

『まず、このソフトはケータイやＰＣのＯＳを書き換かえて、処理速度を速くしました。ただしアンインストールするとＯＳが傷つく可能性があるので注意するように』

　ＯＳを書き換えるって、それって大丈夫なのかな？

『特筆すべき点は、次の二つです。このソフトを使うと、上位の天使を召喚できるようになります。また、通常の四分の一の魔力でそれが可能になります』

　……なんだ、それ。

　そんなの、まるで違うソフトじゃないか。

「マジかよ……」

　ゴクリと唾つばを飲み込むボブ。

「あっ、あれ見て」

　窓の外の校庭では、さっそく召喚を試している生徒がいる。

　彼らのケータイが光ると、五メートルほどの長さの剣けんや、戦車のような砲ほう台だいが出現したではないか。ジェット機のような天使や、マネキンのような人型までいる。あんなのプロ退魔士でも難しいのに。

「すげぇ！　すげぇなコレ！　魔力が全然減ってねぇ！」

「うおおおお！　マジで俺でも召喚できた！」

　校庭でガッツポーズをしている生徒たち。

　本当に召喚できるんだ。

　しかも四分の一という事は──

「ねぇ柚子！　これなら柚子も召喚できるんじゃない？」

　生まれつき魔ま力りよくの少ない柚子でも、まともな天使を召喚できる。今までは自作のソフトで勝手に召喚していたけど、これなら堂々と──

　あれ？

　なんか僕、変な事言ったぞ。

　そうだよ、柚子はいつも自作のソフトで天使召喚をしていたんだ。

　だったらこれは必要ないわけだ。

「…………！」

　ドン、と低い音がする。

　柚子が僕のベッドを叩いたのだ。

「…………下平っ!!」

　もう一度、強くベッドを叩く柚子。

「ど、どうしたの柚子？」

「……あいつ！　あいつはっ！」

　柚子は自分のノートＰＣを開いて見せる。

　そこにはさっきアップデートした召喚ソフトが表示されていた。

　いや、違う。良く似てるけど、別物だ。

「これ、柚子が自作したソフト？」

「……！」

　僕の質問に、柚子は強く頷いた。

　しかし良く似てるな。

　インターフェースといい、性能といい──

「って、ちょっと待って！　もしかしてこれって！」

「……一年の時、下平に相談した事ある。プログラムの事で」

　彼は数学教師だ。

　柚子が相談するくらいなのだから、プログラムの腕うでもあるのだろう。

　だとしたら──

『これが悪魔の襲しゆう撃げきに備えて、私が開発した「新兵器」です。我が学園の生徒たちの命を守るため、徹てつ夜やで仕上げました。間に合って本当に良かった』

　窓の外や上の階から聞こえてくる、生徒たちの歓かん声せい。

　けど、保健室にいる僕らは誰だれも喋しやべらなかった。

　普ふ段だんはクールな柚子が、ここまで熱気を放つ怒いかりを見せたのは初めてだった。

　そんな彼女に、僕たちも共感する。

　柚子の言葉が本当ならば、下平先生はソフトを盗とう作さくした事になる。

　僕らはどうすればいいのだろう。

　何と戦えばいいのか、分からなくなってきた。

　悪魔が襲おそってくるというのに、こんな事をしている場合じゃないのに。

　カグラも──いないのに。




　　　　＊




　頭の中がごちゃごちゃになったまま、僕は帰宅した。

　腕が使えないので、牧原先生に強ごう引いんに早退させられたのだ。

　柚子の事が心配だけど、今の僕には何もできそうになかった。

「はい、にぃちゃん。制服脱ぬいで」

　一緒に早退してくれた雪伽が上着を受け取ろうと、手を差し出す。

「……脱げないよ」

　左ひだり腕うではギプスをつけているんだから。

「んー、困ったなぁ。カグラなら──」

　雪伽の言葉が止まった。

　もしかしたら、ひょっこりと戻もどってくるかもしれない。ひょっとしたら、サージ＝ルークに消されたと見せかけて、実は隠かくれているだけなのかも。

　そんな楽観的な思考ができるくらいなら苦労しない。

　正門前に散らばっていた、退たい魔ま士しの死体。

　カグラもその中に加わってしまったんだ。

　どんなに力を入れても、盾たてが出ない。

　今までいた存在が、今はいない。

　でも、僕はこれからも雪伽を守らなきゃいけないんだ。

「カグラじゃなくても、なんとかできるさ」

　僕は制服に無む理り矢や理りギプスを通そうとするが、やっぱり大きい。これは服を切らないとダメだろうか。

「……んっ！」

　雪伽が僕の服をひっぱった。

「ぬぬぬぬぬ……えいっ！」

　少しだけビリ、という音が聞こえたけど、無視する。

　左腕からスポンと抜ぬけた制服を放ほうり投なげ、今度は僕のシャツを脱がそうとする雪伽。

「ちょ、ちょっと雪伽！」

「にぃちゃんはケガ人なんだから、じっとしてて！　私が着き替がえさせてあげる！」

「い、いいよ！　自分でできるよ！」

「また腕が取れたらどうするの!?　今は銀河もいないんだよ！」

　そう簡単にポロリと取れるものではないけれど、強く動かせば痛い。ていうか雪伽が引っ張ると余計に痛いんだけど。

　シャツは上着よりも簡単に脱げた。そして次は──

「雪伽、ズボンはいいから！」

　ベルトのバックルに手をかける雪伽を、僕は慌あわてて止める。

「どうして？　にぃちゃん一人で脱げる？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！」

　右手だけでもズボンは脱げる。

　なんとかズボンを脱いで、部屋着のチノパンに穿はき替かえる。上着は少し悩なやんだ結果、フリーサイズのトレーナーにした。少し暑いけどギプスでも袖そでが通る上着がこれしかなかったのだ。

　そうして着替えが終わると、僕はソファに腰こし掛かける。

「…………」

　静かだ。

　いつもならカグラが何かと話しかけてくるのに。

　それに雪伽がツッコミを入れたり、ケンカになったり──

　カグラがいないだけで、こんなに話す事がなくなるのか。

　たった一ヶ月の付き合いなのに。

　雪伽と間が持たないなんて、初めてだった。

　話題はたくさんあるのに、いざ会話しようとすると、何かがつっかえてしまう。

　その小さな何かを、僕らは失ってしまったのだ。

「…………」

「…………」

　無言の重みが辛つらい。

「……晩ご飯、どうしよっか」

「あ……」

　それも昨日までカグラに任せっきりだった。

　カグラが来る前は僕が作っていたんだけど、今は左手が使えない。

「えっと、私が作るよ」

「そう……じゃあ、お願いしようかな」

「あ、でも、材料買ってないや」

「買いに行こうか」

「何作るのかも決めてないし……」

　普段はこんな事は考える必要がなかった。

　カグラがどこからか怪あやしい食材を持ってきて、勝手にメニューを決めて短時間で作り上げてしまう。いつの間にか、そういう生活に僕らは慣れていたんだ。

　またしばらく会話がなくなる。

　静まりかえった僕らの家に、カギを開ける音が響ひびいた。

　ウチの合あい鍵かぎを持っている人間と言えば、雅くらいしかいない。

「やっほー、月斗ちゃん、雪伽ちゃん！　お見み舞まいに来たよー！」

　ガサガサとビニール袋ぶくろの音がする。

「顔のケガは治ったけど、早退させてもらっちゃった！　今日はお姉ちゃんがご飯作ってあげるからね！」

「えっ!?」

「そこのスーパーで月曜の市やってたの。タマネギとマグロのお刺さし身みとドリアンが安かったから、これでポトフを作ろうかなって」

「雪伽、今日はピザにしようか」

「うん」

　僕らは立ち上がり、埃ほこりをかぶったメニュー表を取り出した。







　久しぶりにカグラ以外の人が作った料理を食べた。

　美お味いしかったけど、カグラの味のような驚おどろきはなかった。Ｌサイズのピザは、僕と雪伽と雅の三人で分け、それでも少し余った。

　苦労したのは、風ふ呂ろだ。

　左手のギプスが邪じや魔まなのはいいとして、雪伽と雅が手伝いと称しようして入り込もうとしてくるのだ。遠えん慮りよしたいのに、左手がうまく動かないせいで強引に入られそうになった。「一人で考え事がしたい」と強気で説得して、ようやく引き下がってくれた。

　その後、雅もウチに泊とまってくれた。

　順番に風呂に入る事になったので、まず雅が入り、その次に雪伽が入った。僕は最後だった。

「ふー、お風呂いただきましたー」

「雅お姉ちゃん、何か着てよ……」

　雅用のパジャマも常備されているのに、何な故ぜか今日はバスタオル一枚でリビングまでやってきた。確かにそろそろ暖かくなってきたけど、僕がいるんだから何か着てほしい。

　そんな雅は勝手知ったる仲、キッチンに行って冷蔵庫を開ける。

「月斗ちゃんも何か飲むー？」

「僕はいいよ」

「そう？　いっぱい血を流したから、水分とっといた方がいいのよ」

　それはクラスＸのみんなにも言われたので、今日はなるべくジュースを飲むようにしていた。今は飲み過ぎてお腹なかがいっぱいなのだ。

「もう三年経たてば、私もお酒飲めるんだけどねー」

　ジュースの入ったグラスを持って戻ってくる雅。

　そして僕の隣となりに座った。

「……お酒、飲みたい気分なの？」

「ちょっとね。大人なら、こういう時にお酒で気分を紛まぎらわせるのかなって思った」

　そうか。

　雅は僕たちを心配して泊まってくれるのだと思っていたけど、きっと理由は他ほかにもあったんだ。

「お姉ちゃん、負けたのが辛い？」

「……うん」

　素す直なおに頷うなずき、僕の肩かたに身を寄せる雅。

「ていうか、悪あく魔まに私の技わざが通用しなかった事がショックだったの」

　雅は自他共に認める、学園で最強の生徒だ。

　常に先頭に立ち、クラスＳの皆みなを率いてプロ退魔士の作戦にも参加する、エリートの中でもトップに立つ存在。そうでなければ「法王」の称しよう号ごうは得られないのだ。

　そんな雅が、サージ＝ルークに負けた。

「上級悪魔と戦ったの、初めてだった。少しくらいは通用するかと思ったのに」

　雅は僕の手を握にぎる。

　震ふるえていた。

「怖こわいの、お姉ちゃん？」

「怖いよ。すっごく」

　彼女がそこまで自信を砕くだかれるなんて。

「でも上級悪魔だよ？　雅お姉ちゃんが負けても不思議じゃない」

「そうじゃないのよ、月斗ちゃん」

「え？」

「私や月斗ちゃんの力が通用しないって事は、この学校であの悪魔に勝てる人がいないって事なのよ」

　誇こ張ちようではなく、事実だ。

　雅より強い人間がいない以上、サージ＝ルークに勝つ手段はない。

「もしもあの悪魔がまた攻せめてきたら……私、生徒が殺される所を黙だまって見ている事しかできない。それが、すごく怖いの」

　自分の無力さが怖いのか。

　正義感の強い雅らしい悩みだと思った。

　それに引き替え、僕は自分の弱さしか感じていなかった。

　現実を無視してはいけない。

　僕の弱さのせいで、雅が傷つけられたんじゃないか。

「雅お姉ちゃん……！」

　こういう時、普ふ段だんの僕はきっと弁解するだろう。

　次は必ず守る、って。

　それはカグラという力があったから。

　けど、今の僕には雅と並び立つ資格がない。

　ただの平へい凡ぼんな高校生なんだ。







　三人一いつ緒しよのベッドで寝ねた。

　中学の頃ころは、よくこうして寝ていたものだ。昔から三人兄妹きようだいのような感覚で、一緒に生活していたのだ。雅が七星降こう霊れい学園に入って、「法王」になってからはあまり遊ぶ機会がなくなってしまったけど。

　左手の痛みと、カグラの喪そう失しつ感で眠ねむれないと思っていた。

　だけど今日の僕は上級悪魔と戦ったのを忘れていた。死に最も近づいた戦いで、疲つかれないわけがない。雪伽と雅に抱だきしめられながら、気がつけば意識を失っていた。

　静かに、泥どろのような闇やみに落ちていく感覚。

　ゆっくりと落下していく僕の意識。

　そう言えば、サージ＝ルークはカグラの事を「奈な落らく」と呼んでいた。

　アバドンという名に込められた意味だ。

　黒い身体からだは、奈落の闇を表していたんだな。

　──カグラ。

　どうして、僕たちの召しよう喚かんに応こたえたんだろう。

　どうして、父さんや母さんと契けい約やくしたんだろう。

　──アバドン。

　どうして、消えてしまったんだろう。

　どうして──

　──アバドン。

　──気安く呼ぶな。吾わが輩はいと契約するつもりもないくせに。

　──誰だれもそんな事言ってないだろ。

　声が聞こえる。

　聞き慣れた、懐なつかしい声。

　誰だっけ。

　──勝手に呼び出しておいて、それか。貴様は吾輩を誰だと思っているのだ？

　──はいはい、またそれか。大悪魔アバドン様、だろ？

　──吾輩を恐おそれぬ人間など、貴様くらいだ。召喚しておいて、契約しないなどと馬ば鹿かげた事をぬかしおる。貴様、なんのために吾輩を呼んだのだ？

　──悪魔を倒たおすためだよ。

　──なのに契約しないのか？

　──悪魔との契約は法律で禁じられているんだ。

　──吾輩と契約せずに、どうやって悪魔を倒す？

　──君と、友達になる。

　──……今、なんと言った？

　──だから、契約とか関係なしに、友達になろうよ。そうすれば僕と君は対等に話せる。悪魔の情報なんかもリークしてもらっちゃったりしてさ。

　──吾輩、人間を料理する方法を知っているのだが、和洋中どれが良い？

　──まぁまぁ、そう言わないで。君にもメリットはあるんだよ。

　──今の話のどこにそんなものがある？

　──聞きたい？

　──むう、吾輩、すでに貴様の術中に嵌はまっている気がするのだが。

　──…………。

　──…………！

　それからも、会話は続いた。

　つっけんどんな話し方と、優やさしい話し方。

　どちらも懐かしい。

　これは──父さんとカグラだ。

　ずっと昔に話していたであろう、二人の記き憶おく。

　なんでそんな会話が聞こえるんだろう。

　どうして──

　そこで、目が覚めた。

「あ……っ！」

　息を吞のむ。

　今聞こえたものは、なんだったのだろう。

　これは現実なのか確かく認にんするために、僕は横を見る。

　すぐ隣に、雪伽がいる。

　手を繫つないだままだ。

「……にぃちゃん」

　彼女も目を開けていた。

　後ろからは雅の感かん触しよくがする。ずっと僕の胴どうを抱きしめたまま、ぐっすりと眠っているようだ。

「あのね、夢を見たの」

「……僕も」

「カグラがね、ううん、アバドンって呼ばれてる悪魔が、お母さんと話してた」

「僕は、父さんだった」

　同じ夢ではないけど、どちらも共通点がある。

「にぃちゃん。これって、どういう事なのかな？」

「……分からない、けど」

　こんな事、初めてだ。

　けど、もしも希望的観測をするのなら。

「カグラは完全に消えていない……かも」

「え？」

「まだ僕たちの中に、少しだけカグラの魔ま力りよくが残ってるのかな」

　カグラの武器を使う事で、僕と雪伽に魔力が馴な染じんだのだろうか。もしくは、カグラの力で悪魔を食べ、その魔力を取り込んだ時に、循じゆん環かんする魔力がカグラの肉体の一部を取り込んだ──とか。

　あくまでも予想だ。

　いや、ただの願望に過ぎない。

「そうだったら、いいね」

　雪伽もそう言ってくれた。

「ねぇ、にぃちゃん」

「何？」

「私、怖い」

「……僕も」

「カグラがいなくなって、寂さびしいよ。でもね、これからカグラなしで悪魔と戦わなきゃいけないでしょ？」

「うん。カグラを倒した悪あく魔まは、必ずやってくる」

　サージ＝ルークと、ゼノン。

　二体の上級悪魔を前に、生徒だけで戦えるだろうか。いくら召喚ソフトをアップデートしても、あの強さの悪魔と戦えば、確実に死者は出る。退たい魔ま士しですらやられてしまったのだから。

　今日見た死体を思い出す。

　バラバラになった肉にく片へんに、僕らもなってしまうかもしれない。

「それにクラスのみんなも、まとまってないよ」

「まともに戦えるの、ボブと銀河くらいだもんね」

　僕と雪伽はカグラが使えず、渚は退魔士の仕事がある。柚子は今日の出来事のせいで、ずっと黙り込んだままだった。かなりショックだったのだろう。

　それに銀河は身体が弱く、医い療りよう用天使しか使えない。

　実質ボブくらいしか悪魔と戦える人がいないのだ。

「ボブ、そういう状じよう況きようになっても一人で戦いそうだもんね……」

「どうしようにぃちゃん、ボブが死んじゃうよ」

　それだけは避さけなければ。

　幸い、僕の左ひだり腕うではくっついた。もう少しで満足に動かせるようになる。そうなったら天使を召喚して戦う事もできるんだ。

　けど、やっぱり僕たちが本当に欲しいのは──

「大だい丈じよう夫ぶ」

　僕は雪伽の手を優しく握にぎる。

　何度も言った、彼女を慰なぐさめる言葉。

「みんなで、なんとかしよう。きっと大丈夫」

「……うん」

　不安そうな彼女の笑え顔がお。

　僕もきっと、同じような表情をしているのだろう。




　　　　＊




　そして悶もん々もんとした気持ちを抱かかえたまま迎むかえた翌朝。

「あーっ、いたいたクラスＸ！」

　昇しよう降こう口で僕を迎えたのは、クラスＡの……えーと、誰だっけ。

　僕が思い出そうとする前に、

「大変だ！　お前んトコの女の子が、職員室で！」

「ええっ!?」

　まだ左腕のギプスが取れないので、全力で走る事ができなかった。それでも僕と雪伽は急いで職員室へと走った。

　すでに大勢の生徒が見物に来ており、職員室前に人ひと垣がきができていた。

「ごめん、通して！　友達なんだ！」

「ひゃっ！　ちょ、ちょっとにぃちゃん！　待って！」

　人垣に阻はばまれた雪伽には悪いけど、先に僕だけでも職員室に入る。

　入り口のすぐ近くで、騒さわぎは起こっていた。

　先生たちまでもが遠巻きに見ている中、二人の男女が睨にらみあっている。

「……卑ひ怯きよう者」

　冷たい怒いかりを漲みなぎらせているのは、柚子。

「卑怯者？　私のどこが卑怯だと言うんだ？」

　下平先生は腕を組んで柚子を見下ろしている。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気だが、会話が気になるのか、誰だれも止めに入らない。

「……しらばっくれるな。私のプログラムを盗とう作さくしたくせに」

「盗作？　バカを言うな。これは私が開発したものだ」

「……ウソ」

「君は私を疑うようだが、証しよう拠こはあるのかね？　あるなら提示したまえ。ディスクか？　ソースコードか？　それとも署名のついた書類か何かか？」

「……そんなもの、ない」

「だったら安易に人を疑う発言はやめたまえ。クラスＸの品位に関かかわるぞ。そもそも君のような優ゆう秀しゆうな生徒がクラスＸなぞに落ちた理由を考えなさい。その反はん抗こう的な態度が災わざわいして、自分の首を──」

「……うるさい、クズ教師」

　柚子は下平先生を見ていなかった。

　ずっと床ゆかを見たまま、呪じゆ詛そのように呟つぶやいている。

「な、なんだと!?」

「……欠けつ陥かんだらけのソフトを配って、ドヤ顔なんてするな」

「け、欠陥だと!?　そんなものない！　それこそウソだろうが！」

「……自分で気づいてないの？」

「何を言っているのか知らないが、今までエラーは一度も出ていないし、生徒からの報告もない！　でたらめを言うな！」

「…………」

　柚子は無言で下平先生を見ている。

　普ふ段だんは冷たく人を見下すような下平先生だが、柚子の発言に激しく動どう揺ようしていた。

「そ、そうか。君は私を陥おとしいれたいんだな。欠陥だなんてデタラメを生徒の前で吹ふい聴ちようして、私のイメージを下げるつもりだろう。だが、無む駄だだぞ」

「……違ちがう、私は」

「少しプログラミングができるからって、私に嫉しつ妬としているんだな！　だが子供のプログラム技術なんてタカが知れているんだよ！　君は大層なモノを作っているつもりだろうが、そんなのは子供の遊びだ！　ゲームでも作っているのが関の山だ！」

「……っ！」

「分かったら、とっとと帰りたまえ！　生徒を守る邪じや魔まをするな！」

「…………この……っ！」

　柚子が拳こぶしを握る。
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「ん？　どうした高たか遠とお」

　下平先生はニヤニヤ笑っている。

「待って柚子！　ダメだよ！」

　僕は柚子と下平先生の間に割って入ろうとする。

　しかし、それよりも速く行動した人がいた。

「馬ば鹿か者がっ！」

　真上から振ふり下ろされた拳げん骨こつが、柚子の身体からだを縮めた。

「……っ！」

　頭を押さえながらしゃがみ込む柚子。

　彼女が睨んでいるのは、牧原先生だった。

「自分の立場を考えろ！　今がどういう時か分かっているのか！」

「……っ」

　柚子が立ち上がって反はん撃げきしようとする。

　が、その前に牧原先生は下平先生に向き直る。

　そして、直立不動の体勢から頭を下げた。

「申し訳ない、下平先生。私の生徒がご迷めい惑わくをおかけしました」

　折り目正しい礼は、それだけで絵になる。まるで武道家のようだ。

「い、いえ」

　慌あわてた顔から一転して、平静に戻もどる下平先生。

「いいか高遠！　君の根こん拠きよのない言い掛がかりについては、後日じっくりと指導させてもらう！　今度は生徒指導の先生と一いつ緒しよだ！」

　露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする下平先生。

　僕にはその理由がなんとなく分かる。

　柚子に殴なぐられそうになったからじゃない。

　柚子が殴らなかった事に苛いらついているのだ。

　教師に手を上げれば、退学になってしまう。そうなれば柚子が正しい事を証明する機会が失われてしまう。

　下平先生は、だからこそ柚子を挑ちよう発はつするような事を言っていたのだ。

「すみませんが、牧原先生。後をお願いしてもよろしいですかな」

「はい。今後、このような事はないように監かん督とくしますので」

「よろしくお、お願いします」

　動揺を隠かくしながら、下平先生は職員室を出る。人垣を追い払はらうジェスチャーをすると、生徒たちはその通りにした。バラバラになった生徒をかき分けるように、下平先生は去っていく。

　彼の姿が見えなくなるまで、牧原先生はずっと頭を下げていた。

「……っ！」

　そんな先生に、柚子は顔を歪ゆがませて怒おこる。

「……どうして……っ！」

　そう尋たずねたものの、牧原先生は何も言わない。

　無言で見つめられ、柚子は目を逸そらす。

　そして、そのまま走り去っていった。

「にぃちゃん！」

　人垣が消えて、ようやく雪伽の姿が見えたけど、

「ごめん雪伽！　先に教室行ってて！」

　僕の足は、自然と柚子を追いかけていた。







　柚子の足は遅おそいから、追いつくのは簡単だった。

　だけど何と言って止めればいいのか分からず、結局柚子が走るのをやめるまで延々と追いかけ続けてしまった。

　たどり着いた先は、無人の学食。

　本当はまだ開店していないのだけど、入る事はできる。授業をサボる生徒がたむろするには最適の空間なんだけど、今は誰もいない。普段からサボるような生徒が、悪あく魔まに狙ねらわれた学園にわざわざ来るはずがないからだ。

　だから、たとえ朝のホームルームをサボったとしても、ここにいるのは悪魔を倒たおすために学ぼうとしている、真ま面じ目めな人間だけだ。

「……ウザい」

　学食のイスに座った柚子が、開口一番、言い放つ。

　別にいつもの事だ。

「さっきの柚子も、下平先生にとってはウザかったと思うよ」

「……あんなクズ、もっと嫌がらせすれば良かった」

「本当にあのプログラム、柚子が作ったものなんだよね？」

　念のために確かく認にんする。

　柚子は小さく頷うなずいてから、しばらくして僕に真相を教えてくれた。

「……試作版、みたいなのをアイツに見せた」

「なんでまた」

「……アイツ、確かにプログラムはできるの」

　柚子は生まれつき魔ま力りよくが少ない。普ふ通つうの人の四分の一くらいしかない。

　だけど彼女は努力した。ハンデを乗り越こえるために、自力で召しよう喚かんソフトを作り上げて、悪魔と戦ってきた。

「……その時、言われた。『こんな危ないソフトは使えない』って。『退たい魔ま省しように怒られる』とも言われた」

「否定、されたんだ」

「……安全な、つもりだった。けど全否定されて、私、学校に行かずにずっとプログラムの勉強してた。ハッキングはついでに覚えた」

　ハッキング技術をついでで覚えられるあたり、柚子の非ひ凡ぼんな才能が分かる。

「……その時、警察に見つかって一度逮たい捕ほされて停学くらったりした」

「あー、前に『前科一犯』って言ってたね」

　澄すました顔をしていながら、誰よりも努力する女の子、それが柚子だ。僕たちは全員それを知っている。

　だからこそ、下平先生のやった事は許せない。

「それじゃあ『退魔省に怒られる』って理由で否定したソフトを、自分でパクッて公開したんだ、下平先生は」

「……うん」

「なんだよそれ……！」

　教師のする事か。

　生徒の手て柄がらを奪うばうだけじゃなく、それを自分の名を上げるために利用するなんて。

　柚子が殴りたくなる気持ちも分かるよ。

　下平先生にとっては、柚子の怒いかりすらも計算ずくだったのかな。

　あそこで柚子が殴っていたら、完全に証しよう拠こは隠いん滅めつされていただろう。

「……ごめん、月斗」

「え？」

「……やっぱり慣れない。これは私の問題だし、友達に迷惑かけるのは」

「そんな事ないってば！」

　僕は慌てて否定する。

「こんなの、誰だれが聞いたっておかしいよ！　僕が同じ立場なら、きっと柚子と同じ事をしたよ！　だから君は胸を張っていいんだ！」

「……うん」

　俯うつむく柚子。

　彼女も感情と行動を持てあましている。

　僕も落ち着くために、イスに座る事にした。

「……に、しても」

「え？」

「……あなた、バカなの？」

「なんだよいきなり」

「……昨日から私の事、全然疑ってない。私がウソを言ってるって思わないの？」

「ウソなの？」

「……違ちがうけど」

「じゃあ問題ないよ」

　下平先生が胡う散さん臭くさいっていうのも理由に入るけど、僕らは柚子を疑うつもりはない。

　だって柚子は今まで僕たちと一緒に戦ってきた仲間だ。

　その実力は僕らが一番よく知っている。テストの成績も優ゆう秀しゆうだけど、あの掟おきて破りの複数召喚を目まの当たりにしたら、信じざるを得ない。

「欠けつ陥かんがあるっていうのは？」

　そんな柚子が欠陥があると言うのだから、それも本当なのだろう。

「……それも本当。ある条件でサーバーにアクセスが集中すると、端たん末まつにパケットが溜たまって、やがてフリーズするの。データの転送速度と量が合わないの」

「そっか」

　詳くわしくは分からないけど、まだ露ろ見けんしていない欠陥なのだろう。

　召喚ソフトの欠陥は、下へ手たをすると命に関かかわる重大なものだ。

「でも、ダメだよ」

「……？」

「大勢の生徒がいる前で、そんな事言っちゃダメだ。みんなが不安になる」

「……そう、かも」

　少なくとも下平先生のソフトは、生徒たちのパニックを抑おさえてくれた。戦える可能性を提示し、やる気にさせただけでも偉えらいと思う。

「……どうしよう」

「うん。下平先生が柚子の技術を盗ぬすんだのは犯罪だし、許せない。でも今のやり方じゃダメだ。もっといい方法が必ずあるよ」

「……うん」

　力なく頷く柚子。

　彼女もだいぶ落ち着いたようだ。

　そろそろ教室に戻もどろうか、と提案しかけた時だった。

「いい事を言うな、花はな村むら月斗」

　学食のドアを開けて、牧原先生が入ってきた。

「せ、先生！　あのっ、柚子は」

「高遠柚子。一年生の時、下平先生と諍いさかいを起こしたのは知っている。その詳しよう細さいも私は調べ上げた」

「……っ！」

　相変わらず先生を睨にらみ付ける柚子。

「教師に対する不信感があるのも致いたし方ない事だ。私を信じられなくなるのも分かる」

「……何を、偉そうに」

「だが私はお前を信じる」

　牧原先生はいっぺんの曇くもりもない表情で言い放った。

　その堂々とした態度は、騎き士しか武士のようだ。

「……ウソ」

「自分の生徒を信じられなくて、何が教師だ。私は生徒に対して厳しく接しているが、裏切ったり不誠実であった事は一度もない」

　その通りだ。

　牧原先生は鬼おにではあるが、悪魔ではない。

　どんなに厳しくても、がんばった分だけ必ず評価してくれる先生だ。

　今も彼女の身体からだからは湯気が立ち上っている。

　柚子を捜さがして走り回ってくれたのだろう。ホームルームも中止して、全速力で校内をかけずり回っていた証拠だ。

「一ヶ月という短い期間だが、私はお前たちをよく見てきた。そこで下した結論だが──高遠柚子、お前の才能は教師を殴なぐる事ではない」

「……？」

「クールになれ。本来、お前は誰かに対してムカついたら、どういう行動を取る？」

「……あ」

　柚子も思い出したようだ。

　ケンカのやり方は、人それぞれだ。牧原先生は一通りの戦せん闘とう訓練を教えてくれるが、それですら各人が得意としているスタイルが違う。ましてやなんでもアリの本当の戦いであれば、柚子の本領は殴り合いですらない。

「私が言いたいのは、それだけだ。一限目の授業には遅おくれるな」

「……はい」

　それだけ言って、牧原先生は颯さつ爽そうと学食を出ていった。心なしか、来た時よりも安心しているように見える。

　牧原先生が退室すると、柚子も立ち上がる。

「……怒おこられるかと思った」

「怒らないよ。柚子は何も悪い事してないから」

「…………」

　それでも牧原先生に説教されたのが釈しやく然ぜんとしないのか、柚子はむくれている。

　クールになれ、という言葉は僕にも響ひびいた。

　自分なりの戦い方、か。

　カグラがいない今、僕にできる事はなんだろう。

　悪あく魔まのいない手で、何を摑つかめるだろう。
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　非常時の戦闘／手元に武器がない場合







　強くならなきゃ。

　そう願っていても、待っているのは反復練習。どれだけ試行錯さく誤ごしても、結局は毎日の鍛たん錬れんに勝まさるものはない。

「……っ！」

　僕の眼前に、白い盾たてを突つきだす。

　が、腕うでが重い。

　水中で戦っているからだ。

「…………！　……！」

　息を止めて、正面からの攻こう撃げきを受け止める。反動で僕の身体はゆるやかに後ろに押される。ボブの持つ大きな棒が、盾ごと僕を突いたのだ。

　第二撃げきに備えようと思ったけど、水中ではうまく動けない。

　それは相手のボブも同じみたいで、棒で突いた反動で彼も下がっている。

「……？」

　後ろへ下がる僕の後頭部に、柔やわらかい感かん触しよくが当たる。

　雪せつ伽かだ。

　後ろから彼女に抱だきしめられ、僕の身体は止まる。

　左手で僕を抱だきながら、右手では銃じゆうを構える。

　これも僕の盾と同じように、白い。

　天使の銃だ。

「…………！」

　火薬を使う銃とは違い、天使の銃は魔ま力りよくの弾たまを撃うち出す。そのため反動が非常に少ないのが特とく徴ちようだ。

　しかし無反動ではない。雪伽が銃を撃つと、僕たちの身体は後ろに引っ張られる。どんどん後ろに下がり、やがてプールの縁ふちにぶつかった。

　息が続かない。

　そこへボブが突とつ撃げきしてくる。

　攻撃と呼べるものではない。ただのタックルだ。それでも僕の肺は押しつぶされ、息が口から漏もれる。

「ぷはっ！」

「はーっ！」

　僕と雪伽は同時に水から出て、大きく息を吸った。

　一いつ瞬しゆんだけ前後不覚になる。すぐに潜もぐらないと、ボブがどこにいるのか分からない。どこから襲おそってくるのか。

　ちょうどそこでブザーが鳴った。一分間の戦闘の終しゆう了りようを告げる合図だ。

「……負けた」

　僕が肩かたを落とすと、水面にボブと銀ぎん河がが上がってきた。

「そうクヨクヨするなって月げつ斗と！　まだ慣れてないんだから！」

「そうだね」

　僕たちは全員、プールから出た。一見、長さ二十五メートルの普ふ通つうのプールに見えるが、深さが十メートルもあり、水中での行動を別室でモニターできるようになっている。もちろん戦闘や実験で使うためだ。

「はい雪伽」

「ありがと、にぃちゃん」

　雪伽の手を摑み、プールサイドに引っ張り上げる。

　学校指定の水着とはいえ、雪伽の身体はとても綺き麗れいだ。

　グラビアアイドルのように肉感的ではないけど、年相応には成長している。むしろその控ひかえめさが雪伽らしくて、僕はとても好きだ。

「銀河！　オメー、もうちょっと戦えよ！」

　プールサイドに上がった銀河を叱しつ責せきするボブ。

「戦ってたよ、自分と！　戦闘中、何度カメラを取りに行こうかと思ったか、君には分からないのかい!?」

　訳のわからない言い訳をする銀河。

　最近暖かくなっているとはいえ、五月でも水中訓練をするのがウチの学園だ。

　あらゆる状じよう況きよう下で戦えるように訓練をしなければならない。機械の兵器とは違ちがい、天使は水中でも役に立つ場合が多いので、軍隊でも使われているのだ。

　どんな状況でも、戦わなきゃいけない。

　それは今の僕たちに言える事だ。

「どう、にぃちゃん。その盾」

　雪伽が僕の盾に触ふれる。

「悪くない……んだけどね」

　カグラの魔力がなくなったため、天使で作ったものだ。久しぶりの天使召しよう喚かんだったけど、うまくできた。

　下しも平ひら先生のソフトのおかげか、非常に強い盾型天使を使えるようになった。とっても堅かたくて頼たのもしい盾だ。

　けど、戦えない。

　天使を使うようになってから、戦闘訓練で一度も勝てなかった。

　カグラの盾と大きさも性能もほとんど変わらないのに。

　でも、今はこれが最善だ。

　これで守るしかないんだ。

「しかし、同じ水着美女でも、あっちは迫はく力りよくあるねー」

　銀河が手をかざして、プールの端はしを見る。

　僕らが戦っていたのとは反対側。そこでは大きな水柱が上がっていた。プールサイドから下を覗のぞき込んでみても、泡あわでよく見えない。

　牧まき原はら先生と渚なぎさが戦っているのだ。

　二人とも見とれるくらい美しい水着姿のはずなのに、それが目に入らないくらいのバトルを繰くり広げている。

　どちらもスクリューのついたロケットのような天使を持ち、それを推進力兼けん武器にして殴り合っているのだ。
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　魚のケンカとでも言おうか、卓たつ球きゆうの球より速く動き回る二人に、僕らの視線の方が泳いでしまう。すぐに目で追えなくなるが、最後まで見ていたのはエロい視線で凝ぎよう視ししていた銀河だけだった。

「くっそー！　勝てなかったー！」

　勝負がついたのか、渚が水面から顔を出す。

　彼女は退たい魔ま士しの仕事があるはずなのだが、こうして授業に戻もどってきた。いわく、外にいる退魔士との繫つながりが欲しいのだそうな。ここまで堂々としたスパイもなかなかいないが、彼女が戻ってきてくれたのは素す直なおに嬉うれしい。

「水中でもいい腕だ。もっと精しよう進じんするんだな」

　牧原先生もプールから上がり、天使を送そう還かんする。

　どちらもプロの退魔士だ。水中戦の訓練も積んでいるだろう。その戦いを間近で見られた僕らは幸せ者かもしれない。

　牧原先生は水中眼鏡めがねを額に上げると、長い脚あしでプールサイドを歩く。

　そして、プールの端に座っている柚ゆ子ずの前で止まった。

「高たか遠とお柚子、お前は何をしている？」

「…………」

　柚子は水着に着き替がえてはいるものの、プールサイドに座ったままＰＣをいじっていた。胡坐あぐらをかいたまま、膝ひざに載のせたＰＣを一心不乱に叩たたいている。

　今け朝さからずっとこの調子だった。授業中も休み時間も、ずっとだ。

「それは本当に、今やらなければならない事なのか？」

「…………」

　柚子は、牧原先生の目を見て頷うなずいた。

「……一秒でも早くやらなきゃいけない」

「そうか」

「……お願いします、やらせてください」

　キーボードを叩きながら、柚子はそう言った。

　先生嫌ぎらいの彼女が、牧原先生に頼みごとをするのは初めてだ。

「だが今は授業中だ。訓練の時間だ」

「……お願いします」

　同じセリフを呟つぶやく柚子。

「……みんなを助けたいの。私の戦い方で」

「分かった」

　牧原先生は目を閉じる。

「だが戦せん闘とう訓練は受けてもらう。私に一発でも当てられたら許可しよう」

「……はい」

　柚子はキーを叩く手を止め、ＰＣを脇わきに置いて立ち上がる。

　軽く構えた。

　そう思った次の瞬しゆん間かん、鋭するどいジャブが牧原先生の手に当たった。

「!?」

　前とは音が違う。ボクサーが殴なぐるような、軽かろやかな音だった。足を後ろに突つき出し、踏ふみ込みながらのパンチ。

「……これで、いいですか」

「私の授業をちゃんと聞いていたようだな」

「……必要だって言われたから」

　柚子は動くのが嫌きらいだけど、身体からだに疾しつ患かんを抱かかえているわけではない。魔力と体力がないだけで、もの覚えは早いのだ。

「高遠柚子。私の事は信じなくてもいい。だが私が教えた技術は信じろ。お前の頭脳が役に立たなくなるようなアクシデントが起きた時のため、第二の力は持っておけ。それが誰だれかを助けるきっかけになる時もある」

「…………」

　柚子は俯うつむいたまま、唇くちびるを嚙かみしめる。

「パソコンでの活動を特別に許可しよう。やるなら徹てつ底てい的にやれ」

「……ありがと、ございます」

　たどたどしいお礼の言葉。

　よく目を凝こらさないと分からないくらい小さなお辞じ儀ぎをした後、柚子はまた座りこんでＰＣをいじくり始めた。

「柚子、うまくいくといいね」

　雪伽の願いに、僕も頷く。

　みんな、自分のやれる事から始めている。

　僕も負けていられない。




　　　　＊




「気合が入っている所に水を差すことになるが」

　昼休みが終わり、午後の授業。

　牧原先生は教きよう壇だんに立って僕らに告げた。

「先ほど、緊きん急きゆうの職員会議があった。そこで生徒に避ひ難なんを求めるよう通達があった。早い話、お前たちは今すぐ逃にげろ」

　突とつ然ぜんの指示に、教室がざわめく。

「何があったんですか？」

　今までは生徒が戦うことは容よう認にん、いやむしろ推すい奨しようされていた。

　そのために下平先生も召喚ソフトを作ったのだし、退魔省を学園内に入れなかったのだって、勝算があったからではないのか。

「今朝、重大な事実が発覚した」

　そう言って牧原先生はプリントを取り出し、教壇から一番近い銀河の机に置いた。僕らは自然に席を立ち、彼の机に集まる。さっきまでＰＣと格かく闘とうしていた柚子も、今ばかりは一いつ緒しよになって集合した。

　プリントに描えがかれているのは、学園の地図と、施し設せつの写真のコピー。

「普ふ段だん、学園には結界が張ってあるのは知っているな。それはちょうど学園の四方を守る形になっている」

　牧原先生が指さす、学園の東西南北。

　地図のそれぞれにマークが描かれているのは、そこに結界の発生装置があるからだ。この発生装置は厳重に守られている。

「このうち、東の結界発生装置に異状が見つかった」

「ええっ？」

「おそらく一週間ほど前から異変はあったようだ。しかし計測器に問題はなかったという。誰かが巧こう妙みように測定値を変えていたのだ」

「……それって、すごい技術ですよね？」

　校内で一番厳重な警備のある場所を故障させるなんて。

　──待てよ。一週間前って言えば。

「戦闘試験があった時……！」

「そうだ。あの時、泥人マツドマン型がた悪あく魔まが大量発生した。その駆く除じよにほとんどの教師と生徒がかかりきりになった。その異変に乗じて細工をしたのだろう」

「けど、そんな真ま似ねができるのって──」

　考えてみたら、それができる人物は限られている。

「うむ、容疑者は少ない。結界に携たずさわる人間か、悪魔のどちらかだ。そして悪魔の混乱に乗じてそのような真似をするのだから、何らかの形で悪魔に関かかわりがある人物だろう」

「月光商人……？」

「か、その協力者だな」

　淡たん々たんと語る牧原先生に、僕ら全員が息を吞のむ。

　あの悪魔騒さわぎは、これが狙ねらいだったのだ。

　世界でも有数の結界を張れる学園をマーキングするほどの自信は、ここから来ていたのだ。




「よって現在──この学園は丸まる裸はだか同然だ」




　牧原先生が告げる事実は、残ざん酷こくでもなんでもなかった。

　起こるべくして起きた、悪魔による攻こう撃げきだ。

　どうしようもないじゃないか。

「現在、職員が総そう出でで修復作業をしている……が、そこを狙われたら最後だ。だから生徒たちを巻き込むわけにはいかない」

　プリントを取り上げ、牧原先生は教壇に戻もどる。

「事情は理解したな？　では早いが今日の授業はこれで終わりだ。各自、自宅で連れん絡らくを待つように」

　牧原先生は、僕らの返事を待っている。

　いつ悪魔が襲おそってくるか、分からない。

　静まり返るクラスＸ。

　隣となりのクラスからもどよめきの声が聞こえてくる。教室の扉とびらを開けて、いち早く逃げ出す生徒の足音が聞こえる。

　学園に守られているという、絶対の信しん頼らいがあるからこそ、生徒たちは安心して学ぶ事ができたんだ。

　その安全が、一つ壊こわれた。

　天使召しよう喚かんや強力な先生方という信頼はまだ残っているけど、それすらも壊れそうな現在、縋すがれるものはほとんどないと言っていい。

　その中で、僕たちは選せん択たくを迫せまられる。

「先生」

　僕は、前に出る。

　結論はすでに決まっている。




「僕は学園に残って、悪魔と戦います」




　逃げるという選せん択たく肢しなど、すでにない。

　退たい魔ま士しだった両親の仇かたきを討うつために。

　その両親に少しでも近づくために。

　そして、カグラを消した悪魔に復ふく讐しゆうするために。

　ここで逃げていては、何もできない。

「私も、残ります」

　僕の隣にいる雪伽。

　彼女もきっと僕と同じ考えだ。確かく認にんするまでもない。

「なんだなんだぁ？　みんな逃げねーのかよ？　マジで死ぬかもしれねーんだぜ？」

　呆あきれ顔のボブ。

「そういうボブは、どうするの？」

「いや俺も残るけどよ。逃げるのは嫌いやだし、俺も家いえ柄がら背負ってるからな。そう言う銀河はどうなんだよ」

「ボクは……やらなきゃいけない事があるから」

　銀河は涼すずしげな顔で笑う。

「月光商人は、この騒さわぎに乗じて必ず現れる。ボクはあいつをなんとしてでも捕つかまえたいんだ。今がまさにそのチャンスなんだ」

　目的は違ちがえど、ボブも銀河もやる気に満ちている。

「命知らずねー、アンタら」

　笑っている渚だけど、本当は彼女が一番死に近い場所にいるじゃないか。いざとなったら前線で戦う職業にいるんだから。

「柚子はどうする？」

「……私も、まだ決着をつけてない」

　それは下平先生との事だろう。

　彼女はまだ何かをするつもりなのだ。

「……先生、そういう事になりました」

　代表して僕が宣言する。

　弱気な目をしている者は一人もいない。

　消極的な理由ではなく、全員が攻せめる気持ちでいる。

「僕たちは逃げません」

「……まったく」

　牧原先生も僕たちと同じような顔をしている。

「本当に死んでも責任は取らんぞ」

「はい！」

　死の実感を感じ取るには、僕たちはまだ若かった。

　きっとそれを知っているのは渚と先生くらいだろう。

　でも、ここで逃げるのだけは嫌だった。

　逃げたら、もう一生退魔士になれないような気がするんだ。

「分かった。悪魔の襲しゆう撃げきまで、お前たちには生き残るための訓練をしてやる。一人も欠ける事は許さんぞ」

「お願いします！」

　牧原先生に向かって、全員で礼。

　その中には、もちろん柚子も入っていた。




　　　　＊




　──と、やる気を見せたはいいものの。

　僕の力は戻らないままだ。

「ぐっ！」

　正面から飛来する魔ま力りよくに、僕は盾たてをかざす。

　しかし一いつ瞬しゆん遅おそい。盾の隙すき間まを縫ぬって、光こう弾だんが僕の顔に命中した。

「いたっ！」

　顔を背そむけている間に、別の場所から飛んできた光弾が連続して顔に当たる。痛みで声も出せないが、光弾は止まってくれない。その状態をたった数秒続けただけで、僕は立てなくなってしまった。

　ブザーが鳴る。

　マットが敷しき詰つめられたフィールドに、僕一人。

　盾士タンクがよくトレーニングに使う屋内練習場だ。壁へき面めんに設置された女め神がみ像から、不規則に光弾が発射される仕組みである。授業でも何度も使用したけど、ここまで成績が悪いのは初めてだった。

　僕は自分の盾を見る。

　真っ白な天使。

　光弾のレベルは最大に設定した。プロ退魔士が訓練に使うレベルだと聞く。高校生で満足な成績を出せるのは、それこそクラスＳの人間くらいだそうな。

　それでも足りないと感じた。

　本物の上級悪魔を目の前にした僕には、これでも物足りない。

　しかし本当に足りないのは訓練の内容ではなく、僕の力。

　どうしても、カグラの盾の感覚に引きずられてしまう。

　あの黒い盾じゃないとダメだ。

　無い物ねだりだって分かってる。

　けど、本物の悪魔に対たい抗こうするには、本物の悪魔の力がないとダメなんだ。

　欲しい──

　今のままじゃ、誰だれも守れない。

　雪伽や、クラスＸの仲間たちも危険に晒さらしてしまう。

　僕は盾士なんだ。仲間の命を守る役割なのに。

　このままだと、全員殺されてしまう。

『苦労なさっているようですね』

　不意に聞こえた、耳になじみのある声。

　誰の声かは分からない。けど、ボイスチェンジャーを使って喋しやべる人間など、僕の知る限り一人しかいない。

「月光商人……」

　振ふり返ると、貸し切りのはずのトレーニングフィールドに月光商人がいた。誰がどう見ても月光商人だと分かる、ローブと仮面で。

　ゼノンはいない。

　それに彼の声から剣けん吞のんさを感じない。僕に戦せん闘とう力がないと知って、舐なめてかかっているのか、それとも。

「その格好、いつもしてるの？」

『人前に出る時は』

「忙いそがしいんだね」

『商売ですから』

　くぐもった笑い声。

　不思議と、今は不快じゃない。

　彼が何をしに来たのか、なんとなく分かるんだ。

「僕に悪あく魔まを売りに来たの？」

『欲しがっていると思いましたので』

「……まあ、否定はしないよ」

　それどころか、喉のどから手が出るほど欲しい。

　もう僕の身体からだは天使では満足できなくなっているようだ。

「けど、買わないよ」

『何な故ぜです？　貴方あなたは学校から認められている悪魔使いだ。悪魔を使っても罪には問われませんよ。まぁ、私から購こう入にゆうした事がバレてはいけませんが』

「君が扱あつかう商品の中に──アバドンはないだろう？」

　僕が欲しいのは悪魔ではなく、カグラだ。

　低級だろうが上級だろうが、意味はない。

　月光商人に魔ま王おうクラスの悪魔が召喚できるとは思えなかったんだけど、

『ある、と言ったらどうします？』

「……！」

　まるでその質問を待っていたかのような、強気な月光商人の言葉。

『私の背後にはゼノンがいます。彼女のツテを辿たどれば、アバドンに行き着くのは容易たやすい』

「そんな……」

『どうします？　お望みならばカタログをお見せしましょうか？』

　でも、その言葉通りにしたら。

　それは月光商人にとって不利益になるんじゃないのか。

「どうして？　僕はカグラを使って、君たちを倒たおそうとしてるんだよ？」

『……サージ＝ルークが倒されても、私には関係のない事です』

　どういう意味だ。彼らは組んでいるんじゃないのか。

『さあ花はな村むら月斗さん。決めてください。今なら無料でサービス致いたしますよ』

　月光商人がこちらに手を伸のばす。

　もしも彼からアバドンの情報を買えば、みんなを守る事ができる。

　僕は公認悪魔使いだ。悪魔を使っても罪には問われない。

　その代わり、月光商人に借りを作る。

　大切な人を守れる力と引き替かえに、僕は──

「待てっ！」

　扉とびらを開けて、凛りんとした声がかかる。

　雅みやびだった。

　長い髪かみを後ろで縛しばり、「法王」としてケータイから天使を召しよう喚かんする。

「貴様が月光商人だな。ちょうどいい、『法王』の権限で逮たい捕ほさせてもらおう」

『これはこれは。良いところで邪じや魔まをしてくれましたね』

「動くな。動くと斬きるぞ」

『天使の剣けんで、ですか？　それは悪魔にしか効きませんよ？』

「ならば私自ら腕うでの一本でもへし折ってやる」

　言いながら、まっすぐに月光商人へ向かう雅。

『分が悪いですね。それでは花村月斗さん。またいずれ』

　月光商人の身体が浮ういた。

　悪魔のように空を飛んでいるのかと思いきや、背中に天使の飛行モジュールを装着している。いつの間に召喚したのか。

　月光商人はそのまま訓練フィールドの窓から逃にげていった。もはや追う事はできないだろう。

「逃がしたか……！」

　天使を送そう還かんする雅。そして髪の毛を解ほどくと、

「月斗ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……雅お姉ちゃん」

　僕はその場に座り込んでしまった。

　力がなくなってしまった。

　今の月光商人とのやりとりで、僕は気づいてしまった。

「危ないところだったわねー。なるほどね、ああやって弱っている人に悪魔を売りつけるわけだ。月斗ちゃんも買わなくて本当に良かった」

「お姉ちゃん」

　僕は雅を見る。

　晴れ晴れとした顔の雅は、とても眩まぶしい。目が眩くらむほどまっすぐで、天使を体現したように清らかだ。

「僕は……買うつもりだった」

「えっ？」

「月光商人が、アバドン──カグラの情報を売るって言うんだ。僕はもう少しで買ってしまう所だった」

「けど、私が助けに来たでしょ？　間に合って良かったじゃない」

「そうじゃない」

　雅の前で、僕は膝ひざをつく。

　申し訳ない。




「僕は……この期ごに及およんで、汚よごれるのを恐おそれたんだ」




　僕は悪魔使いだ。

　雪伽や大切な人のためなら、どんなに汚れても構わないと思っていた。

　どんな手段でもカグラを取り戻もどすべきだったんだ。

　なのに僕は買えなかった。

　汚れる勇気がなかったんだ。

「雅お姉ちゃん。僕は、汚きたない悪魔使いなんだよ。お姉ちゃんのように正しい道を進めないんだ」

「月斗ちゃん……」

「お姉ちゃんも上級悪魔と戦って分かっただろ？　あいつらの強さは普ふ通つうじゃない。カグラがいないと、どうしようもないんだ」

「…………」

　力が欲しかった。

　失ってみて、初めて分かった。

　僕は弱い。

　悪魔使いじゃなければ、ただの人間なんだ。

「…………！」

　唐とう突とつに、柔やわらかい感かん触しよくが僕を包み込んだ。

「雅お姉ちゃん？」

　僕をぎゅっと抱だきしめる雅。

　彼女の身体は温かくて、とても優やさしい。

「私はね、そんなにキレーな人間じゃないよ。『法王』なんて呼ばれてるけど、中身はただの不器用な人間。それは月斗ちゃんが一番よく分かってるでしょ？」

「……うん」
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「力が欲しいのは、私も一いつ緒しよ。今日もずっと特訓してた。カグラちゃんに戻ってきてほしい月斗ちゃんの気持ちも良く分かる」

　雅の胸から良い香かおりがした。石けんと、汗あせの匂におい。さっきまで特訓していたというのは本当の事だろう。

「だからこそ言えるの。月斗ちゃん。カグラちゃんが欲しいなら自分で摑つかみなさい」

「……え？」

「あんなヤツから買っちゃダメ。同じ汚れるにしても、誰だれかに汚されるのと自分で汚れるのじゃ、全然違ちがうんだよ」

　自分で汚れる──

　雅の言葉は、何故かしっくり来た。

「自分の欲よく望ぼうを叶かなえるのが、悪魔使いでしょ？」

「そう……だね」

　カグラがいる時は、なんでもできる気がした。

　あの盾たてで、どんな物も摑める気がした。

「それとも月斗ちゃんは、誰かに『あーん』してもらうのが好き？」

「そ、そんな事ないよっ！」

　そう例えられると、すごくしっくりきた。

　やっぱり自分の手で食べないとね。

「私も自分の手で摑むから、月斗ちゃんもがんばって」

「……うん」

　雅の胸の中で、僕は頷うなずく。

「それでも摑みそこなったら、私の手を貸してあげるから」

「ありがとう、お姉ちゃん」

　自分の手で、摑む。

　カグラを、この手に。

　雅の言葉が、僕の中で何かを変えた気がする。

　思えば、これが悪あく魔ま使いとしての本当の始まりだったのかもしれない。




　　　　＊




　結界の故障の話はすぐに退たい魔ま省しようにも伝わった。

　こんな状じよう況きようで、なお学園のみで防衛しようとは誰も言わず、すぐに退魔省へ救きゆう援えん要よう請せいを出したそうだ。退魔省の方も「それ見たことか」と苦く笑しようしながら協力を申し出たと言う。

　翌日から、学園の中を退魔士がうろつくようになった。

　正門から昇しよう降こう口までの道路にはバイクやワゴン車が待機し、その周囲を退魔士が完全武装で歩いている。

　そんな状況を教師がどう思っているのかは分からないけど、少なくとも生徒は歓かん迎げいしていた。守ってくれる相手に対し、邪じや険けんにする理由がないからだ。その上、彼ら退魔士は七ナナ星セ降こう霊れい学園の生徒が最終的に目指す目標。憧あこがれの対象でもあるのだから。

　初日はすごかった。

　校舎を歩く退魔士と一緒に写真を撮とる生徒までいた。退魔士も笑え顔がおで応じてくれ、とても和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きだった。

　そんな日々も、一週間もすれば慣れる。

　結界の故障は一向に直らないが、悪魔が襲しゆう来らいする事もなかった。

　完全に壊こわれたわけではない。装置に異状があったというだけで、結界自体はまだ作動している。言ってみればヒビが入ったようなものだ。

　非常に不安定だが、ギリギリ守られているという状況。

　だから悪魔も手出しできないのだろう。

「おはよう」

　そんなある日、登校中に挨あい拶さつされた。

「おはようございます！」

「おはようございまーす！」

　視線を下げると、大おお山やまさんがいた。

　ＸＸｉｓｔエクソシスト部隊の彼女が学校に来るなんて、珍めずらしい。

「どうかね、調子は」

　漠ばく然ぜんとした質問に、僕は思っている事を答える。

「学園はいつも通りです。僕たちは……がんばってます」

「ごめんなさい大山さん。こんな時だから、月光商人の影かげも形も摑めなくて」

　頼たのまれていた月光商人の追つい跡せきも、一応やってはいた。

　学園が混乱している今、活動するのではないかと踏ふんだのだけど──結果はまるでダメだった。ネットにも悪魔の売買に関する情報はほとんど出てこない。

「こんな時だからこそ、警けい戒かいしているんだろう」

　大山さんはそう結論づける。

「監かん視ししているのは君たちだけではない。今は退魔士が総そう出でで学園を見ている。月光商人も迂う闊かつに動けまい」

　ネットの監視は僕ら素しろ人うとより、退魔士の方が上手だろう。それよりも柚子の方が得意かもしれないけど、彼女は今とても忙いそがしい。

「今は非常に不安定な時だ。君たちも学園によく来られたものだ」

「あはは……」

　周囲を見ると、登校中の生徒が普通にいる。

　避ひ難なん命令が出されたのに、まだ通っている生徒は多かった。一年生の半分以上は逃にげ出したけど、二、三年生は八割が学園で戦うという選せん択たくをしたのだ。

　ここは七星降霊学園。日本でも有数の死亡率を誇ほこる退魔士になろうとする生徒が通う学園だ。それを志すのであれば、生半可な理由ではない。僕のように親を悪魔に殺されたという人だってたくさんいる。

　恐きよう怖ふでは、揺ゆらがない。

　だから学園に通っている生徒は、退魔士にも好意的なのだろう。

「ねーねー退魔士さーん、天使出して！」

「私も見たーい！」

　女子たちがバイクに跨またがった退魔士に詰つめ寄っている姿も見える。彼女たちにとって、プロ退魔士はアイドルに近いのだろう。

「君たちも天使出す練習とかしてるの？　訓練してるんでしょ？」

　苦笑しつつ退魔士も言い返すと、

「えー、私たちは平気ですよー。学校のソフトも改良されたしー」

「ねー」

　と、自信満々に答える女生徒。

　残っている生徒の大半は、下平先生の召しよう喚かんソフトがあるからここまで強気になれるのかもしれない。

　そのソフトに関しても、現在、退魔省から提出を求められている。が、学校側は最後の砦とりでと言わんばかりに拒きよ否ひしているそうだ。

「ほら、見て見てー。退魔士さん、私たちだってすごいの召喚できるよー」

　先ほどの女生徒がケータイを手に、召喚ソフトを起動している。

「召喚コールっ！」

　彼女のケータイが光る。

　が、天使は出てこなかった。

「あれ？」

　エラーだ。

　女生徒たちがケータイを不ふ審しんそうに見つめている。

　最近、そういう事が増えたんだよね。

「なぁ、どうして彼女たちは召喚できなかったんだ？　魔ま力りよくを他ほかの事に使っているのか？」

　大山さんも気づいたようだ。

「えっと、最近よくあるんです。新しい召喚ソフトに変わってから」

「どれくらいの頻ひん度どで？」

「召喚できなくなったのを見たのは初めてです。僕の時は、召喚してから出てくるまでにタイムラグがあったり……」

「通信の問題か」

　大山さんが眉まゆをひそめる。

「命取りになるぞ。作動しないかもしれない武器に命を預けられるわけがないだろう」

「……やっぱりそうですか」

　武器とは、いわば非常時における命いのち綱づなだ。

　切れるかもしれない命綱なんて安心できない。

　けど、今はこれを使い続けるしかないじゃないか。

「あれ？　にぃちゃん、これ見て」

　雪伽がケータイを差し出す。

　召喚ソフトの画面が映っているが、見慣れない文字が見える。

「なにこれ……サーバーの故障？　そんなのあるの？」

　今まで使っていた召喚ソフトではありえない。

　つまり今、召喚ができないという事じゃないか。こんな時に悪魔に襲おそわれたらどうするつもりなんだ。

「やだ、なにこれ……？　止まっちゃった」

「おいなんだよコレ！　動かねーぞ！」

「ちょっと勘かん弁べんしてくれよ！　一限目召喚のテストなんだよ！」

　登校中の生徒たちも不満を口にしている。

　やっぱり柚子が言っていた欠けつ陥かんは本当だったんだ。

　どうすればいい──

　と、悩なやんでいたのは一いつ瞬しゆんだった。

「あ、メール」

　僕と雪伽のケータイが同時に震ふるえた。

　まさにこのタイミングを待っていたかのように、それはやってきた。

『このメールは七星降霊学園の全生徒に発信しています。次のアドレスにアクセスしてください。これはウィルスではありませんので安心してください』

　簡単だけど冷たいメッセージと共に、アドレスが一行。

　そこにアクセスすると、何かのダウンロードが始まった。一瞬で通信は終わり、すぐにケータイが再起動する。

　改めて表示された画面は、召喚ソフトのアップデートが完かん了りようした事を示すものだった。

「これ……」

　まだ使っていないから、この召喚ソフトがどういう性能かは分からない。

　でも疑問が一つ。

　このメールは誰だれが送ったのだろう。

　下平先生が作ったものなら、校内放送でアップデートを知らせるはずだ。こうやってメールで、しかも別のサーバーを経由してアップデートさせる意味がない。

　メールの差出人は「ｙｚｋ」という名前。

「──ユズコ」

　やっぱり、そういう事だよね。

　とうとう完成させたんだ。

　そして、もう一件のメール。

　こちらは差出人不明ではなく、はっきりと柚子から送られたメール。

『あとでゆっくり見て』

　件名にはそう書かれてあった。




　　　　＊




「……これがエラー報告と改善点をプリントしたもの」

　ざわめく職員室に、柚子が文字通り投じた一枚の紙。

　僕たちクラスＸは彼女を守るようにただ一点を見つめている。

　すなわち、このソフトを作った──いや、盗ぬすんだ下平先生を。

「……お粗そ末まつすぎ。こんなのを完成品として出すなんて」

「ぐっ……！」

　柚子が提出したコピー用紙に目を通し、下平先生は何も言い返せなかった。

　実際、柚子が改良した召喚ソフトはすごいものだった。

　まったくタイムラグがなく、かつ確実に天使が召喚できるのは当然として、さらに効率的に魔力を使って天使が召喚できる。下位の天使でも、自分の魔力の総量に合わせて最適なものを選んでくれる機能までついていた。

　下平先生が公開したものより、遥はるかに使い勝手が良い。

　これはプロ退たい魔ま士しでも納なつ得とくする出来なのではないだろうか。

「あー、下平先生と言ったか」

　この場に同席していた大山さんが前に出る。

「こちらのソフト、見せてもらいました。生徒の作ったものを盗んだ事については学園の方で処理していただくとして、退魔省に公開しなかった件については──」

「ま、待ってください！」

　下平先生は大山さんでも柚子でもなく、同席していた校長先生や他の先生方を見ていた。

「これは罠わなです！　退魔省とこの生徒が私を陥おとしいれようとしているんです！」

「下平先生、落ち着いてください」

　大きな腹を揺すって校長先生がなだめようとするが、

「こ、このソフトは盗んだんじゃありません！　わ、私が作ったんです！」

「…………」

　柚子は何も言わず、ただ下平先生を見つめている。

「だ、だいたい高遠！　君がやった事は、私のソフトにパッチをあてただけだろう！　そんなもの誰だってできる！　君が作った証しよう拠こにはならない！」

「…………」

「なんとか言ってみろ！　あのソフトを君が作ったという物的証拠を出せと言っとるんだ！」

「……それは」

　また柚子は口ごもる。

　僕は心の中で柚子を応おう援えんする。

「下平先生、少し言いすぎです。もっと冷静な話し合いをしてください」

「牧原先生！　君も自分の生徒が可愛かわいいのは分かるが、正義は私にあります！　こんなウソつきの言う事など、信用しないでください！」

　震える指を突つきつけ、下平先生は叫さけぶ。

　もう他の教師も冷たい視線を投げかけているのだけれど、下平先生は気づかない。

「この野や郎ろう……！」

　ボブが拳こぶしを握にぎる。

「ダメだよ、ボブ。ユズコに任せるんでしょ？」

「お、おう」

　そう言う渚も、殺意の籠こもった目で下平先生を見ている。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気を破ったのは、柚子の一言だった。




「……証拠は、ありません」




　小さな声だけど、職員室にいる全員に聞こえた。

　柚子は頭を下げる。

「……これを作ったのは、下平先生です。すみませんでした」

　姿勢の良いお辞じ儀ぎをしたまま、柚子は静止する。

　しん、と静まりかえった職員室。

「ハ、ハハハ……」

　くぐもった笑い声。下平先生のものだ。

「そうか、認めるのか。これを私が作ったと……ハ、ハハ、そうか」

　安あん堵どと不安の入り交じった笑いに、僕も飛び出したくなる。

　けど、耐たえるんだ。

　柚子がそう言っているのだから、僕らは手も口も出しちゃいけない。

「どうですか退魔省さん！　これで私が作ったと認めてくれるでしょう！」

「ふむ──」

　大山さんは腕うでを組んで下平先生と柚子を見比べる。

「あー、では下平先生。この召しよう喚かんソフトはあなたが作ったという前提で話を続けてよろしいのですかな？」

「もちろんです！　退魔省に報告が遅おくれてしまったのはお詫わびいたします！」

「分かりました。では──」

　大山さんは頷うなずき、もう一度同意を得るように柚子を見る。

　無言で頷く柚子を見て、大山さんはこう宣言したのだった。




「下平先生。あなたを悪あく魔ま召喚の罪で逮たい捕ほします」




　全すべての時が止まったかのように感じられる。

　凍こおり付いた表情の下平先生を見て、僕はそう思った。周りの人たちがざわついているのに、下平先生だけは現実を受け入れられないようだ。

「前回の召喚ソフトには、テンプレートの中に悪魔召喚用の呪じゆ文もんと魔ま法ほう陣じんが入っていました。今回公開された召喚ソフトでそれが明確になりました。悪魔召喚については、それを可能にする手段の売買、譲じよう渡とが禁じられている事はご存じですね？」

「は……？」

　絶句する下平先生。

　そう、柚子の召喚ソフトは悪魔ですら召喚できる。幕まく張はりの戦いで中級悪魔の名前を検けん索さくし、召喚する事で倒たおした実績もある。ただしその方法は、制作者でないと分からない方法で埋うめ込まれていたのだ。

　知らないはずがない。このソフトの制作者なら。

　取り除く事だってできたはずなんだ。

　このソフトを少しでも理解して、生徒のために運用しようと考えている人なら。

「そういう訳ですので、ご同行願います」

　大山さんが下平先生の腕を摑つかむ。

「ちょ、ちょっと待ってください！　校長先生！　教頭先生！」

　縋すがるような目で周囲を見る下平先生。

　だが、彼に言葉をかける先生はいなかった。それが彼の人徳を物語っている。

「わ、私は……私は……！」

　顔を赤くしたり青くしたりしている下平先生。

　やがて彼の淀よどんだ視線は柚子に向けられる。

「お、お前が……お前のせいで！　お前の、お前のソフトを自じ慢まんされた、わ、私は、おま、お前のせいで！　ちょっと頭が良いからって、私を、私をバカにして、こんな、は、犯罪者、どうせ退魔士になんて──」

　下平先生の手が伸のびた。

　柚子に摑みかかろうとしたのか、それともただ伸ばしただけなのか分からない。

　けど、僕たちは教えられた。

　悪魔に殺される前に、殺せと。

「…………！」

　柚子の身体からだが沈しずみ、伸びた。

　足で床ゆかを蹴けり、腰こしを捻ひねる。

　まっすぐに伸びた柚子のストレートが、下平先生の顔面に綺き麗れいに入った。

　伸ばしきった柚子の拳がカウンターで入り、下平先生は後ろに吹ふき飛ぶ。

「し、下平先生！」

　さすがに校長先生が助け起こしたが、その手すら払はらいのける下平先生。鼻血を出しながらフラフラとした足取りで立ち上がる。

「き、き、貴様ぁ！　教師に手をあげるなど──牧原先生！　あなたはどういう教育をなさっているのですか!?」

「すみません、目にゴミが入って良く見えませんでした」

　直立不動で堂々と言ってのける牧原先生。

「ああ、私も目にゴミが入ったようだ。さ、行こうか」

　そう言って大山さんが下平先生を再び捕つかまえようとする。

「は、離はなせっ！　わ、私は、私は悪くないっ！」

　大山さんを押しのけ、下平先生が走る。

「止まってください先生！」

「つ、捕まってたまるかぁっ！」

　他ほかの教師が立ちはだかるが、どこにそんな力が隠かくされていたのか、下平先生は全身を使って体当たりをする。多くの教師を巻き込んで倒れた後、すぐに立ち上がって廊ろう下かに飛び出していった。

「待てっ！」

　それを追って教師たちが飛び出していく。慌あわただしい騒さわぎが音を立てて遠ざかっていった。

　やがて静まりかえった職員室で、柚子は振ふり返る。

　最初に彼女が頭を下げたのは、牧原先生だった。

「……ありがとう、ございました」

「何がだ？」

「……役に、立ちました」

　柚子は赤く腫はれた拳を握ってみせる。

「うむ、いいパンチだった」

　その拳に、牧原先生が拳を当てる。

　なんだか男同士の友情みたいでカッコ良かった。実際、さっきの柚子のパンチの鋭するどさはそんじょそこらの男子にも出せないと思う。

「やったね、柚子！」

　やりきった表情の柚子に、雪伽と渚が同時に抱だきつく。まるで子供をあやすかのように柚子を撫なで回す女子たちに、柚子の顔が自然とほころぶ。

「……うん」

　彼女の顔はとても晴れやかで、満足そうだった。

　これで問題は一つ解決した──けど。

　何な故ぜだろう。

　さっきから胸むな騒さわぎが止まらないんだ。
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　何故だ。

　何故、私がこんな目に遭あっているのだ。

　それもこれも全部、高遠のせいだ。

　あいつはいつも私の出世を邪じや魔まするばかりだ。

　一年の時に面めん倒どうを見ようと思ったのが間ま違ちがいだった。

　あんな犯罪者予備軍は早々に切り捨てるべきだった。

　いくら発想が柔じゆう軟なんでプログラマーに向いていたとしても、意味がない。

　私にとって価値がない人間など、意味がないのだ。

　だが、今は全ての人間がそうだ。

「下平先生！　待ってください！」

　邪魔だ。

　私を追いかけるな。

　どこまで追ってくるのだ。

　こんなところで捕まるわけにはいかない。

「それ以上逃にげると、罪が重くなりますよ！」

　うるさい。

　魔法陣を描かくだけが取り柄えの、無能教師が私に命令するな。

　いいや、魔法陣だけじゃない。

　呪じゆ文もん詠えい唱しようも、悪魔学も、進学には必要ないものだ。

　もっと数学を学ぶべきだ。

　数学には答えがある。

　たった一つの答えを求める快感が、あのバカどもには分からないのだ。

　ああ、私は逃げなければならない。

　数学の楽しさが分からない馬ば鹿かどもに捕まってはならない。

　もっと速く走れ、私。

　私の人生はここで終わってはならないのだ。

　息が荒あらくなる。

　足が鉛なまりのように重い。

　普ふ段だんから鍛きたえている教師たちには、どうやっても勝てない。

　もっと動け。

　逃げなければ。

　ああ、めまいがする。

　目の前がぼやけている。

　そこをどけ。

　私に道を開けろ。

『────？』

　なんだ。

　今、お前はなんと言ったのだ。

『──助かりたいですか？』

　当たり前だろう。

　私は高遠にハメられたんだ。

『どんな手を使ってでも、助かりたいですか？』

　何度も言わせるな。

　私はこんな所では終われないんだ。

『では──契けい約やくしましょう』

　目の前が真っ暗になる。

　私の口が、勝手に動く。

　漏もれてくるのは、契約の言葉。

　この契約が完かん了りようすれば──私は助かる。

　もう、誰だれにも止められない。

『そうです。あなたを止める者はいなくなる。人間からも──生への執しゆう着ちやくからも』

　ああ──暗くて、気持ちがいい。

『あなたに、月光の祝福があらん事を──』




　　　　＊




　小さく床が揺ゆれた。

　どこかで誰かが大規模天使召しよう喚かんをやっているのかと思ったが、そうではない。窓の外の異変を見れば、誰だって分かる。

「おい月斗！　あれ見ろよ！」

　ボブに肩かたを摑つかまれ、窓の外を強ごう引いんに見せられる。そんな事をする必要もなく、職員室にいる全員が気づいている。

　空の色がおかしいのだ。

　先ほどまで青空だったのに、今は紫むらさきがかっている。まるで空にひとしずく、黒い絵の具を垂らしたような──

「む……？」

　近くにいた校長先生がケータイを取り出す。激しく鳴るケータイを黙だまらせ、耳に当てる。すぐに校長先生の表情が変わった。

「なんですって!?」

　何が起きたか、聞かなくてもだいたい分かる。

　少なくとも、良い知らせではないだろう。

「……悪あく魔まだ」

　呟つぶやいたのは、大山さん。

「分かるんですか？」

「ああ。長年この仕事をやっていると、肌はだで分かる」

　大山さんも窓の外を見ている。方角が分かるのか、その目は東の方を凝ぎよう視ししていた。確かあちらには、故障した結界発生装置があったはずだ。

「皆みなさん！　悪魔の襲しゆう撃げきです！」

　ケータイを切った校長先生が、職員室全体に聞こえるように叫さけんだ。

「何者かが東の結界発生装置に魔ま法ほうをかけたようです！」

「なんですって？　そんな馬鹿な！」

　一人の教師が反論する。

「あそこは修理中です！　そのため退たい魔ま士しにもお願いして警備は厳重にしてあったでしょう！　よほどの事でもない限り、壊こわれるなんて！」

「それが、よほどの事のようです」

　校長先生の答えは簡潔だ。

「何者かが上級悪魔との契約を交かわしたみたいで──強力な契約によって、装置全体をシャットダウンする呪のろいがかかっているようなのです」

「そんな馬鹿な！　あの織天使級の結界を止めるなんて、そんな契約を交わしたら召喚者の命は無事では済まない！」

「つまり、命をかければ止められるという事だ」

　冷静な大山さん。

　この七星降こう霊れい学園で、そんな馬鹿なマネをする人間なんて──

　そう思い至った時、僕だけでなく、全員が気づいたようだ。

「……下平」

　柚子の呟きは、もはや諦てい観かんの感情しか込められていない。

　教師たちも悔くやしそうに俯うつむいている。

　誰も柚子の言葉を否定しようとしない。

「馬鹿な事を……！」

　牧原先生が拳こぶしを強く握にぎる。

　沈しずんだ空気が職員室に溜たまりそうになった時、

「皆さん、悲しんでいるヒマはありませんよ」

　校長先生が手を叩たたいて目を覚まさせてくれた。

「さ、動いてください。本当に忙いそがしいのはこれからです」

　切り替かえが早い人だ。

　そうだ、結界が壊された事を悲しんでいる場合ではない。

　むしろこれは開戦の合図だ。

　大きな音が外から聞こえてきた。そして強い光も見える。

　武器がぶつかる音だ。銃じゆう声せいや剣けん戟げきの音に混じって、誰かの叫び声。

「退魔士が、戦ってる──」

　音だけでなく、目でも確かく認にんできた。

　紫むらさき色に染まる空の向こう側に、いくつもの黒い点が。

　カラスのように編隊を組んで飛来するのは、空を飛ぶ悪魔の群れ。その数は指では数え切れない。コウモリの翼つばさを生やした人間のような悪魔、ガーゴイル型だ。

　何十、いや何百という悪魔が向かってくる。

　その群れが爆ばく発はつする。退魔士が長ちよう距きよ離り攻こう撃げきを仕し掛かけたようだ。爆発の中心にいた悪魔たちが粉々に砕くだけて散っていく。が、その周囲の悪魔は意に介かいさず襲おそってくる。その勢いは止まる事がない。

　戦いは空中だけじゃない。悪魔はどこにでも現れる。

　爆発音が聞こえる。校舎が揺れている。すぐ近くで戦せん闘とうが始まった証しよう拠こだ。

　僕たちのケータイが震ふるえる。

　学内の緊きん急きゆう放送だ。

『現在、悪魔が学園内に侵しん攻こうしている！　生徒は教師の指示があるまで、その場でチームごとに固まって行動するように！　けっして単独で行動するな！』

　雅の声だった。自分の端たん末まつから全校に伝えている。

　すぐにバイクの駆く動どう音が聞こえてきた。クラスＳが出動しているのだ。退魔士のバイクよりも音が軽いのは、排はい気き量が違ちがうからだろう。

　戦いの音は、やがて各所から流れるサイレンの音にかき消される。

　けたたましく鳴り響ひびく緊急警報は、僕らに焦しよう燥そう感を与あたえ、行動を促うながしているようにも聞こえる。

「お前たち！」

　命令を下したのは、牧原先生。

「これから私たちは戦えない教師を避ひ難なんさせる！　戦える教師はそれを護衛しながら、指揮校舎へ向かう！　それを手伝え！」

「はいっ！」

　意味を理解する前に、僕は返事をした。

　指揮校舎とは、この隣となりにある大きな建物だ。戦闘における学園の最終防衛ラインのようなもので、中には結界の管理室や放送室などがある。ケータイなどの通信手段が発達した現在、ここを破は壊かいされたら終わりというわけではないが、指示系統はバラバラになるだろう。

「すみませんが、よろしくお願いします」

　校長先生は僕ら生徒に頭を下げる。

　卑ひ屈くつではなく、礼れい儀ぎ正しい真しん摯しな態度が窺うかがえ、僕らのやる気が上がる。

「先生方も、よろしくお願いします」

「はいっ！」

　戦える先生たちがケータイを取り出し、召喚ソフトを起動する。

「召喚コール！」

　簡易召喚で呼ばれた天使は、鎧よろいの形をしていた。

　甲かつ冑ちゆうのようなそれは先生たちの身体からだに張り付き、同化する。白いロボットのような形になった先生たちが、天使を召喚していない先生を囲むようなフォーメーションを作る。僕らもその輪の中に入らされた。

「召喚コール」

　牧原先生も天使を召喚したが、こちらは鎧ではなく、ボールのような形だった。確か手しゆ榴りゆう弾だんのように爆発するタイプだったはず。牧原先生らしい。

「では、行きましょう。生徒たちを守らねば」

　落ち着いた校長先生の声。

　他ほかの先生に守られてはいるけれど、僕らにも戦う意志はある。

　いや、意志など関係ない。

　もうすでに戦闘は始まっているのだ。

　鳴り続けるサイレンの音が、僕の気持ちを駆かり立てていく。







　あちこちでピシピシと音がする。ラップ音のような高い音は、結界が壊れる音だ。学園の結界が壊れているのではなく、その後に張った退魔士の結界が壊されているのだ。即そく席せきのバリケードのようなもので、一時的にしか効果がないらしい。

　それでも結界を何重にも合わせて張れば、堅かたくなる。少しでも悪魔の侵しん入にゆうを食い止めようとする退魔士には、感謝してもしきれない。

　悪魔がこれ以上襲ってこない事を祈いのりつつ、僕らは先生たちと一いつ緒しよに渡わたり廊ろう下かを走る。三階を結ぶ渡り廊下は、校舎と校舎を繫つなぐ橋のようなもの。

　あと少しで指揮校舎に渡れる──

　そう思った時、非情な現実が形となって現れた。

　壁かべに無数の黒い穴が開き、悪あく魔まが侵入してきた。

「とうとう校内まで──！」

　鎧で武装した先生たちが前に出る。

　が、外から侵入した悪魔は前だけでなく、後ろにもいる。黒いゲートからやってきたのはガーゴイル型、人じん獣じゆう型、精せい霊れい型、不定型──様々な種類がいる。パッと見た限り、どれも低級悪魔だ。

　数だけなら低級悪魔が一番多い。ピラミッドの最下層にいる悪魔たちは、こういう大規模な戦いの主役。つまり兵隊だ。それでも一体一体は生身の人間より強い。

　けど、これなら僕たちでも戦える。

　ケータイを操作して、天使を召しよう喚かんしようとする。

「ぐあああああああああっ！」

　が、僕たちよりずっと強いはずの先生の鎧が砕け散った。

　攻こう撃げきしたのは低級悪魔──じゃない。

　その背後に控ひかえていた悪魔が、黒い風のような刃やいばで斬きりつけたのだ。

「あれは──！」

　人間の女性型の悪魔。

　扇せん情じよう的な格好をしていて、なお恐おそろしく感じる上級悪魔。

「ゼノン……！」

　僕の呟つぶやきが聞こえたのか、ゼノンは小さく頷うなずく。

　彼女の隣には、やはり月光商人がいた。

「気をつけて！　上級悪魔です！」

「なんだって!?」

　僕が叫さけぶと、先生たちが動どう揺ようする。

　普ふ通つう、上級悪魔は滅めつ多たに人前に現れない。軍団を指揮する立場が多いので、敵てき陣じんの最さい奥おうにいる場合がほとんどだ。だからプロの退たい魔ま士しでも上級悪魔と戦った事のある人は少ないのではないか。

　でも、今ここにいる理由は分かる。

　きっと学園の指揮官である、校長先生を殺しに来たんだ。

　最強の戦力をぶつけて、一気にカタをつけるつもりか。

「そこにいたのか、アバドンの使い手。ちょうどいい」

　ゼノンは一歩ずつこちらに近づいてくる。

「指揮官を潰つぶすついでに──いや」

　ゼノンは立ち止まると、僕と雪伽を交こう互ごに見た。

　彼女の周囲に黒い風が生まれる。その近くにいた低級悪魔に切り傷ができる。部下である悪魔にも構わず、ゼノンは魔ま力りよくを放射する。

「花村天あま人との子供。ここで確実に殺しておく」

「えっ!?」

　どうしてそこまで僕らを狙ねらうのだろう。

　だって、カグラを消したのは彼女たちじゃないか。

「何を不思議がる。人間の世界でもあるだろうが」

「……？」

「獅し子しという動物は、他のオスからメスを奪うばう時、その子供を皆みな殺ごろしにする。反乱する可能性のある因子を全すべて排はい除じよし、後こう顧この憂うれいを絶つ。動物に限らず、人間もやる事だ。根絶やしという言葉もあるくらいだからな」

「そういう事か──」

　つまり彼女は、僕らが将来復ふく讐しゆうする可能性を恐れているんだ。

　──その通りだ。

　僕らは必ずゼノンとサージ＝ルークに復讐する。

　たとえカグラがいなくても、いつか強くなって倒たおしてみせる。

「させないよ、ゼノン」

　僕はケータイを開き、召喚の準備をする。

「僕らは生き延びる。滅ほろびるのは君たちだ」

　新しい召喚ソフトは、とてもスムーズに動いてくれる。

　今までよりもずっと強い天使を召喚できるようになった。これまでは下位の天使しか召喚できなかったけど、今は上位の天使が呼べる。

「人魔刻こく呪じゆ法ほうに基もとづき、アッシャーの９段階、アツィルトの７段階を注入、残りは省略。降こう霊れい規則第一条二項こうに基づき、七星降霊学園二年クラスＸの花村月斗が召喚詠えい唱しようシステムを実行する……！」

　耳に聞こえないくらいの多重高速詠唱がスピーカーから流れる。

　同時に僕の身体の魔力が失われていく感覚。

　カグラがいなくなるまで、日常的に体験していたこの感覚。

　天使が、降りてくる。

「其そは大いなる盾たてにして、霊れい界かいの守護者、その力の片へん鱗りんを示せ！　召喚コールっ！」

　ケータイが光り、僕の身体が変化する。

　左手を基点にして、僕の全身に鎧が生まれてゆく。白い鎧は全身を覆おおうわけではなく、腕うでと胸、そして下半身だけに展開される。そのためとても動きやすい。

　同時に僕の左ひだり腕うでは、巨きよ大だいな盾になる。自分の身長より大きな白い盾だ。

　この大きさなら、どんな悪魔の攻撃でも防げる気がする。いや、きっと防げる。

「すごい……にぃちゃん、カッコいい！」

　後ろで雪伽が喜んでいるが、同時にケータイを取り出して召喚ソフトを起動している。これと同じような装備は、全員が使えるのだ。

「よーし、私も！　召喚コール！」

「召喚コール！」

　クラスＸの仲間たちが次々に天使を召喚する。

　僕と同じような鎧だ。ただし雪伽と渚、そして柚子といった女子の鎧は造りが異なっている。制服ごと再マテリアル化しているせいか、ずいぶん露ろ出しゆつ度どが高い鎧だ。胸から腰こしにかけて大きく開いている。
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「わー、みんなもカッコいい！」

　そう言う雪伽も充分カッコいいよ。

　それに良くなったのは見た目だけじゃない。

「いくよっ！」

　まず渚が走る。彼女の踏ふみ込みに合わせて、靴くつの部分が大きく揺ゆれた。床ゆかを蹴ける動作が強化され、渚のダッシュが見えなくなる。

「はあぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　渚のナイフの形状も変化していた。短たん剣けんというより、狩しゆ猟りようで使うククリナイフのようなブーメラン型のナイフ。それが振ふられる度たびに、低級悪魔が消しよう滅めつしていく。こちらの攻撃に気づいた低級悪魔が反はん撃げきするが、すでに渚は移動している。

　プロの退魔士という事を差し引いても、あの動きにはついていけない。

「……フン」

　同じく柚子の天使も猛もう威いをふるっている。

　魔力の消費量を抑おさえた新システムを使い、彼女は位の高い天使を召喚したりせず、使い慣れたいつもの天使を召喚していた。

　それも大量に。

　ロープ、地じ雷らい、まきびしなどの単純だけど強力な天使をどんどん召喚し、悪魔の進路に置いておくだけ。渡り廊下という狭せまい空間で、ただ突とつ進しんするだけの悪魔は全ての罠わなにひっかかり、転んでしまう。転んだ悪魔に躓つまずいて別の悪魔が転び、大だい惨さん事じになっていた。

「うぉおおおおおおおおっ！」

　そこへボブの一いち撃げきが炸さく裂れつする。

　僕のような重じゆう厚こうな鎧よろいを着ているが、その手に持っているのは──数珠じゆず？

　いや、球体を繫げた天使だ。ああいう形の天使も存在するのか。

「ノウマク、サンマンダ、バザラダン、カン！」

　ボブが真言を唱えると、数珠に叩たたかれた悪魔が爆ばく発はつしてゆく。あれも普ふ段だん使っている数珠や五ご鈷こ杵しよと同じように、自分の魔力を相手に流し込むタイプなのか。最新式の天使なのに、戦い方は古式退魔術オールドエクソシズムのままなんて。

　さらにトドメと言わんばかりに、雪伽の銃じゆうが唸うなりを上げた。

「いっくよー！」

　白いガトリングガンが回転しながら弾たまを吐はき出す。秒間数千発の弾だん丸がんが悪魔を貫つらぬき、その身体からだを塵ちりに変えてゆく。地上空中問わず、延長線上にいる全ての悪魔が掃そう除じされていく。

　雪伽の天使も強い。すごい威い力りよくだ。

　──けど、正直、新しん鮮せんではない。

　カグラの銃なら、もっと強かったはず。

　ダメだ、今はそんな事を考えている場合じゃない。

　これでも低級悪魔を倒すには充じゆう分ぶんな威力なんだ。できる事から始めるって決めたんだ。今は天使でこの場を凌しのがないと。

「さあ、今のうちです！　先生方！」

　低級悪魔を蹴け散ちらし、道を作る。

　非戦せん闘とう員の先生が渡わたり廊ろう下かを走り、指揮校舎まで逃にげていく。それを守るように他ほかの先生も付き添そっている。

　が、まだ戦いは終わっていない。

　指揮校舎へ向かう渡り廊下には、まだゼノンと月光商人が残っている。

　ゼノンは好戦的な笑えみを見せているが、最初に現れた地点から動いていない。低級悪魔がやられるのを黙だまって見ていたわけか。

「ほう、今時の子供もまともに戦えるのだな」

　むしろ感心した様子のゼノン。

　そして片手を横に伸のばし、

「行くがいい。お前たちには興味がない。興味があるのは、そこの二人だけだ」

「…………！」

　ゼノンはずっと僕たちを見ていた。

　戦っている先生たちすらも意に介かいしていない。

「馬ば鹿かに……するなっ！」

　一人の先生がゼノンに殴なぐりかかる。

　が、その拳こぶしはゼノンの指一本で止められた。さっきの柚子のパンチよりずっと速くて重い拳は、上級悪あく魔まが無造作に出した指以下の威力なのだ。

「聞こえなかったか、人間？　あの子供だけを殺せばいいと言っている」

「生徒が殺されるのを、黙って見過ごせるか馬鹿！」

「うおおおおおおおっ！」

　他の先生もゼノンに躍おどりかかる。

　ダメだ、先生だけじゃ勝てない！

「雪伽！」

「うん！」

　雪伽のガトリングガンがゼノンに向けて発射された。無数の弾丸がゼノンに浴びせられ、床が削けずれて煙けむりが生じる。

「はああぁぁぁぁぁっ！」

「死ね悪魔ぁぁぁぁっ！」

　その煙の中に、渚とボブも飛び込んでいった。

　この場における戦闘員が全員、たった一人の上級悪魔に向かっていく。

　が、ゼノンはそれでも強かった。

　先生の拳を払はらい、渚のナイフを避よけ、ボブの数珠を弾はじき、さらに雪伽の銃じゆう弾だんを受け止め、別の先生の剣けんを摑つかんで落とす。ほぼ同時に攻こう撃げきしたはずなのに、丁てい寧ねいに捌さばかれていく。時間の流れすら違ちがっているかのようだ。

　ただ、ゼノンの言葉はウソではなかったようで、指揮校舎に逃げていく先生たちを追いかけて殺そうとはしなかった。ずっとあの位置から動いていないのだ。

　やがて雪伽の銃が生み出した煙が晴れても、ゼノンはその場に立っていた。

　反対に襲おそいかかった全員が倒れている。

　ゼノンの手には、血の付いた鎧の破は片へんが握にぎられていた。

「……さて。そろそろいいか？」

　まるで意に介していない。虫にでもたかられたように、小さな不快感を露あらわにしただけだ。ゼノンは髪かみの毛を払うと、僕たちに向かって一歩踏み出す。

　強い。やっぱり上級悪魔はレベルが違う。

　こんな悪魔に立ち向かえるとしたら──

「すまん、諸君！　待たせた！」

　背後から聞こえる声と、足音。

　振り向むくと、大山さんがいた。

　そして、彼女の後ろに控ひかえている十人ほどの人間。

　彼らは退たい魔ま士しに良く似た制服を着ていた。白を基調とした、シンプルなもの。ベルトには同じＰＤＡ端たん末まつが装着され、それ以外の装そう飾しよく品は見られない。まるで儀ぎ式しきを行う神官のような衣装。

　僕には、それが懐なつかしいと感じられた。

　あれこそ、日本で最強の人間たち。

　僕の父さんと母さんが所属していた集団。

「ＸＸｉｓｔエクソシスト部隊──！」

　顔は知らないけれど、その強さと実績は誰だれもが知っている。たった一人で上級悪魔とも戦えると言われている、対悪魔用人間兵器。

「月斗くん。雪伽ちゃん。大きくなったな」

　大山さんの隣となりにいた男の人が笑う。

　鍛きたえられた胸むな板いたとは対照的に、理知的な顔をした人。そうだ、この人は今のＸＸｉｓｔ部隊の隊長だ。かつて、父さんと母さんの部下だった人だ。何度か新年の挨あい拶さつに来た事があるから覚えていた。

「一いつ斉せい掃そう射しや、構え」

　笑いながらも、その男の人は片手を挙げる。

「撃うて」

　抑よく揚ようのない声と同時に、銃じゆう声せいが轟とどろいた。
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　ＸＸｉｓｔ部隊の前列にいた数人が、拳けん銃じゆうを撃っただけだ。雪伽のガトリングガンのように派手さはなく、淡たん々たんとしている。

　が、威力は凄すさまじかった。弾丸がゼノンの身体に当たると、そこから白い光が漏もれ、爆発したではないか。大きな光に目を覆うが、輝かがやきの向こうでゼノンが苦しがっているのが分かる。

「おのれ……人間め！」

　ゼノンが手をかざす。

　そこに黒い魔ま力りよくの塊かたまりが生じ、こちらに向かって放とうとする。

　が、ＸＸｉｓｔ部隊の銃は止まる事はない。弾丸が爆発を生じさせ、ゼノンの狙ねらいをも狂くるわせている。こちらに照準が合わず、ゼノンは不快そうにしている。生み出した黒い塊を盾たて代わりにして弾だん丸がんを防いでいる。

「さぁ、君たち。ここは私たちに任せて逃げなさい」

　男の人が、僕の背中を叩たたく。

「また後でご両親の話をしよう。だが今は生き残る事が最優先だ」

「は、はい！」

　優やさしい声とは裏腹に、ゼノンへの攻撃は容よう赦しやがない。

　これなら脇わきを通り抜ぬけて指揮校舎まで逃げられるか。

　──あれ。

　そう言えば、月光商人はどこへ行ったのだろう。

　先ほどから姿が見えないけど、まさか逃げたのか。

　でなければ、すでに指揮校舎の中に入っているのか。あそこで破は壊かい工作をしているんじゃないだろうか。

　急がなきゃ！

「すみません、ありがとうございます！」

　僕は自分の盾を降ろし、頭を下げる。

「みんな、行こう！　ここは任せよう！」

　クラスＸのみんなに指示を出して、僕は走り出す。

　先生たちも傷つきながら立ち上がり、指揮校舎へ向かって走り出した。ＸＸｉｓｔ部隊がいるなら、ここは全面的に任せて大だい丈じよう夫ぶだ。

「月光商人を捜さがさないと──」

　攻撃を受けているゼノンの脇を通る。

「くそっ……！」

　ゼノンは僕に向かって手を伸のばす。

　が、ＸＸｉｓｔ部隊の攻撃のせいで、それすらもやっとの状態だ。常に爆ばく発はつし続けているゼノンの身体からだは、それでも綺き麗れいなままだけど。

　僕はゼノンを見た。

　今はまだ、勝てない。

　──けど、すぐに戻もどってくる。

「……？」

　僕を見るゼノンの表情が変わった。

　怒いかり、ではない。

　困こん惑わくしている……のだろうか。

　そうじゃない。ゼノンは僕を見ていない。

　僕の後ろの──窓？

　離り脱だつ中によそ見をするのはどうかと思ったけど、ゼノンの表情が気になって、つい僕は背後の窓を見てしまった。

　紫むらさきがかった空では、まだ飛行する悪あく魔まの群れが退魔士と戦っている。爆発をかいくぐって地上に降りる悪魔を迎げい撃げきする構図だ。

　空の爆発の中に、異様な点が見えた。

　黒い、塊。

　それは闇やみに染まっているのに、太陽のような輝きを放っている。

　あれはゼノンが出した塊と同じもの。攻撃用の魔ま法ほう球体だ。

　空高く浮うかぶその塊の真下には、人ひと影かげ。

　遠目からでも、分かる。

「サージ＝ルーク……！」

　彼は、こちらを見ていた。

　僕らがいる、渡わたり廊ろう下かを。

　その黒い球体を振ふりかぶり──

　投げる。

　避よける事も防ぐ事もできなかった。

　僕の視界が暗くなる。

　声すら上げられないまま、身体が大きく揺ゆさぶられる。

　最後に聞こえてきた大爆発の音とともに、僕の意識は途と絶だえた。
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　途と切ぎれそうになる意識を、頭を振って呼び戻す。

「はっ!?」

　僕は瓦が礫れきの上にいた。

　渡り廊下が爆ばく破はされ、外に投げ出されたのだ。周囲には破壊された校舎の残ざん骸がいと、悪魔で埋うめ尽つくされた空しかない。指揮校舎は無事だが、隣となりの校舎は半分消しよう滅めつしていた。

「雪せつ伽か！」

　隣にいない妹を呼ぶ。

「にぃちゃん！」

　瓦礫の山やまを押し上げて、雪伽が出てきた。気絶している銀ぎん河がの身体を持ち上げている。雪伽が無事なのも、男子の身体を持てるのも、その鎧よろいのおかげだ。柚ゆ子ずが命を救ってくれたようなものである。

「柚子！」

　呼びかけるが、こちらは返事がない。

「渚なぎさ！　ボブ！　大丈夫!?」

　僕の声だけが空むなしく響ひびく。

　みんな生きているだろうか。この天使の鎧があれば死ぬ事はないと信じたい。あれだけ強い爆発だったのだ。違ちがう方向へ吹ふき飛ばされてしまったのだろう。

「雪伽！」

　僕は雪伽に駆かけ寄ると、銀河の身体を瓦礫から救い出して背中に担かつぐ。この天使の鎧は筋力も増強してくれるらしく、簡単に人間を担げる。

「にぃちゃん、他ほかの人と合流しよう！」

「うん」

　僕ら二人で銀河を守り切る自信はない。こういう時、絶対に単独で行動するなと、雅みやびも放送で言っていた。

　近くに退たい魔ま士しがいるはずだ。もしくは大おお山やまさんとＸＸｉｓｔエクソシスト部隊の人も。彼らと合流できれば生存確率はグンと上がる。

　空を見ると、戦いはまだ続いていた。悪魔の群れに退魔士が攻こう撃げきを加えている。中には飛行モジュールで空を飛び、悪魔を叩き落としている退魔士もいる。

　悪魔に見つからないよう、素す早ばやく慎しん重ちように移動しなければ。

「ゲッ……ゲゲゲ」

　しかし、悪魔はどこにでも現れる。

　僕と雪伽の前に、すでに十体以上の低級悪魔が姿を現していた。壊こわれた校舎の角から集団で走ってくる。

「ニ……ニンゲン、ダ」

「ニンゲン！」

　カエルのような頭をした悪魔が、手に持っている剣けんを振り上げる。それを真ま似ねして知能の低い悪魔たちが各おの々おのの武器を掲かかげる。

　こいつらなら、勝てる。

　僕は盾を取り出し、雪伽の前に立つ。

　守備と攻撃のフォーメーションは変わらないけど、今なら強力な天使で戦える。このくらいの数なら蹴け散ちらせる……はず。

「雪伽。もうちょっと引きつけて」

　生なま唾つばを飲み込み、僕は雪伽に合図する。

　あと数歩近付いたら、射しや撃げき命令を出そうと思っていたのだが。

「ククククククククッ！　そこか人間！」

　なんと低級悪魔たちの上から、人影が降ってきた。

　身体の質量以上のオーラが、そこにいた全すべての悪魔を踏ふみ潰つぶし、その体液を飛び散らせる。衝しよう撃げき波が僕の盾まで届き、吹き飛ばされそうになる。

　サージ＝ルークだった。

　細身の剣を構え、楽しそうに笑っている。

　同どう胞ほうである悪魔を踏み潰した事など、まるで意に介かいしていない。

「まさかあの程度で死ぬはずがないと思って、ずっと捜していたのだぞ！」

「捜していた……？」

　狙ねらいは校長先生ではなかったのか。

「どうして、僕たちを？」

「ゼノンも言っていただろう。天あま人とと地ち鶴づるの子供は、放ほうっておけば何をするか分からぬからな。後こう顧この憂うれいを絶たつために、今ここで確実に殺しておかねば」

　そのゼノンごと吹き飛ばしておいて、よく言う。

　もっともあの程度でゼノンが死んだとは思えないけど。

「私たちよりも、もっと強い人いるのに……！」

　震ふるえながら銃じゆうを構える雪伽。

「強さが問題ではないのだよ」

　サージ＝ルークが手を払はらうと、こびりついていた悪魔の体液が散る。黒いそれに混じって、人間のものであろう血も残っていた。

「要は我々悪魔にとって、どれだけ脅きよう威いとなるかだ。戦せん闘とうにおける強さが絶対の価値観ではない。人間のボードゲームでも、王を取った者が勝つのであろう？　この学園の王は配下に任せ、私は確実に脅威の芽を取り去ろう」

「……買いかぶり過ぎだよ」

「そう謙けん遜そんしているように見えるがな、少年」

　血のついた長い爪つめの先せん端たんを舐なめるサージ＝ルーク。

「その目のギラつきは抑おさえ切れていないぞ。切り札を隠かくしているな？」

　僕は答えない。

　しかしサージ＝ルークは何かを感じ取ったようだ。

「フッ──」

　無造作に細剣を振り上げる。

　そこに落下してきた渚の短たん剣けんが重なった。

「チィッ！」

　真上から攻撃を仕し掛かけた渚は、サージ＝ルークに防がれたと見るや否いなや、即そく座ざに離脱。距きよ離りを置いて数本のナイフを投げた。ブーメランのように回転しながら飛んでいくナイフに混じり、針のようにまっすぐ突つき進むナイフがある。あらゆる種類のナイフがサージ＝ルークに襲おそいかかったが、

「無む駄だだ」

　サージ＝ルークの手が閃ひらめくと、ナイフは全て叩たたき落とされてしまった。

　だが、攻撃はこれで終わりではない。

「おっしゃあっ！」

　ナイフに気を取られていたサージ＝ルークの背後から、ボブが組み付いた。サージ＝ルークは振りほどこうとするが、ボブは離はなさない。

　腕わん力りよくならおそらくサージ＝ルークの方が上だ。

　それでもボブの組み付きが外れないのは、彼の腕うでに巻きついているロープのせいだろう。

　あれは柚子が召しよう喚かんした天使だ。

　いつも使っているロープ型天使ではない。もっと太くて堅かたそうな材質でできている。ありったけの魔ま力りよくを使って召喚した、中位の天使だ。

　柚子の姿を捜さがす。

　僕らの背後だった。倒たおれた銀河を担いで、その場を離り脱だつしようとしている。僕と目が合うと、軽く手を挙げてスタコラサッサと逃にげていった。ちゃっかりしているけど、彼女たちの戦いは殴なぐり合う事じゃないからね。

「どうだ！　これなら外せねーだろ！」

　サージ＝ルークに抱だきついたボブの腕が光る。彼の攻撃は、自分の魔力を相手に直接流し込むというもの。悪あく魔まにとって有害な魔力を流されると、内部から爆ばく発はつするのだ。

「オラアアァァァァァァァッ！」

　ボブの腕からサージ＝ルークに魔力が流れ込んでゆく。

「くっ……！」

　反はん撃げきしたいだろうが、サージ＝ルークの身体からだは拘こう束そくされていて動けない。ボブは叫さけびながら、ありったけの魔力を注ぎ込む。

　が──

「どうした人間。それで全部か？」

「マ……マジ……か……！」

　ボブの顔が青ざめる。

　緊きん張ちようしたのではない。彼の体内の魔力がなくなっているのである。

　幼い頃ころから修しゆ行ぎようしてきたというボブの魔力は、普ふ通つうの人間の二倍近いと言われている。だからこそ使える戦法だったのだけど、サージ＝ルークが許容できる魔力量はそれを遥はるかに上回っていたのだ。

「着眼点は良い。その方法ならどの悪魔にも攻撃は通る。しかし殺すとなれば、その程度の魔力では不充分だ」

　サージ＝ルークはそっとボブの拘束を解く。

　まったく攻撃されていないのに、ボブの身体は崩くずれるように倒れていった。

「このぉっ！」

　渚がナイフで斬きりかかるが、サージ＝ルークはそれも身体を軽く動かしただけで避よける。そして無造作に渚の腕を摑つかみ、小さな挙動で振ふった。それだけで渚の身体はボールのように吹き飛び、壊れた校舎に激げき突とつした。

「渚！」

　雪伽が銃を撃うつ。

　しかしサージ＝ルークはそれを避けようともしなかった。サージ＝ルークの身体に弾だん丸がんがクリーンヒットするが、まったく効いていない。象に銀玉鉄てつ砲ぽうを撃っているかのようだ。

「それで終わりか？」

　サージ＝ルークの余よ裕ゆうに満ちた質問。

　それは、僕たちに精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうをさせ、実力の違いを見せつけてから殺すというサージ＝ルークのやり方。

　相手をより恐きよう怖ふさせてから殺す、悪魔の常じよう套とう手しゆ段だんだ。

「雪伽！」

　僕は後ろにいるであろう妹に呼びかける。

「今のままじゃ、こいつに勝てない！」

「どうするの!?」

「逃げて！　大山さんたちと合流するんだ！」

　そう言って、僕は天使の盾たてを構える。

　雪伽だけでも助けるんだ。

　僕は雪伽の兄で、クラスのリーダーだ。

　仲間を見捨てて逃げるなんて、できない。

「勇ゆう敢かんだな、少年」

　サージ＝ルークが手を叩く。

　本当は、とても怖こわい。でも逃げる訳にはいかない。

「しかし、無駄だ」

　サージ＝ルークの手から、何かが弾はじき出された。

　それは僕の頰ほおを掠かすめ、背後にいた雪伽の頭を撃ち抜ぬいた。

「……!?」

　その場に倒れる雪伽。

　彼女は前のめりに倒れていた。

　逃げ出さず、僕の後ろで戦おうとしていたんだ。

「お前が撃った魔力の弾たまを返しただけだ。そう驚おどろくな」

　倒れた雪伽に、サージ＝ルークの声は届かない。

　頭から血を流して倒れている。

　雪伽だけじゃない。渚も、ボブも、今すぐに助けないと。

　全員、殺される。

「どうした少年。守るのではなかったのか？」

　──守る。

　僕の役目は何だ。

　仲間の命を、この盾で守る事じゃないのか。

　なのに、今、立っているのは僕だけ。

　たった一人で生き残っている。

「……っ！」

　何をしているんだ、僕は。

　偉えらそうな事を言って、誰だれ一人守れないじゃないか。

「僕は……！」

　涙なみだが出そうになるのを、ぐっと堪こらえる。

　諦あきらめるな。

　僕が死んだら、それこそ終わりだ。

　最後の手段は、ある。

「まだ戦えるな、少年。次はどんな手で来るのだ？」

　僕はケータイを取り出し、召喚ソフトを起動する。

　新しい召喚をするために、僕は盾を消して無防備になる。

　まだ手は残っている。

　天使でダメなら──悪魔しかない。

　アップデートされた、召喚ソフト。

　僕のケータイだけに送信された、柚子からのメール。『あとでゆっくり見て』と題されたそのメールには、彼女の心こころ遣づかいが書かれてあったんだ。

　短い文面だけど、はっきり思い出せる。

『月げつ斗とと雪伽の分だけ、旧バージョンも残しておく。こっちの方が悪魔召喚がスムーズにできるはず。それから必要なデータも入れておいたから、役立てて』

　必要なデータとは、ある悪魔の情報。

　それさえあれば、あとはタイミングの問題。

『──それから、直接言えなかったから、メールで言っとく。ありがと。あなたのおかげで戦う勇気がわいた。この恩は忘れないから』

　僕だけに宛あてられた、柚子のメッセージ。

　──お礼を言いたいのは、むしろこっちの方だ。

　前に進む勇気をもらったのは、柚子だけじゃない。

　彼女の努力と気持ちを無駄にしないためにも、ここで成功させなくちゃ。

　僕は情報の通りにデータを入力する。

「アッシャーのゼロ段階、アツィルトのマイナス４段階、ブリアーのマイナス２段階、イエツィラーのゼロ段階を注入する──」

　ずっと考えていたんだ。

　殺されたんじゃない。

　ただ消えただけなんだと。

　悪魔はゲートから人間界へやってくる。つまりそれまでは、魔ま界かいにいるのだ。

　だから消えたのだとしたら、魔界に帰っている可能性が高い。

　そして召喚とは、魔界にいる悪魔を人間界へ引っ張り出す儀ぎ式しき。

「七ナナ星セ降こう霊れい学園二年クラスＸの花はな村むら月斗が召喚詠えい唱しようシステムを実行する！」

　だから僕は柚子に頼たのんだ。

　魔界から、引っ張り出す方法を。

　僕たちだけで戦える方法を探していた。

　そして出た結論は──

　消えてしまったカグラを再召喚する。

　この手で、カグラを摑み取るんだ。

「其そは奈な落らくの王にして、漆しつ黒こくの権ごん化げ。我が召喚に応じ、その契けい約やくを果たせ──」

　光るケータイに向かって、僕は心の底から望む。

「アバドン！」

　僕のケータイと雪伽のケータイが不協和音を奏かなでる。ごちゃまぜになった呪じゆ文もんがケータイを震ふるわせる。




　そして、何も起こらなかった。




　画面いっぱいに出るエラーの文字。

　ケータイの画面から光が消え、再入力を促うながす表示が出る。

「どうして……！」

　柚子のソフトでもダメなのか。

　魔ま王おうクラスの悪魔を呼び出すには、僕の魔ま力りよくでは足りないというのか。

　まだ──汚よごれ足りないと言うのか。

「ククッ……クククク」

　僕の攻こう撃げきをずっと待っていたサージ＝ルークが低い声で笑う。

「アバドンを召しよう喚かんして私を倒そうと言うのだな？　しかし無む駄だだ。アバドンは人間界に出るには儚はかなすぎる」

「儚い……？」

「アバドンは真の奈落。物質として現界するには、質量がないのだ」

　そういえば、あの時もサージ＝ルークは言っていた。

　カグラから天使を引きはがした時、質量を保てなかったと。

　だからカグラは消えてしまった。

　つまり──アバドンが人間界に来るためには、質量が必要なんだ。

　質量、つまり形ある器うつわ。

　だったら──

「アッシャーのゼロ段階、アツィルトのマイナス４段階、ブリアーのマイナス２段階、イエツィラーのゼロ段階を注入する──」

　僕は同じ起動コードを唱える。

　ケータイが再び光り、魔ま法ほう陣じんが映し出される。

「何度やっても同じだぞ、少年！　認めろ！」

「其は奈落の王にして、漆黒の権化。我が召喚に応じ、その契約を果たせ──」

　器がないなら、作ればいい。

　質量なんて、ここにあるんだから。

「アバドン──！」

　僕の呼びかけに応こたえるように、ケータイが輝かがやく。

　魔法陣が動き出し、呪文が低く唸うなりを上げる。

　ケータイの画面から黒い霧きりが噴ふき出し、僕の全身に纏まとわり付く。

　目、鼻、口、あらゆる穴から入り込んでくる。




　──摑つかんだ。




　熱い。

　全身に毒を流し込まれたようだ。

　だけど反対に身体からだはどんどん軽くなっていく。

　震える手からケータイが落ち、爪つめが黒く変色する。

「まさか少年、お前は！」

　ああ──

　熱い。苦しい。気持ち悪い。

　殺したい。

　悪あく魔まを、目の前の敵を、この手で貪むさぼりたい。

　身体が黒くなっていく。爪だけじゃない、手や足、吐と息いきすらも黒い。闇やみが僕の身体を喰くらい尽つくしているようだ。




「少年──お前は、アバドンを憑ひよう依いさせたのかっ!?」




　そうだ。

　召喚ができないのなら、憑依させればいい。

　少ない魔力で契約できる反面、肉体に大きな負ふ担たんがかかる。

　けど、それがどうした。

　僕の身体が壊こわれたっていい。

　雪伽たちを守れるなら、どんな手でも使うって決めたんだ。

『来い……サージ＝ルーク』

　暗く、低い僕の声。

　声すらも闇に吞のまれているようだ。




『僕が盾たてだ。お前の全すべてを、僕が引き受ける』




　黒く変色した手で、サージ＝ルークを招く。

　が、僕の身体はすでに動いていた。サージ＝ルークが来るよりも速く、彼の懐ふところに飛び込む。

　長い僕の爪が、サージ＝ルークの顔面を摑んだ。

「ぬおおおおおおおっ！」

　そして、引き倒たおす。

　地面にクレーターが生まれ、サージ＝ルークの顔面を摺すり下ろす。

「人間……いや、アバドン！」

　強ごう引いんに立ち上がるサージ＝ルーク。その爪で僕の腹を刺さし貫ぬく。

　背中まで爪が抜ぬけた感かん触しよくがした。

　だけど僕の腹から血は出ない。黒い霧が漏もれただけ。サージ＝ルークが爪を引き抜くと、腹の穴はすぐに塞ふさがった。

　痛みなどない。

　あるのは、殺意のみ。

『うおおおおおぉおおおおおおおぉっ！』

　本能の赴おもむくままに吠ほえた。

　そしてサージ＝ルークを摑もうと手を伸のばす。

「二度も同じ手は食わぬよ！」

　サージ＝ルークは素す早ばやく後ろに下がり、細さい剣けんを構える。

　僕の腕うでが届かないところから、剣を突つき入れられた。痛みはないが、肩かたの一部が雲のように消し飛んでいく。

　僕が前に出る度たびに、サージ＝ルークは下がる。

　苛いら立だつ。

　こんなにも殺したいのに。

『おおぉおおおおおおおっ！』

　もっと僕の手が長ければ、あんなヤツ簡単に潰つぶせるのに。

　──バカめ。

　頭の中に響ひびく声。

　──そうではないだろうが。やるならもっと上手にやれ。

　聞き覚えのある声。

　ええと、誰だれだっけ。

『はあっ！』

　サージ＝ルークに向かって伸ばした指が、本当に伸びた。まるで触しよく手しゆのように長くなった五本の指が、サージ＝ルークの身体を搦からめ捕とる。

「なっ！　う、動けぬ！」

　──そうだ、それでいい。

　頭の声が頷うなずいている。

　じゃあ、次はどうするの。

　──殺せ。

　分かった。

『おおおおおおおおおおっ！』

　触手に絡まったサージ＝ルークに向かって、僕は拳こぶしを振ふり上げる。

　人間の手ではない。悪魔の手なら、上級悪魔だって潰せる。

「おのれアバドン！　私はこんなところで死ぬ訳にはいかぬ！」

　そんなの、誰だって同じだ。

　誰だって死にたくないのに、お前たち悪魔は人間を殺すんだろう。

　悪魔に容よう赦しやはしない。

　僕は握にぎった拳をサージ＝ルークに叩たたきつけた。

「ぐああああああっ！」

　わずかに身をよじったサージ＝ルーク。

　しかし僕の拳はサージ＝ルークの半身を削けずり取った。まるで消え去ったかのように、サージ＝ルークの右半身が消失していた。

　すごい。これが悪魔の力なんだ。

「ぐあああああっ……！」

　苦しそうな声のサージ＝ルーク。

　そうだ。もっと苦しめ。

　お前が苦しめた人間の分、もっと苦しむんだ。

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　僕はサージ＝ルークに向かって、再び拳を振り下ろす。

　悪魔の命を摑み、握り潰すような感覚。

　僕の、アバドンの手が、目の前の全てを粉ふん砕さいする。

「６Ｋ；５５％％％％ｚ！」

　断だん末まつ魔まの悲鳴も、僕の耳には入らなかった。

　ただ、拳を何度も振り下ろし、上級悪魔だったものを黒い霧に変えていく。

　何度も、何度も。

　拳は止まらない。

　サージ＝ルークがこの世から完全に消しよう滅めつしても、拳が地面を打ち続ける。

　──そうだ、殺せ。

　頭の声に従う。

　──殺せ。

　殺すんだ。

　殺すって、誰を。

『おぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　訳が分からず、叫さけんだ。

　僕は、誰だ。

　何をしているんだ。




　どうして僕は──泣いているんだ。




　頭の中に黒い霧が混じっていく感覚。

　意識までが闇に吞まれていく。

　これが悪魔の侵しん食しよくなのか。

　いや、すでに侵食されているのか。

「そこまでだっ、悪魔！」

　後ろから、人間の声。

　剣を携たずさえた若い女の人間が、僕を睨にらんでいる。

　誰だっけ。

「これ以上、生徒を傷つける事は許さん！　『法王』の名にかけて、成敗する！」

　聞き覚えのある、凛りんとした声。

　僕に対して敵意を持っている声だ。

　──殺せ！

　頭の中の声に従う。

『おおおおおおおぉおおおおおおおおおっ！』

　僕は腕を振り上げ、目の前の人間に対して振り下ろす。

　──良いのか、月斗。

　頭の声が変わる。

　──あのクソマズい料理を作る娘むすめを殺すのか？

　こっちの声は、耳に良く馴な染じむ。

　カグラ。

　そうだ、カグラの声。

『おおおおおおぉおおおおおおおおおおおおおっ！』

　振り下ろす途と中ちゆうで、僕は腕を止める。が、間に合わない。

　僕の全身から触手が伸び、右手に絡みつく。攻こう撃げきしようとした右手の軌き道どうが逸それ、僕はバランスを崩くずす。

「はっ！」

　そこへ剣が突き入れられた。

　正確に僕の心臓を刺した細剣の持ち主は、憎にくしみの籠こもった目で僕を見る。

　この敵を殺さなきゃ。

　この人間を殺さなきゃ。

　──愚おろか者めが！

　違ちがう。

　──貴様は今まで何をやっていたのだ！　吾わが輩はいがついていないと、何もできないのだな、この人間は！

　そうだよ、カグラ。

　僕には君が必要だったんだ。

　──吾輩の力を求めた結果、欲しかったものはそれなのか？

　それ、とは。

　目の前の人間の、命。

『おおおおおおおおおおおぉおおおおっ！』

　涙なみだが溢あふれてきた。

　どうしてこんなに悲しいんだろう。

　僕は今、取り返しのつかない事をしているようだ。

　これ以上、身体からだを動かしちゃいけない。

　でないと、僕は──

『おぉ………………お…………姉ちゃ……ん…………』

　頭の中の黒い霧きりが、わずかに晴れた。

　目の前にいる人間の名を、必死で絞しぼり出す。

　殺しちゃいけない。

　僕は、この人を守らなきゃいけないんだ。

「月斗……ちゃん？」

『…………おぉ…………おぉぉぉぉおおおおお！』

　止まれ！

　もう殺さなくていいんだ！

　僕の身体は、どうやったら止まるんだ。

　この身体からアバドンを抜ぬくには、どうすればいい。

「憑ひよう依いさせたのね……！　それが月斗ちゃんの摑つかみ方なの」

　雅は僕から離はなれ、ケータイを取り出す。

「召喚コール！」

　雅の持っていた剣が消失し、代わりに彼女の全身に鎧よろいが装着される。さきほど渚や雪伽が身につけていたような露ろ出しゆつ度どの高い鎧だ。これなら僕の攻撃でも凌しのぎきれる。

　そして彼女は両手を広げて僕の前に立ちふさがる。

「いいよ、月斗ちゃん。全部吐はき出して。お姉ちゃんが受け止めてあげる」

『…………？』

「魔ま力りよくを全部出すの。そうすれば憑依も抜けるから」

　そうだった。憑依する対象の魔力がなくなれば、天使や悪あく魔まもエネルギーを失って出ていくはずだ。

　それなら、僕も──

『おおぉおおおおおおおおおおおおおっ！』

　咆ほう哮こうと同時に、僕の全身から魔力の塊かたまりが打ち出された。

　雅に当てちゃいけない。

　だけど制せい御ぎよができない。

　真上を狙ねらって吐き出したはずの魔力は、なぜか雅に向かって飛んでいく。

「くっ！」
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　上級悪魔を簡単に屠ほふった魔力を、雅は受け止めた。鎧だけじゃなく、盾たてまで持っている。剣けん以外も使えるからこそ「法王」を名乗っていられる。

　でも、このままじゃ──

『おおぉぉおおおおおおおおおおおおおお！』

　魔力だけじゃない。触しよく手しゆが全身から伸のび、その一本一本から黒い光線が射出される。無差別に吐き出される僕の魔力が、校舎の壁かべに穴を穿うがつ。

　その光線の一つが、雅に当たった。

「うううっ！」

　天使の鎧が欠ける。

　黒い光線に晒さらされた雅は、それでも倒たおれない。

　雅お姉ちゃんを、守らなきゃ。

　魔力を吐き出す度たびに、僕の意識はクリアになっていく。自分が今何をしているのか、理解し、そして対処しようと脳が働いている。

　だけど、身体が言うことを聞いてくれない。

『おおおおぉおおおおおおおおおおおお──』

　全身から噴ふき出す魔力のオーラ。

　オーラが生み出す風圧に、とうとう雅が倒れた。

「月斗ちゃん！　もう少し……！」

　倒れながらも、雅は叫ぶ。

　彼女の言う通り、僕の魔力がなくなっていく感覚が分かる。

　あと少しだけ──

　この力を、使う。

『おおおぉおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　僕は右手を上に向ける。

　上空にはガーゴイル型の悪魔が群れをなして飛んでいる。退たい魔ま士しが対空砲ほう火かを繰くり返しているが、その間かん隙げきを縫ぬって無数の悪魔が飛んできている。

　そこへ、僕は最後の魔力を射出した。

　黒い光線が空を裂さく。

　数秒のタイムラグを経へて、空が真っ黒な爆ばく発はつを生んだ。

　黒色の火球が周囲の悪魔を吞のみ込んでいく。

「…………ぁあ……」

　息を吐き出す。

　制御できた。

　ようやくまともに動いてくれた僕の手は、すでに肌はだ色いろに戻もどっていた。

　全身から黒い霧が抜けていく。

　──フン。

　最後に聞こえた、あの声。

　──なかなかのアクマっぷりだったぞ。

　楽しそうに笑う声は、それきり聞こえなくなった。

　気のせいじゃない。

　僕は今、確かにカグラと繫つながっていた。

　どこかにいるカグラの声は、確かに僕に向かって語りかけるものだった。




　カグラは、生きているんだ。




　黒い霧が全すべて抜けると、身体に苦痛がのしかかる。

　痛みと重みと寒気が同時に襲おそってきた。

「ぐっ…………ああぁっ…………！」

　気絶しそうな痛みを乗り越こえ、僕は走る。

　まだ倒れるわけにはいかない。

「雅お姉ちゃん！」

　僕は目の前で倒れている雅を抱だき起こす。

　鎧はあちこち壊こわれているが、よかった、生きてる。

「月斗ちゃん……」

「ごめん！　僕……！」

「よかったぁ……憑依が解けたのね」

　こんな時でも、雅は笑う。

　その笑え顔がおが余計に罪悪感をかき立てる。

「待ってて、今、銀河を呼ぶから……！」

　僕は周囲を見る。

　崩くずれかけた校舎は、ほとんど廃はい墟きよのようだ。人の気配がまるでない。サージ＝ルークにやられて倒れていたはずのボブと渚はどこへ行ったのか。

　まさか僕が殺して──

「にぃちゃん！」

　元気な雪伽の声に顔を上げると、全員立っていた。

　ボブも渚もいる。大ケガをしていたはずなのに、元気にこちらへ走ってくる。

「大だい丈じよう夫ぶ、今すぐ治すからね！」

　彼らよりも速くこちらにやってきた銀河。すでに彼の手には救急箱の形をした医い療りよう用天使が握にぎられており、それを見ただけで安心してしまった。

「銀河、僕より雅お姉ちゃんを！」

「もちろん！　レディファーストだよ！」

　声は元気だが、目は笑っていない。

　銀河は手早く雅の鎧を脱ぬがせると、患かん部ぶに天使の光をあてる。みるみるうちに彼女の傷が治っていく。こういう時、女性の患かん者じやが相手でも銀河はエロい目をしない。医療用天使を使っている時だけは真ま面じ目めなのだ。

「にぃちゃん！」

　顔が血で汚よごれた雪伽が抱だきついてきた。

「雪伽の方こそ、その傷！」

「うん、平気だよ！　痛いけど、まだ戦えるもん！」

　気き丈じように笑ってみせる雪伽。

「それに、にぃちゃんの方が危ないよ！　悪魔を憑依させてたでしょ！　汚お染せんは大丈夫なの!?」

「あ……うん」

　不思議な事に、身体からだが悪魔に蝕むしばまれている感覚はない。疲ひ労ろうや痛みはもの凄すごいけど、あの時に感じていたドス黒い感情は綺き麗れいになくなっている。

　だけど、僕の中に残っているものはある。

　──愚おろか者め。

　カグラの声だ。

　あの時、二つの声が聞こえた気がした。僕がよく知っているカグラの声と、それとは別の悪意に満ちた声。あれがアバドンだったのかな。

「にぃちゃん？」

「あ、ごめん」

　心配そうな雪伽に向かって笑う。

　ようやく笑顔になれた。

　そう、僕は摑つかんだ。

　結果として雅お姉ちゃんを傷つけたけど、カグラをこの手で摑む事ができたんだ。

「『法王』！　ご無事ですか!?」

　数台のバイクの音が近づいてきた。

　装そう甲こうバイクに乗っているクラスＳの面々だ。その手には天使の武器を持っており、まるで騎き士しのようだ。

「問題ない」

　銀河の肩かたを借りて立ち上がる雅。

　すでに「法王」として毅き然ぜんとしている。本当は身体に負ったダメージは深刻なはず。なにしろ上級悪あく魔まを倒したエネルギーを身に受けたのだから。

「全生徒に通達！　上級悪魔を一体撃げき破は！　指揮官を失った今、敵の戦力はバラバラになる！　掃そう討とう戦の準備に取り掛かかれ！　あと退魔士たちにもそれを報告しろ！」

「上級悪魔を倒した……？　まさか『法王』が？」

　クラスＳの一人が恐おそる恐る質問する。

　雅がどう答えるのかと思ったが、

「いや。殺したのはここにいる全員だ。それよりも伝令を急げ！」

「了りよう解かい！」

　今しがた来たばかりのバイク集団が、雅の命令でまた引き返していく。

　角を曲がって見えなくなると、雅は僕に向かってこう言った。

「上級悪魔を倒した子の暴走を止めたんだから、私の手て柄がらにもなるわよねぇ？」

「そ、そうなのかな？」

「フフ。冗じよう談だんよ。そんなのいらない」

　雅は笑っている。

　けど、その笑顔が変だ。

　まるで僕を睨にらんでいるような、怖こわい笑顔になっている。

「強くなったのねぇ、月斗ちゃん」

　それだけ言うと、雅は踵きびすを返して歩いていく。

「雅お姉ちゃん、どこへ行くの!?」

「戦うのよ。まだ悪魔はいるから」

「無む茶ちやだよ！　ケガしてるじゃないか！」

「それでも、戦わないと。私は『法王』だから」

　ようやく気づいた。

　子供の頃ころから、僕と雅は一度もケンカをした事がなかった。些さ細さいな言い争いはしたけど、ああやって持てる力の全てを出して戦った事は一度もなかった。

　悪魔の力を使った僕と、天使の力で戦った雅。

　力では僕の方が勝っていたけど、最終的に助かったのは雅のおかげだ。

　だけど雅にはそれが気に入らなかったらしい。

　誰だれよりも強くある、それが「法王」のプライドなんだ。







　ものの数分もかからず、学園は人間の叫さけび声で溢あふれ返った。

　悲鳴ではなく、歓かん声せいだ。

　そこからの猛もう攻こう撃げきは凄すさまじかった。生徒も退魔士も一丸となって協力し、学園に残っている悪魔を殺してゆく。サージ＝ルークを失った事で、悪魔の増ぞう援えんは来なくなった。やがて悪魔の血である黒い霧きりがそこらじゅうに立ち込め、空を暗く染め上げる。

　黒い霧に囲まれながら生徒たちは戦い続け、気がつけば夜になっていた。

　その頃には学園内に新たな結界が張られ、悪魔はほぼ消しよう滅めつした。

　だけど戦いが終わったという実感はまるでなかった。戦せん闘とうが終しゆう了りようしたと聞かされたのは、ケガ人で溢れ返る講堂で治ち療りようを受けている時だった。生徒の呻うめき声がそこかしこで聞こえる場所で「もう帰っていい」と言われても。

　たぶん、他ほかの高校ではこういう時には打ち上げなどをするのだろう。文化祭や体育祭など、大きなイベントが終わったら、クラスでパーッと騒さわいで楽しむのだと聞いた。

　けど、僕らはとてもそんな気分にはなれなかった。

　治療が終わると、先生たちから強ごう引いんに帰宅させられた。僕と同じように疲労でヘロヘロになっているクラスメイトに挨あい拶さつすると、ゾンビのように帰宅する。

　どこにも寄らずに家に帰り、そのまま雪伽と二人でベッドに寝ね転ころぶ。

　目を閉じて、また開いたら朝だった。

　それでも、疲つかれは取れなかった。







　三日間、学園は封ふう鎖さされた。

　結界の修理と、学園に残っている悪魔の調査のためだ。

　しかし「登校しろ」と言われても無理だった。疲労と筋肉痛でまともに歩く事すらできなかったんだから。

　僕は疲労で動けなかった。

　念のため病院に行って検査してもらったけど、悪魔の汚染はゼロ。降こう霊れい士しのお医者さんも驚おどろいていた。アバドンの憑ひよう依いで汚染ゼロというのは前ぜん代だい未み聞もんらしい。

　また学校へレポートの提出も求められた。アバドンの憑依に関する情報は貴重なのだという。貴重な三日間は、結局僕の事情でほとんど潰つぶれてしまった。

　アバドンの召しよう喚かんは、何度も繰くり返した。

　雪伽と一いつ緒しよに、召喚試験の再現もした。

　天使と一緒に召喚すれば、また混ざり合うのではないかと思ったんだけど──結果はダメだった。どうやってもカグラを再現する事はできなかった。

　学校を休んでいる間、クラスＸのみんなとケータイで連れん絡らくを取り合った。全員、大きなケガもなく、僕らと同じように疲労回復に努めているとのこと。

　基本は通話で連絡していたんだけど、柚子だけはメールの方が長かった。あの後、学園は閉へい鎖さしても柚子の自宅は戦争状態だったらしい。例のソフトの件で学園と退たい魔ま省しようが同時に押し掛け、詳しよう細さいを根ね掘ほり葉は掘ほり訊きいてきたと言う。つまり誰も下しも平ひら先生の言う事を信じなかったわけだ。

　柚子は観念して召喚ソフトに関かかわる全すべての資料を提出。犯罪スレスレというか、ほぼアウトなソフトだったが、退魔省からのお咎とがめはないそうだ。取引というわけだ。

　自分の功績をすべて退魔省に渡わたした柚子は、全部スッキリしたので、休日中は思いっきり遊ぶそうだ。メールの文面だけでも、楽しそうな表情が想像できる。

　そんな柚子からのメールにニヤニヤしていたら、雪伽に怒おこられた。何な故ぜだろう。

　もちろん嬉うれしいニュースばかりではなかった。

　休日の間に、あの戦いの被ひ害がいの詳細が明らかになった。

　校舎が二棟むね、施し設せつが四棟。

　退魔士が九名、生徒が十九名。

　悪魔によって、この世から消滅させられた。

　僕らは助かったけど、この戦いで人が死んだ。

　ついこないだまで同じ学園で学んでいた生徒が、死んだのだ。

　覚かく悟ごはしていた。

　もともと悪魔と戦うために、自由意志で学園に残ったのだ。

　もしもサージ＝ルークをもっと早く倒たおしていれば──なんて傲ごう慢まんな考えは、これっぽっちも湧わかなかった。ただ僕は生き残れた。雪伽が生きていて良かった。それだけが嬉しい。

　でも、悔くやしかった。

　学園に悪魔が来ると分かっていたなら、もっと手は打てたはずなのに。つまらない事件で後手に回ってしまった。

　──そして、それを招いた月光商人。

　黒幕である存在の姿は、とうとう見つからなかった。まぁ、これは当然とも言える。大山さんの話では、月光商人は学園に潜ひそんでいるらしい。つまり生徒か教師なのだから、戦いに紛まぎれてしまえば誰も気づかないのだ。

　そしてゼノンの姿も。

　てっきりサージ＝ルークがやられたら、次はゼノンが襲おそってくるのかと身構えていたのだけど、彼女も月光商人と共に姿を消してしまった。不利を悟さとったのか、それとも別の理由があったのか。

　どちらにせよ、まだ戦いは終わっていない。

　多くの謎なぞを残したまま、僕たちの戦いは続くのだ。

　そして、三日間の休日が明け──

「失礼します」

「失礼しまーす」

　僕と雪伽は、校長室の扉とびらを開いた。

　カーペットに描えがかれていたというマーキングは綺き麗れいになくなり、革かわ張ばりのソファと大きな机が存在感を醸かもし出している部屋だ。

「やあ、どうもどうも。お待ちしていましたよ」

　小太りの校長先生は、人の良さそうな笑え顔がおで僕たちを迎むかえてくれる。

「ささ、どうぞ座って」

　勧すすめられるままソファに座る僕と雪伽。妙みように腰こしが低い校長先生は、そのまま反対側のソファに座った。

「お招きしたのは他でもない、花村月斗くんと雪伽さんにお礼を言いたかったのですよ」

　校長先生はそう言って頭を下げた。

「四日前の戦い、私を守ってくださってありがとうございました」

「い、いいえ。そんな事！」

「私たち、そんな大層な事してません！」

　慌あわてて校長先生を制する僕たち。

「僕たちに命令したのは牧まき原はら先生です。お礼なら牧原先生に言うべきです」

「もちろん言いましたよ！」

　頭を上げてニッコリ笑う校長先生。

「あの場にいた人、全員にお礼を言いました。いくら職務とはいっても、助けてもらっておいて礼も言わないようでは人間として終わりですから」

「そうですよね……」

「大山さんや退魔士さんたちにもお礼を言いましたよ。それから、謝罪もね」

　そして校長先生はまた頭を下げる。

「今回の事件は、学校側の不ふ手て際ぎわが招いた事です。結界の不備に気づかず、退魔省とつまらない諍いさかいを起こしたせいで、大切なものを失ってしまった。いくら謝っても謝りきれない事です」

　学校を閉鎖していた三日間で、亡なくなった生徒の家に謝罪に行っていたと聞く。明日は僕らもお葬そう式しきに参列する予定だ。

　きっと同じ事を、亡くなった生徒のご家族にも言ったのだろう。そして次の朝礼では生き残った生徒にも。

「私たちは悪あく魔まと戦うために学んでいます。それなのに人間同士がつまらない争いを繰り広げていたせいで、そこに付け込まれてしまった。まったく恥はずかしいです」

「はい……」

　校長先生だけじゃない。退魔省の方にも傲慢な気持ちがあったと思う。どちらかが歩み寄れば、また違ちがった結末になったのではないか。

　後こう悔かいしても、始まらない。

　けど、やっぱり悔しいんだ。

「ですが悪い事だけではなかったです」

「え？」

「それは、この事件をきっかけに学園が一丸となってくれた事ですよ」

「あ……そうですね」

　全員、生き残るために必死だった。

　先生方も退魔士も、共に協力して悪魔と戦っていた。

　もっと早くそれができていれば。

「……それから、生徒もね」

「はい？」

「結界が壊こわれたと聞いて、学園から約二割の生徒が逃にげ出したんですよ。そして残る八割の内、私はさらに半分が学園を辞やめると予想しています」

「……そうかも知れませんね」

　実戦のストレスは、予想以上に精神を苛さいなむという。

　プロの軍人ですら、人を殺したらストレスで三割以上が現場に戻もどってこられなくなると聞いた。それほどの体験を、僕らは高校生のうちにしてしまった。

　隣となりで友達が悪魔に殺されるような環かん境きようを実感して、逃げ出したいと思わない人は異常だと思う。僕だって怖こわかったし、全てを捨てて逃げ出したいと思った時もあった。

　けど、決めたんだ。

「僕は、逃げません」

　それは雪伽を守るためでも、力があるからでもない。

「怖いけど、まだ僕にはやらなきゃならない事があるんです」

　僕の中に残った、わずかな手がかり。

　あのアバドンの魔ま力りよくを、もう一度引き出す。

　そうすればカグラを取り戻せるかもしれない。

「わ、私もですっ！　怖いけど、戦いますっ！」

　雪伽も身を乗り出して主張する。

「あはは……お二人の情熱は分かりました。ありがとうございます」

　校長先生は、三み度たび頭を下げた。

　そして笑顔のまま、こう続ける。

「うん、うん……素す晴ばらしいですね。我が校の生徒は。こんな状じよう況きよう下でも闘とう志しを絶やさない。いい子に育ってくれました。これなら──そう、悪魔の襲しゆう撃げきもプラスになったという事ですね」

　──えっ？

「苦難を乗り越こえ、弱者を排はい除じよして残った精せい鋭えいたち。彼らこそ次世代を担になう、最高の降霊士ですよ。どこに出しても恥ずかしくありません」

　校長先生の笑顔は、まったく崩くずれていない。

　ただ、さっきとは明らかに違う。

　まるで僕らではなく、その向こうの誰だれかに話しかけているような不気味さを感じる。

「教師の中からも反乱分子を排除できましたし……うん、これからの学園は楽しくなりそうです。どこまで育つのか見てみたいものですね」

　雪伽が僕の袖そでを摑つかんだ。

　彼女も恐きよう怖ふを感じているのか。

「はっはっは……いや、これからもよろしくお願いしますね、花村くん」

　最後にもう一度頭を下げ、僕を見る校長先生。

　その時には、さっきと同じ、普ふ通つうのおじさんの笑顔に戻っていた。

　しかし、その眼めの奥に暗いものが宿っているような気がして、僕は校長先生の顔がまともに見られなくなっていたのだった。







　エピローグ







　三日間の休日を経へて、学園は大きく変わった。

　校長先生は「半数は辞める」と予想していた生徒たちは、わずか一割しか出て行かず、逆に残った生徒はやる気に満みち溢あふれ、生き残るための授業をもっとしてほしいと先生に願い出るようになったのだ。

　そして先生方も従来のやり方では限界があると感じ、各教科ごとに職員会議を開き、大おお幅はばなカリキュラム変へん更こうが行われる事になった。

　そして、新しいカリキュラムを組むにあたって、もっとも先生たちを悩なやませたのは柚ゆ子ずの作った召しよう喚かんソフトだった。これまでとはまったく違う、強い天使を召喚できるようになったので、それに合わせた授業が必要になるのだ。

　なので、学校は再開したけど、しばらくは不安定な授業が続いた。

　むしろ混乱しなかったのはクラスＸだけだ。こういう時、牧まき原はら先生の授業はまったく変化しない。天使を使った授業がやりにくいなら、肉体を使った授業をやるだけの話。つまりいつものような軍隊顔負けの訓練の日々だった。

　クラスＸだってやる気はあるけど、来る日も来る日も体力トレーニングと戦せん闘とう訓練ばかりだと、さすがに疲つかれる。というかどれだけ鍛きたえても、常にギリギリ限界まで追い詰つめるメニューを組むのは、牧原先生の得とく意い技わざなのだ。

　まぁ、その分ご飯が美お味いしくなるのは否いなめないけど。

「いただきます！」

　昼休みになると、各自で作ったお弁当を食べる。

　カグラがいないから、ウチでは雪せつ伽かが作る事になった。僕も作ると主張したんだけど、雪伽に押し切られてしまった。

「はい、にぃちゃんあーん」

「あーん」

　普通の卵焼きだけど、美味しい。雪伽の料理の腕うでもだいぶ上達した。これもカグラの教えが良かったからだろう。むしろ復活してから雪伽のやる気はこちらに傾かたむいているような気もする。

「ずるい、せっちゃんばかり！　はい月げつ斗とくん、こっちも食べて！」

　そんな雪伽に対たい抗こうする渚なぎさ。彼女の料理の腕はもとから素晴らしいけど、こちらも日を追うごとに豪ごう華かになってくる。

「あ、美味しい。渚もやっぱり上手だね」

「当然！　あの悪魔になんか負けないからねっ！」

　僕がピーマンの肉にく詰づめを褒ほめると、渚も素す直なおに笑う。なんでもカグラが戻ってくるまでに料理の腕を上げて、吠ほえ面づらをかかせてやるつもりらしい。

　渚だけじゃなく、全員がカグラの帰き還かんを信じているのだ。

「けどよー渚。お前コレ、カグラに対抗するのは分かるけど、ピーマンに卵にエビフライって、全部月斗の好物じゃねーか？」

「うっさいなボブ！　アンタにはやんないよ！」

「ボクはいいと思うけど。あ、このハンバーグも美味しい」

　ボブに怒ど鳴なる渚の目を盗ぬすんで、彼女のお弁当を盗み食いする銀ぎん河が。

　いつの間にか、男女入り乱れての食事が恒こう例れいになってきた。雪伽や渚だけではなく、たまにボブも檀だん家かからのいただきものと称しようしてお菓か子しを持ってきたり、銀河も大量の漬つけ物ものを持参したりするのだ。

　そして今日は──

「……これ」

　珍めずらしく柚子が差し出すのは、リンゴの皿。

「……デザート」

「わぁ、ありがと柚子！」

　果物が大好きな雪伽が目を輝かがやかせている。

「ありがとう柚子」

　瑞みず々みずしくて美味しそうなリンゴに、僕も柚子にお礼を言う。

「……別に」

　彼女はいつものように目を伏ふせる。

　そして注意していないと聞こえないくらい小さな声で、

「……いつも、世話になってるし」

　それは、こっちのセリフだ。

　柚子がいなかったら、みんな死んでいた。あの上位の天使の鎧よろいに救われた生徒は僕だけではないはずだ。

「ありがとう」

　そういう意味を込めて、僕は同じ言葉を繰くり返す。

「…………」

　柚子は何も言わずに、ご飯を食べる。行ぎよう儀ぎの良い箸はし使いで、豪ごう快かいに肉を頰ほお張ばる柚子。口の中をいっぱいにしながら、それでも笑っていた。

「……美味しい」







　あの悪あく魔まの襲しゆう来らいから、色々なものが変わった。

　学園と退たい魔ま省しようも和解して、本当の防衛のために話し合う機会が設けられたという。生徒にとって安全な学園作りを目指してくれるらしい。

　そうは言っても、やっぱり学園で過ごすのは生徒だ。

　その生徒代表の雅みやびと言えば──

「んっふっふ、また私の勝ちだね」

　天使の剣けんをバトンのようにクルクルと回しながら笑っている。Ｔシャツにスパッツという動きやすい格好の雅は、健康的で美しい。

　放課後のトレーニングルームで、たまにこうして僕と戦闘訓練をするようになった。雪伽も一いつ緒しよに参加する時があるけど、目下のところ彼女はカグラに追いつくために料理を勉強する方が優先らしい。

「そりゃ雅お姉ちゃんには勝てないって」

「どうして？　あの時は勝ったじゃない」

「あれはアバドンを憑ひよう依いさせたからで……」

　このように、事あるごとに負けた恨うらみを僕で晴らそうとするのだ。雅は何がうれしいのか、毎日のように僕をいたぶっては楽しそうに笑っている。

「勘かん違ちがいしてるみたいだけど、月斗ちゃん別に弱くないよ」

「……そうかな」

　僕なんてカグラがいなければ、何もできない。

　現にこうして雅に勝つ事もできないじゃないか。

「なんて言うのかな、実戦経験があるから攻こう撃げきのタイミングが周りの人に比べて躊ちゆう躇ちよがないのよね。だからすごく参考になるの」

「そういうものかな」

「それに、練習するなら楽しい方がいいよ」

　そう言って雅は僕の頭を撫なでる。

　僕にとっては、この世で一番強い女性。

　だけど彼女にとっての僕って、どういうポジションなんだろう。

　聞いてみたいけど、ちょっと怖こわい。

「さ、休んだらもう一度！」

「あの雅お姉ちゃん、そろそろ終わりに……」

「何言ってるの？　まだ二十回しか戦ってないよ？」

　ある意味、牧原先生より怖い人だ。







　カリキュラムが大おお幅はば変へん更こうになった事で、僕らの授業も変わった。

「うわー、綺き麗れいだなー」

　窓の外から見える、動く景色。

「おい月斗！　見ろよ、海が見えるぜ！」

　座席の隣となりに座ったボブも子供のようにはしゃいでいる。五人がけの座席には僕とボブと銀河が並び、向かいの席には女性陣じんが座っている。

　全員、すでに天使の鎧を身に纏まとっていた。白く輝く鎧が大きく見えるのは、背中の翼つばさのせいだろう。

　僕らは学園の敷しき地ちにいる。

　ただし、上空三千メートルのヘリコプターの中だ。

「いいかお前たち！　天使の装着手順を一から確かく認にんしろ！　絶対にミスがあってはならないぞ！」

　こないだは地上での戦闘訓練、その次が水中での戦闘訓練。

　となると、残っているのは空中での戦闘訓練というわけだ。

　もちろん考案したのは牧原先生である。

「どうした高たか遠とお柚子！　手が震ふるえているのか！」

「……当たり前でしょ」

　憎にくしみの籠こもった目で先生を睨にらむ柚子は、機内のバーにしがみついたまま震えている。高所恐きよう怖ふ症しようなのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ、私を信じろ！　校舎の屋上から何度も飛んだだろう！」

「……信じられるわけないでしょ。アンタなんか大だい嫌きらい」

「何な故ぜだ！　私は下しも平ひら先生とは違ちがう！　生徒に対してウソを言ったり、成果を横取りするような人間ではないっ！」

「……私がアンタを嫌きらいなのは、ただ単純に厳しいから」

　まったくの正論に、柚子を除く全員がうんうんと頷うなずく。

「お前たちは厳しい私を嫌う。だが憎めばそれだけ学ぶ。私は厳しいが公平だ！」

　その通りだ。牧原先生は誰だれに対しても容よう赦しやしない。きっと初めての空中戦せん闘とうでも、手加減せずに攻撃してくるんだろうなぁ。

「にぃちゃん、ワクワクするね！」

　天使の鎧を着た雪伽が笑っている。相変わらず露ろ出しゆつ度どの高い鎧だけど、これが一番堅かたいというのだから、仕方ない。

「時間だ。ではこれより空中戦闘の訓練を開始する！　各自、降下してから組み手にかかれ！　制限時間は十分だ！」

　牧原先生がハッチを開くと、強い風が吹ふきこんできた。

　天使の鎧に組み込まれた飛行モジュールは、この高さから十分も飛べるのか。そんな武器が学生でも簡単に扱あつかえるのだから、これからの戦い方はガラリと変わりそうだ。

「ゴー！　ゴー！　飛べ！」

「うおおおおおおおおっ！」

「じゃ、お先に！」

　ボブと銀河は、躊躇ためらわずにヘリからダイブした。白い輝きが軌き跡せきを描えがいて落ちて行くのが見える。

「さー、行くよユズコ！」

「……やだ」

　渚が引っ張るが、柚子はバーにしがみついたまま。

「ええい、じれったい！」

「……ひゃっ！」

　すると渚は鎧の筋力増強効果に任せて、柚子の身体からだを持ち上げる。お姫ひめ様さま抱だっこをしたまま、渚たちは元気よく飛び降りていった。

「ヒャッホー！」

「……う、恨んでやるぅ──」

　楽しそうな渚と、呪じゆ詛そめいた声を発する柚子が下りてゆく。

　そして最後に残された僕と雪伽。

「行こう雪伽」

「オッケー、にぃちゃん！」

「さぁ行け！」

　牧原先生の号令で、僕と雪伽は飛んだ。

　強い風が全身を持ち上げる。雪伽が僕の手を強く握にぎり、僕も離はなさないようにする。

　手を動かし、僕らは鎧の飛行モジュールを起動させた。白い鎧から別の風が生まれ、風圧とぶつかる。次し第だいに僕の身体に当たる風が弱まり、そして内臓が押されるような圧あつ迫ぱく感も消えていく。

　風が止まった。

　飛行モジュールから生まれる魔ま力りよくが、僕の身体を支えてくれる。

　そうして落ち着いたところで、僕は空から周囲を見た。

　どこまでも広がる青空が上半分。そして下半分にコンクリートで覆おおわれた世界。

　千葉県の一都市にしか過ぎないけど、僕らが守った世界だ。

「綺麗だねー……」

　雪伽が小さく呟つぶやく。

　彼女と、この世界を守り抜ぬく。

　それが僕が今ここにいる理由だ。

　どんな悪魔が来ても、雪伽──それにクラスＸのみんながいれば、必ず乗り越こえられる。

　そして、カグラ。

　あのアバドンの憑依を工く夫ふうすれば、カグラを召しよう喚かんできそうな気がする。

　ただ、それには何かが足りない。

　あの時の偶ぐう然ぜんを再現するためには、まだ必要なものがある。

「そろそろ戦闘訓練を始めようか」

「うん、そうだね！」

　妹相手でも、授業では手加減なしだ。

　僕は盾たてを出そうと左手を前に出す。

　すると、雪伽の背後に何かが見えた。

「あれ……？」

　鳥だろうか。

　いや、鳥にしては大きい。

　では悪魔か。

　違う、あれは──人間？

「何あれ……？」

　雪伽も振ふり向き、その異常さに気付いた。

　飛行モジュールも、天使の鎧よろいも着けていない。

　だけどまるで空中を地面のように歩いている。僕たちの高度に合わせて、まるでそこに床ゆかがあるかのように近づいてくるではないか。

　その格好は、普ふ通つうのパーカーにジーンズ。どこにでもいる若者の格好。顔立ちも整っていて、僕らとそう変わらない年代の男の子に見える。

　だけど顔の色が違う。ゼノンやサージ＝ルークのように青白い肌はだ。

　──悪あく魔まだ。

「やぁ！」

　強い風が吹いているのに、彼の声は僕の耳に届いた。

「君かぁ！　アバドンの使い手というのは！」

「……誰？」

　警けい戒かいする僕らに構わず、彼は話し続ける。

「ずっと魔ま界かいのアバドンを呼んでいたようだけど、悪いねぇ、ちょっとアバドンさ、ウチで預かってるんだよ」

　何を言ってるんだ。

　そもそも彼は、誰なんだ。

　何もかもが異様な事態の中、彼の態度だけが普通だ。

　それが、たまらなく怖い。

[image: ]

「ああ、ごめんごめん。君たちとは初対面だったね。失礼したよ」

　悪魔は小さく頭を下げる。

　そしてごく自然に、とても気さくに挨あい拶さつしてくれたんだ。

「僕の名前はベルゼブブ──魔ま王おうだ」








つづく









　あとがき　孤柚独子のグルメ




　私の名前は高たか遠とお柚ゆ子ず。

　現在、非常に悩なやましい問題に直面している。

「いただきまーす！」

「……ます」

　私の目の前に並べられた食事。豚ぶた肉にくを焼いたものに、野菜を切ったもの、練り物っぽいもの、それとおにぎりらしきもの。そしてデザートのリンゴ。料理の正式名めい称しようが分からないのは、カグラが作った料理だからだ。その全すべてがおぞましい色をしている。

　食べれば美お味いしいのは分かっている。

　問題は、どういう順番で食べるかだ。

　そもそも味付けによって食べる順番が変わる。あの肉のようなものは何味だ。味み噌そのような濃こい味付けなら、先に他ほかを食べてから行くという手もあるが──。

「どうしたの柚子。食べないの？」

「……食べる」

　月げつ斗とに心配されてしまった。こんな時でも私を心配するお節せつ介かい焼やき。普ふ段だんは感謝してもしきれないのだが、今は大事な時だ。黙だまっていてもらおう。

　そう、さらなる問題は一人ではない事。

　私一人なら勝手に食べる事も許されるが、用意された料理はクラスＸ全員が食べる。いつも人数分以上用意されているとはいえ、下手をすると誰だれかに全部取られてしまう。そうなる前に欲しい料理を私の小皿に移さなくては。

「おっ、この肉うまいな！」

　早さつ速そく、何も考えていないボブが肉を頰ほお張ばっている。

　しかしこれはチャンスだ。どういう味なのか説明してくれないだろうか。その情報があれば私専用のルートが確立できる。

「へー、鶏とり肉にくなのか。てっきり豚かと思ってたよ」

　……なんだと？

　この紫むらさき色いろをした肉はチキンだったのか！　ならば私の口の中の予想進路を大おお幅はばに変へん更こうしなければ。

　とにかく、まずは野菜だ。野菜は消化を助ける働きがある。何も入っていない胃には優やさしい食物から入れるのがセオリーだ。大皿に載のった赤い野菜を適量、私の小皿に移す。

　いただきます。

「…………っ！」

　辛からい！　カグラの料理は色と味がマッチしない場合が多いのに、今日に限って赤い警告カラーまんまの味だった！

「ユズコ、それ辛くない？」

　同じように野菜を食べた渚なぎさが心配そうに見ている。

「……別に」

　いつものように平静を装よそおう。たかが辛いサラダを食べたくらいで動どう揺ようしてはいけない。この程度で焦あせっていては月斗に笑われてしまう。

「うええ、本当だ。辛いよコレ」

「大だい丈じよう夫ぶ、雪せつ伽か？」

「うん、でも美味しいから平気だよ」

　露ろ骨こつな反応をしている雪伽を心配している月斗。

　──くっ、私も少しは反応すれば良かったか。

　だけど、もう口の中から辛みは消えている。逆にさっぱりしているくらいだ。さすがカグラの料理。

　さて、メインディッシュの鶏肉をいただこう。

「……いただきます」

　ふむ──あ。これ美味しい。

　紫色だけど、口の中に入れてしまえば気にならない。むしろ嚙かんだ瞬しゆん間かん、しっかりとした肉の硬かたさが伝わってくる。とろけるような柔やわらかい肉もいいけど、このタレの味ごと嚙みしめている歯ごたえがすごく好きだ。

　それにこのタレ、甘あま辛からくてとても美味しい。食べている途と中ちゆうなのに食しよく欲よくが湧わいてくる。これはご飯が欲しくなる味だなぁ。

　よし、おにぎりも食べよう。青色だけど気にしない。

　うん、やっぱりおにぎりも美味しい。具は入っておらず、米の味しかしない。少しだけ混じった塩の味が、米を引き立てている。

　そしてまた肉を食べる。このコンボ、永久パターンだ。

「ユズコ、それ美味しいの？」

　何な故ぜか渚と目が合ってしまった。

　あの子、なんでこっち見てるの？

「……別に。普通」

　私、今どんな顔してたんだろう。

　ニヤけていなかっただろうか。だらしない顔していなかっただろうか。カグラの料理を食べていると、マナーどころか平常心も忘れそうになってしまう。

「む？　口に合わなかったか？」

　カグラが怒おこっているような顔をしている。

　そんな事ない。とっても美味しい。だけど食事の時に大声で主張するなんて、はしたない事はできない。

「……別に」

　また同じ答えを返してしまった。本当はとても感謝しているのに。

　どうして私は素す直なおにお礼が言えないのだろう。

「はい、柚子ちゃん。スープ」

「……うん」

　銀ぎん河がが私にスープカップを渡わたしてくれる。銀河は胃腸が弱いので、スープ関係の器うつわは彼の近くにある事が多いのだ。

　ああ、やっぱりスープも美味しい。鶏とりガラだろうか。薄うす味あじだけど胃に染しみ渡わたる。肉の濃さを中和してくれる緩かん衝しよう材ざいのよう。

　今日も幸せな食事だ。

　本当はもっときちんとお礼がしたいんだけど──。

「しかし柚子って、本当に美味しそうに食べるよね」

「……？」

　何を言ってるの、月斗は。

「柚子が食べるのを見てると、僕も食欲湧くもん」

「そうそう、アタシも！　ついついユズコ見ちゃうんだよねー」

「分かる分かる！　幸せそうだよね!!」

「ユズコほど顔に出るヤツはそうそういないよな！」

　いったい、私はどんな目で見られているのだろう。

　そんなに顔に出した覚えはないんだけど。

「柚子ちゃん、スープのおかわりいる？」

「……ちょうだい」

　ああ、もう。

　やっぱり美味しい。




　　　　＊




　どうも、田た口ぐち仙せん年ねん堂どうです。

　毎回毎回、あとがきを書くのに資料が必要なのをどうにかして欲しいと思うのだけど、きっと次もこんな感じでやっていきます。




　というわけで「七ナナ星セ降霊学園のアクマ」３巻、いかがでしたでしょうかっ！

　今回は大きな事件が起きたのもあって、わりとシリアスでバトル多めの展開にしていきましたが、次はもっと恋れん愛あいを絡からめた話にしていくつもりですっ！

　恋こいとバトルと友情、もっといろいろ絡ませたい！




　ではでは、また次巻！

　あとがきなのに、俺の言いたいスペースこれだけしかないよ！





田口　仙年堂　　
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